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　魔ま界かい最大の都市・ゼルグザリガ。多種多様な魔族が行き交かうこの煉れん瓦がの街は、今数百年に一度のイベントを前に活気づいていた。というのも、〝七つの大罪〟に準なぞらえた称しよう号ごうを持つ、《七なな罪ざい魔ま》たちの中から魔ま王おうを決める大魔ま術じゆつ儀ぎ式しき《王座戦争アグナローラ》の開かい催さいが迫せまっているのだ。

　それ故ゆえに誰だれが魔王となるか賭かける者。何とか観戦できないかと考える者。戦いに巻き込まれないよう郊こう外がいに避ひ難なんする者も現れるなど、街は盛せい大だいににぎわっていた。

　そんな市民の期待を一身に背負う《七罪魔》の面々は、皆みな一様に戦いの準備を進めていた──ある１名を除いては。

　都市の外れに、曲がりくねった黒い木々の生える瘦やせた土地があった。その一角に、所々窓ガラスが割れ、蜘く蛛もの巣すが張っている古びた不気味な洋館がひっそりと佇たたずんでいた。




「外、出たくねぇなぁ」




　その洋館の一室。寝しん室しつと思われるベッドの上に寝ね転ころんだ黒くろ髪かみに三さん白ぱく眼がんの少年は、心底だるそうに呟つぶやいた。少年の名はラグナル。この少年こそが、《怠惰ピグリーテイア》の称号を姓せいとして与あたえられた《七罪魔》の一魔だった。

「トイレ、面めん倒どうくせぇなぁ。ってか、なんで俺が出向くんだよ。トイレが来いよ……」

　ラグナルが、トイレに行くことすら厭いとうダメっぷりを見せつけていると、ノックの音が響ひびいた。

「あいよ」

　ラグナルが気の抜ぬけた返事をすると、ドアノブがゆっくりと回転して扉とびらが開いた。顔を覗のぞかせたのは、栗くり色いろのロングヘアと巻角を生やした可愛かわいらしい少女だった。

　メイド服を着た少女はやや小こ柄がらかつ華きや奢しや、胸の大きさは、手から少し溢れる程度だった。

「ラグナル様～、お手紙が……って、まだ寝てたんですか？」

　もう昼もとうに過ぎたというのに、いまだベッドに寝転がるラグナルを見るなり、呆あきれた様子でメイドの少女、メリィは言った。

「ん～、寝てはねぇよ」

　その言葉にラグナルは、寝返りを打ちながら、良く言えばリラックス、悪く言えばだらしない声で返す。

「ベッドで横になって動かないことを寝ていると言うんですよ。まったく……もうすぐ《王座戦争》も始まるんですから、せめて少しくらい体を動かしたらどうですか？　そんなふうにゴロゴロしてばっかりだと、すぐに負けちゃいますよ？」

　そう言いながら、メリィはラグナルが寝ているベッドまで近づくと、何のためらいも無くベッドに腰こしかけた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺はサボればサボるほど強くなって、動けば動くほど弱くなるからな。今は絶賛パワーアップ中ってわけだ」

「……じゃあ、今どのくらい強くなってるんです？」

「一いち撃げきで大地が沈しずむぜ」

　適当な調子で眉まゆ唾つばなことを言う主あるじにメリィは眉を八の字に歪ゆがませた。

「あの、本当に大丈夫なんですか？　《王座戦争》で負けたら《礎フアウド》になっちゃうってこと、ちゃんと分かってます？」

「分かってるっての。《王座戦争》で敗北した《七罪魔》は、自身を死へと追いやった《七罪魔》に魂たましいを取り込まれ、力の一部となる。取り込まれた魂を《礎》と呼ぶ。だろ？」

「そういう単語の意味的な話ではなくて……まさかとは思いますけど、面倒だからわざと負けて《礎》になっちゃおうとか考えてませんよね？」

「いくら面倒でも、さすがにそんなことは思ってねぇよ。死にたくねぇし。……でも、だからって魔王なんて面倒なもんにもなりたくねぇんだよなぁ。……あ、そう言やさっき手紙が来たって言ってたろ？　それ、《王座戦争》中止のお知らせだったりしねぇか？」

「残念、これは《王座戦争》の開催式の招待状です」

「マ～ジか……」

「というかラグナル様、《王座戦争》が中止になんてなったら一大事ですよ。魔界の住民が人の形をしているのは、魔王様を中心として組み上げられた《魔国術式モーグレム》のおかげなんですから。王座が空白になって、《魔国術式》が成立しなくなったら、今の生活はできなくなっちゃいます」

「そりゃあ、そうなんだけどよぉ……はぁ～……まぁいいや、手紙読んでくれ」

「あ、はい」

　メリィは封ふう筒とうを開け手紙を取り出すと、要点を搔かい摘つまんで読み上げることにした。

「えー、明日の九時半から《王座戦争》の開催式を行うので、遅おくれずに来るように……とのことです」

「明日!?　急すぎだろ、運営バカかよ」

「たぶん、《七罪魔》の任命式レヴロタリタの際に、『１か月前とかにもらっても、覚えてるわけねーだろ』とか言ってさぼったからじゃないですか？」

「だからってこれは極きよく端たんすぎだろ！　あぁヤダヤダ、本当に面倒くせぇ～。一生寝てたい」

「そうしてさしあげたいんですが……あ、そうだ！　《王座戦争》に勝ったら、一いつ緒しよにバカンスでもどうです？　羽を伸のばすんです！　のんびりゴロゴロと！　ね？」

「おー、悪くねぇな。また人界のんびり観光でも────……っそれだぁ！」

　ラグナルは上体を起こすとベッドから立ち上がった。

「ふえっ!?　ど、どれですか？　そしてどこに？」

「トイレだ。お前はとにかく自分の荷物でもまとめとけ」

「へ？　なんのために？」

「《王座戦争》とおさらばすんだよ」

「？？？」

　自分の主が何をしようとしているのか分からず、メイドはトイレへと向かう背中を見ながら首を傾かしげるばかりだった。
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「……今、何と言った？」

　魔王城の謁えつ見けんの間で、黒くろ鉄がねの鎧よろいに全身を包んだ魔王ジキィドが放ったその言葉には、脊せき髄ずいを鷲わし摑づかみにするかのような冷たい怒ど気きが濃のう密みつに含ふくまれていた。

「ひっ……」

　小太りな中年魔族、ダン・ティークは、恐きよう怖ふで少し身体からだを震ふるわせ小さく声を漏もらした。




　石造りの大広間は薄うす暗ぐらく、壁かべ際ぎわの蠟ろう燭そく以外の採光は、頭上に飾かざられた大きなステンドグラスのみだ。その下、部屋の中央に配された玉座に座るジキィドからは、圧あつ倒とう的な威い圧あつ感かんが放たれている。一いつ般ぱん的な下級魔族ではこの部屋に居る事すらできないだろう。

　ビリビリと怒いかりのオーラを全身に感じながら、ダンは恐おそる恐る言葉を紡つむいだ。

「で、ですから陛下。我が主、レーネルガルト卿きようは詐さ欺ぎ師しによって財産を奪うばわれてしまったのです。税として納められる物など何も残っておりません。ど、どうかご慈じ悲ひをッ！」

　魔王は無言でゆっくりと右手を上げる。ダンはそれを見て、集中せずとも大きな魔力が集まっていくことに気付いた。

　ダンの全身から冷ひや汗あせが噴ふん出しゆつする。

「へ、陛下？　いったい何を」

「分からないのか？」

　その一言でダンは、自分の運命を悟さとった────。

「ひ、ひぃい、ひゃああああ！」

　極限の状態の中、ダンは必死に振ふり返り謁見の間の出口に向かって走りだした。足を縺もつれさせながらも走るダンの姿には悲ひ壮そう感が漂ただよっている。しかし、ジキィドはその手を止めることはなかった。

　そして────。




　ガッシャーン！

「きゃあああーーーーー！」

「うおぉぉぉぉぉぉぉ！　やっっっっべぇぇええええええ!!」




　そんなシリアスムードとステンドグラスを豪ごう快かいにぶち壊こわし、絶ぜつ叫きようを響かせながら、何者かが謁見の間に突とつ入にゆうしてきた。

　侵しん入にゆう者────ラグナルは、大量の荷物を包んだ風ふ呂ろ敷しきを背負ったメイドを抱だきしめたまま、謁見の間の床ゆかに着地する。しかしかなりの勢いで突つっ込んだらしく、必死に足でブレーキをかけるも、結局停止したのは着地点から五十メートルほど滑すべったところだった。

「あわわわわ、あわわわわわわ……！」

　不ふ可か抗こう力りよくとは言え、ステンドグラスを破り、雰ふん囲い気きを壊し、魔王の前に不ぶ躾しつけに躍おどり出てしまうという不敬の三連撃を犯おかしてしまったメリィは、思わず震えた声を出す。

「えぇっと……どうしてこうなった」

　しかし、周囲の空気なんておかまいなしなラグナルから漏れた第一声はそれだった。

「それはこちらが聞かせてもらいたい所だな、ラグナル」

「あっ、お、お義と父う様。お久しぶりですね？　お元気でした？　えっと、こ、これには、海よりも深～い事情があるんすよ。本当に深くってなんつったら良いか……と、とりあえず、右手に集めてらっしゃるその魔力を鎮しずめませんか？　怖こわくて話もできねぇっす」

　突とつ然ぜんの展開に驚おどろいていたダンは、ジキィドの注意がラグナルたちへと向いている間に、これ幸いとそそくさと謁見の間から逃にげ出した。

「……まぁ良い」

　ジキィドは右手に集めていた魔力を、割れたステンドグラスに送ると、散らばっていた破は片へんを浮うかび上がらせ、そのまま元通りに修復した。

「ス、スゴイ……」

　メリィは時間でも巻き戻もどすように直って行くステンドグラスを見て思わずそんな言葉を漏らした。

「さてラグナルよ。何な故ぜこうなった？　先に言っておくが、虚きよ言げんには罰ばつを与える」

「……具体的にはどんな罰っすか？」

「背骨を引きずり出す」

　ラグナルは顔を引きつらせ、その隣となりでメリィは「ヒッ」と小さく悲鳴を上げた。

「人界に逃げようとした結果がこれです！　誠まことに申し訳ありませんでした！」

　ラグナルは腰を折って深々と頭を下げた。メリィもラグナルに倣ならい頭を下げる。

「……お前のことだ。境界森林ボーダーフオレストを越こえる為ために飛んだのだろう？」

「はい。なんか、境界森林を越えたと思ったら何でだか魔ま王おう城に突っ込んでまして。ちょっと何言ってんのか分かんねぇと思うんですけど、俺にも何が起きたのやら……」

「……この魔ま界かいを覆おおう結界、世界隔壁デツドエンドについてはお前も知っているだろう？　あれは《王座戦争アグナローラ》の開かい催さいに合わせ、閉じられるようになっている。たとえ魔族といえど通ることはできない」

「なるほどね。まぁ、無理だろうなとは思ってたが……」

　謎なぞが解けて納なつ得とくした、という様子の主の服の裾すそをメイドが引っ張った。

「ラグナル様、分かってたのにこんなことしたんですか!?」

「やってみなくちゃ分からない。そんで、やらずに後こう悔かいよりやって後悔だ」

「カッコイイ台詞せりふですけど……分の悪い賭かけに負けた後で使う言葉じゃないですよ～！」

　ジキィドから唸うなり声が響ひびいた。

「何故《王座戦争》を拒こばむ？」

「俺は、《礎フアウド》にも魔王にもなりたくないんですよ。白状すると《七なな罪ざい魔ま》の肩かた書がきだって、税金で生活できる物くらいにしか思ってません。正直、魔界の為に命がけの戦いをするとか、アホらしくって……。ってか、お義父様は良いんですか？」

「何がだ」

「だから、俺みたいなのじゃなくて、もっとこう、貴方あなたみたいに燃えたぎるような、魔界愛に溢あふれた魔族こそ、参加するべきだってことですよ。それに俺、弱いですし。有っても無くても変わらない《礎》にしかならないと思いません？」

「お前がどう思っていようと関係ない。お前は《七罪魔》だ。実力は十分にある」

「ど～～～しても、どうにもなりませんか？」

「ならん。と、言いたいところだが……不参加となる方法がないわけではない」

「マジですか!?　じゃあそれで────」

「〝不戦敗〟という形で、だがな」

　その瞬しゆん間かん、ジキィドから放たれた殺気に、見えない凶きよう器きが全身に突きつけられたかのような感覚に陥おちいり、ラグナルは息を吞のんだ。

「不戦敗という形で」とは、つまりここで殺すということだった。

　メリィは恐怖で震えあがり、ラグナルの服を背後からぎゅっと摑つかんだ。それによってラグナルは心を持ち直す。

「へぇ、不戦敗ね……でもそんなことしたら、今度は次の魔王の《礎》が一個足りなくなるんじゃないですか？　なら普ふ通つうに不参加を認めるのと変わらないと思うんすけど」

「心配ない。魂たましいを一時的に我が手に収めて置き、勝者に譲じよう渡とすれば良いのだ」

「意地でも俺を《王座戦争》から逃のがれさせない気ですか。……へッ！　お義父様がその気なら、こっちにも考えがありますよ」

「ほう？　言ってみるがいい」

「俺の不参加を認めてくれないと…………俺は魔界の住民を、無差別に殺します」

「うぇえぇ～～～っ!?」

　少し声を裏返しながらメリィが驚きの声を上げた。

「な、ちょ、えぇ？　ラグナル様？？　なんで？？？」

「ふむ……人質か」

「それサイテーじゃないですか！」

「バッカおまっ……自分の命は大切にしなきゃダメだろ！」

「だから、カッコイイけどこんな場面で使う言葉じゃないですよ～～!!」

「うるせぇ！　俺は弱ぇんだ！　何でもやらなきゃ生き残れねぇんだよ」

「で、でもだからって、クズすぎですぅ……」

「何とでも言え。さて、お義父様はどうします？　俺も一応《七罪魔》ですし、アンタが俺を殺し切るまでに、十万は軽く殺せます。民たみを生かすも殺すも、貴方次し第だいですよ？」

　ジキィドは深く溜ため息いきを吐ついた。

「……お前はどうしても《王座戦争》に参加したくないようだな。仕方ない、参加したくなる理由を我が与あたえよう」

　ラグナルの背後で岩の砕くだけるような音がしたのとほぼ同時にメリィから悲鳴が上がった。ラグナルが慌あわてて振り返ると、そこには突とつ如じよ床ゆかを突き破って出現した木の根に首を絞しめられ苦しそうにしているメリィの姿があった。

「メリィ！」

　ラグナルは拳こぶしを握にぎって木の根を殴なぐろうとした。しかしラグナルの拳が繰くり出されるよりも先に、木の根は乱暴にメリィを解放した。ラグナルは慌てて手を止め、倒たおれ込むメリィを抱き留めると、後ろへと下がって、木の根と距きよ離りをとる。

「っ！　けほ、けほ」

「大だい丈じよう夫ぶか!?　って、おい、お前、首になんか付いてるぞ……？」

　メリィの首には、いつのまにか紅こう玉ぎよくが輝かがやく、黒い木製の首輪が巻き付けられていた。

「へ？」

　メリィは自分の首に手を伸のばす。

「え、アレ!?　何これ、私こんなの付けてなかったのに！」

　ジキィドのくぐもった笑い声が響いた。

「そのメイドを随ずい分ぶん気に入っているようなのでな……人質に取らせてもらった」

　少しだけ愉ゆ快かいげに言いながら、ジキィドは片足を上げた。その足の裏からは木の根が生えており、床を突き破って生えていた木の根と繫つながっていた。木の根は、床に戻るのに伴ともなって、ジキィドの体の中へと戻っていく。

　ラグナルはギリリと歯を食いしばり、拳を握りしめた後、ゆっくりと脱だつ力りよくした。大切なのは自身の怒いかりの感情ではない。メリィの命だ。

「それで？　この首輪にはどんな仕し掛かけがあるんすか？」

　ラグナルは怒りを鎮めながら、まず何よりもメリィの命がどういう形で握られてしまったのかを確かく認にんした。

「三つほど、爆はぜる条件が存在する」

「…………は、爆ぜる？　これ、爆ばく発はつ、するんですか……？」

　メリィの泣き出しそうな声にラグナルは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をした。

「一つ目は、強引に外そうとすること。二つ目は、明日の開催式に貴様が欠席すること。そして三つ目は、《王座戦争》の開催期間中に、貴様が二日以上他ほかの《七罪魔》と接せつ触しよくしないことだ」

「チッ……これで積極的な参加は不ふ可か避ひか。で？　どうすれば外れんだよ」

「《王座戦争》の終しゆう了りようか、貴様の死だ。さて、ラグナルよ。大切なメイドを生かすも殺すもお前次第だ。後悔せぬ方を選べ」

　ラグナルがメリィの顔を見ると、その瞳ひとみは涙なみだぐんでいた。

「あ、あの、私、ラグナル様に拾って貰もらったから生きているわけで、私の命は既すでにラグナル様の物です！　だ、だから、ラグナル様のためなら死ん────あ！　いひゃい！」

　メリィの両頰ほおをつねって引っ張り、ラグナルは最後まで言わせなかった。

「そんな顔しながら言うんじゃねぇよ」

　メイドから手を放し、少年は深呼吸して魔王を睨にらむ。

「参加だ！　参加してやるよ」

　ラグナルはジキィドを睨んだまま不安そうなメリィの頭を、安心しろとでも言うかのように撫なでた。

「でも覚えとけ……俺は、絶対にお前の思い通りになんかならねぇからな！」

「好きにしろ。《王座戦争》に参加した時点で、お前の未来は王座に着くか《礎》となるかだ。お前がどちらになろうと、我は構わん」

　本当にどちらでも良いのだろう。ジキィドの言葉には何の感情も込こめられていなかった。ラグナルは軽く舌打ちをする。

「そうかよ、じゃあ本当に好きにさせてもらうぜ。まず手始めに、このまま魔王城に泊とめてもらおうか。帰るの面めん倒どうくせぇし、寝ね坊ぼうして開催式に遅おくれたなんて馬ば鹿かみてぇなことになりたくねぇ。確実に《王座戦争》に参加するためだし、問題ねぇよな？　お義父様」

「無論だ」

　ジキィドが指を鳴らすと同時に、床に黒い染しみのような物が瞬またたく間まに広がって行く。そしてその中から、黒くろ髪かみをオールバックにした執しつ事じらしき人物が姿を現した。

「お呼びですか」

「そこの者たちを客室へ送れ」

「畏かしこまりました」

　執事はそう言いながら一礼すると、再び広がった黒い染みのような物の中に沈しずんで行った。

「……おい。今のは何だったん、うおっ！」

「ひやぁ！」

　すると、突とつ如じよラグナルの足が摑まれた。

　足元を見ると、そこには、いつの間にか先ほどの黒い染みが広がっており、あのオールバックの執事の物だと思われる手が伸びていた。

　ラグナルとメリィの身体からだはその手に引きずり込まれるようにして、黒い染みの中へと沈んで行く。

「ふえっ。ラ、ラグナル様ぁ……」

　ホラー過ぎる展開に、メリィが助けを求めるような声を出すと、ラグナルは焦あせりながらジキィドを睨む。

「おい！　なんかこれ、見た目ヤベェんだけど、大丈夫なんだろうな!?」

「案ずるな。少し……魚のような臭においがするだけだ」

「魚のような臭い!?　なんで────うわっ、生なま臭ぐさッ！」

　ラグナルとメリィが鼻をつまむのはほぼ同時だった。

「はうぅ、く、口で息するのも嫌いやですぅ……」

「耐たえろ」

「いや耐えろじゃねぇよ！　さっさと抜ぬけ出させろ！」

「だ、そうだ。ガルトル。客のオーダーに答えてやれ」

「畏まりました」

　一気に黒い染みの中へと引きずり込まれラグナルとメリィは、キングサイズのベッドが置かれている客室へと放ほうり出される。

「のあっ！」「きゃっ！」

　二魔の身体は、ベッドのバネに軽く押し返されて少しだけ浮ういた。

　すると、黒い染みの広がった天てん井じようから先ほどの執事が顔を出す。

「では、何か御ご用ようがありましたらそちらのベルをお鳴らし下さい。すぐに使いの者が駆かけつけますので。それでは、ごゆるりと……」

　そう言うなり執事は黒い染みの中へと顔を沈めると、そのまま、何の変へん哲てつもない天井だけを残して跡あと形かたもなく消えた。魚のような臭いも、もうどこにも無い。

　だがラグナルは、自分の体を嗅かがずにはいられなかった。

「あークソッ！　洗って無い靴くつ下したの方がマシな臭いしやがって……あの臭い、体に付いたりしてねぇだろうなぁ？」

　ラグナルがぶつくさと呟つぶやいているとメリィはラグナルの首の辺りに鼻を寄せた。

「くんくん。大丈夫です。ラグナル様の匂においしかしません」

「おいおい、何で俺の匂いとか分かるんだ？　お前」

「大好きな匂いなので！」

　メリィの笑え顔がおは、それはもう、とても良い笑顔だった。

「へ、へぇ……」

「ていうかラグナル様、なんであんな事言ったんですか～！」

「あ？　あぁ、ありゃハッタリだ。マジで無差別に殺したりする訳ねぇだろ」

「違ちがいますよ！　まぁ、それも衝しよう撃げきでしたけど……《王座戦争アグナローラ》に参加するってことですよ。あんなに嫌がってたのに、私のために……魔ま王おう様に啖たん呵か切ってまで……」

「どうせ現状、俺が死なない方法も他にねぇんだし、気にすんな」

　ラグナルはベッドに倒れるように寝転がる。

「しっかし《王座戦争》か。《礎フアウド》は嫌だけど、生き残れても魔王になっちまうんだよなぁ。魔王になったら魔ま界かいの管理に追われる日々か……うわぁ、面倒くせぇ～……」

　メリィは溜息を吐いた。

「も～、真しん剣けんになってくださいよ。ラグナル様の命が掛かかってるんですよ？　他の六魔を倒して魔王になれば、魔界を好きなようにできるんですし、頑がん張ばりましょうよ！」

「魔王とか責任重すぎなんだよな。欲ほしいものもねぇし。やりたい事もねぇし」

「そんな無む欲よくなのラグナル様だけですよ、本当」

「俺だけねぇ……」

　ラグナルはそこまで言うと目を見開いて、勢いよく起き上がった。

「うわっ！　どうしたんですか？　急に」

　釣つられるようにしてメリィも起き上がる。

「それだ！」

　メリィには、ラグナルの瞳が珍めずらしく輝いているように見えたが、理由が分からず首をかしげる。

「それ？　もぅ、毎回なんなんですか！　わかるように説明してください！」

「《王座戦争》を楽に切り抜ける方法だ。《七なな罪ざい魔ま》の全員が、俺と同じでやる気が無けりゃ良いんだよ！　誰だれも何もしなけりゃ戦いにはならねぇ！」

「えぇ～!?　いや、それは、そうかもしれませんけど、どうやって────」

「そこは……説得だな」

「せ、説得って、そんなことできるんですか？」

「できるできないってか、なんとかするしかねぇだろ。まぁとにかく、今の《七罪魔》がどういうやつらか調べるのが先だけどな」

　ラグナルは頭を搔かきながらベッドの隣となりにあるサイドテーブルに置かれたベルを鳴らした。すると数秒の間も置かない内に扉とびらが開かれ、緑髪で耳の尖とがったメイドが顔を見せた。

「何か御用でしょうか？」

「あぁ、この城って図書館とかあるか？」

「有りますよ。ご案内いたしましょうか？」

「いや、図書館に行きたい訳じゃねぇ。最新版の『七魔録』、持って来て欲しいんだ」

『七魔録』とは、今代の《七罪魔》がその称しよう号ごうを与あたえられるまでが記された本である。本人が公開している経歴から、インタビューまで掲けい載さいされており手早く《七罪魔》について知ることが可能だ。

「畏まりました。少々お待ちください」

　メイドがそう言って扉を閉めた瞬しゆん間かん、再び扉が開いた。

「ぜぇ、ぜぇ、はぁ……っ、こ、こちらが、最新版の、『七魔録』、です……」

「は、速いな」

「全力で、はぁ、はぁ、っ、はぁ、走ってぇ……っ、参り、ました、ので」

　息も絶え絶えという様子で部屋に入って来たメイドはラグナルに本を手て渡わたした。

「あ、あの、そんなに急いで来なくっても、良かったんですよ？」

「い、いえ、はぁ、お客様を、はぁ、お待たせする、わけにはっ、いきませんので……」

　ラグナルとメリィは顔を見合わせ、緑髪のメイドに向き直る。

「そ、そうか……ありがとう。もう下がって良いぞ」

　メイドは「また何か御用がありましたらお呼びください」と言って、去って行った。

「……紅茶も頼たのもうと思ってたけど、あれじゃ頼めな────」

　バン！　と音を立てて扉が開いた。

「お紅茶ですね!?」

　扉を開いたのは、先ほど出て行ったばかりのメイドだった。どうやら扉越ごしに聞こえていたようだ。

「いや、良いって！」

「大だい丈じよう夫ぶです！　すぐにお持ちいたします!!」

　扉が閉まり、またもやすぐに扉が開く。

「ぜぇ、はぁ、オエェッ！　か、は、はぁっ、はぁ、お、お持ち、しましたぁ！」

　メイドは嘔え吐ずきながら紅茶の載のった給仕ワゴンを部屋の中に押し入れる。

「お、お前……」

「つ、次は、何を、いたしま、しょうか！」

「……歩いて休きゆう憩けい室に行って、体力が回復するまでゆっくり休め」

「か、かしこまり、ました」

　メイドはそう言うと部屋から出て扉を閉めた。

「とっても一いつ生しよう懸けん命めいな方でしたね……」

「何か、魔王城って変な召めし使つかいが多いのかもしれねぇな」

　ラグナルは、部屋に置かれていたソファに腰こしかける。メリィは給仕ワゴンをテーブルの傍そばまで動かすと、その上に紅茶とお茶ちや請うけを並べた。ラグナルは紅茶を一口飲むと、『七魔録』をメリィに渡した。

「よろしく。読むのが面倒くせぇ」

「はいはい。あ、懐なつかしいですね～、これ。ラグナル様が、インタビューめんどくさがって、私に押し付けた取材も載ってます」

「嫌いや味みか」

「違いますよぅ。良い思い出だなってだけです。それで、どこを読めば良いんです？」

「とりあえず載ってる順でいいから、今代の《七罪魔》について搔い摘つまんで教えてくれ。性格とか、そいつのことが分かるようなエピソードとかだな」

「分かりました。えぇっと、最初に載ってるのは……《暴グ食ラ》の方ですね」

「《暴食》か。どうせ脂あぶらぎったスゲェデブだろ？」

「偏へん見けんですよ！　今代の《暴食》の方は可愛かわいい男の子です」

「はぁ？　男の子ぉ？」

「こちらです」

　メリィはラグナルにページを向けた。するとそこに写っていたのは、肩かた書がきから連想されるような物もの凄すごい巨きよ漢かんではなく、水色の髪に金色の瞳ひとみをした幼い少年だった。

「コイツが《七罪魔》ぁ？」

「そうですよ。ヴァルイレス・グラ様です。というか、ラグナル様はどうして知らなかったんですか？　いくら世の中のことに興味が無いとは言え、任命式レヴロタリタの時に顔くらい────って、そう言えば、ラグナル様はすっぽかしたんでしたね」

「だって、律りち儀ぎに出席する《怠惰ピグリーテイア》なんて、らしくねぇだろ？」

「はぁ……続けますね。ヴァルイレス様といえば、魔界一可愛いって有名ですね。男性ですけど、女の子みたいで。さらに性格もお優やさしくて、ファンクラブまであるんですよ」

「へー」

「あ、《暴食》の肩書に相応ふさわしいエピソードがありました。特技は何でも食べられることなのだそうですが、ある大食い大会では、抑おさえが利きかずについつい〝他ほかの選手たちも〟食べ尽つくしてしまったとか」

「待て待て！　選手たちも食べたって？」

　メリィはサラッと言ったが、かなり衝撃的なエピソードだ。

「はい。生存者曰いわく────暴走したヴァルイレス様に、色んな魔族が様々な手段で抵てい抗こうしたが、その抵抗ごと、真正面から食われていった、とのことです。自分が助かったのは偏ひとえに運が良かったからでしかない、とも言っています」

「うっへぇ～、いくら《暴食》だからって仲間食いとか……」

「でも、ヴァルイレス様はお優しい方ですから、同じ魔族を食べてしまったショックで、三日ほど寝込んでしまったそうですよ。ここにも、命を蔑ないがしろにしない為ためにも、食べ物への感謝の気持ちは忘れたことが無いようにしているって書いてありますし」

「おっと、そいつぁ良い。何か適当に綺き麗れい事を言っときゃ簡単に引き込めそうだ」

「言い方が悪いですよ」

「良いんだよ。ほれ、次だ次！」

「えー次は……《憤怒イーラ》の方ですね。セラブリス・イーラ様です」

　メリィは開いたページをラグナルに見せた。そこにはへそ出しのホルターネックに短パンを穿はいて赤い髪かみをポニーテールにした、長身の女性が写っていた。体から伸のびる四し肢しには筋肉が付いていて、腹筋も割れている。胸も大きい。

「デカいな」

「ど、どこ見てるんですかっ」

「見たままの感想を言っただけだ。それより、問題は性格だ。ソイツはどんなヤツだ？」

「セラブリス様と言えば、魔ま界かい格かく闘とう技ぎ大会に初出場で殿でん堂どう入りを果たし、会場が持たないという理由で、永久に出場を禁止された伝説を持つ方ですが、性格は～っと……」

　メリィはぱらぱらとページをめくる。

「ん～、体力自じ慢まんですが、頭脳労働は苦手、というところですかね。大会のことも、暴れてたらなんか終わったという認にん識しきのようですし」

「見た目通りの超ちよう強いアホってことか。……弱ったな、アホの説得って面めん倒どうくせぇんだよなぁ。話が急に変な方に飛んだり、そもそも話を聞いてくれなかったり……」

「あっ、あと、この方はどうやら《強欲アバリーテイア》の方と、非常に親しいようですね」

「じゃあとりあえず、次は《強欲》を調べてくれ。何か良い考えが浮うかぶかもしれねぇ」

「畏かしこまりました」

　メリィは再びページを進めて止めた。

「この方ですね。スティンナース・アバリーティア様です」

　スティンナースは金色の髪をハーフアップにした女性だった。緑の瞳と母性溢あふれる豊満な体型、そして柔やわらかな表情は、見る者に穏おだやかで優しい姉のような印象を与えた。身に纏まとっているのは所謂いわゆる喪も服ふくで、その佇たたずまいは《強欲》の持つイメージとはかけ離はなれている。

「……何で喪服なんだ？」

「非業の死を遂とげた全魔族の鎮ちん魂こんの為に、だそうです。そのことから〝喪服の慈じ母ぼ〟という異名で呼ばれることもあるみたいですね」

「まぁ～た似合わねぇのが出て来たなぁ……」

「そうでもありません。スティンナース様は多くの事業に手を出していて、年間に軽く20億ゴールド以上も稼かせいでらっしゃいますし」

「おぉ、ちゃんと《強欲》らしいじゃねぇか」

「……と言っても、稼いだ分だけ慈善活動で積極的に手放しているようですけどね。一応お金が大好きみたいですけど、理由は『お金は、簡単に誰かを助けてあげられる物だから』と仰おつしやっていますね」

「なんだ、やっぱらしくねぇな。ま、そういう《七罪魔》もいるってことかねぇ」

　ラグナルの言葉を聞きながらもメリィは、他にナースの強ごう欲よくらしいエピソードがないか探すべく本に目を走らせる。

「ですねぇ、他には珍ちん品ぴん集めが趣しゆ味みってことくらいしか《強欲》っぽさは……あれ？」

「何かあったのか？」

「いえ、どうもスティンナース様には、お金のためなら何でもやるという噂うわさがあるみたいで、色々な事件の黒幕なのではないかとも言われてるみたいです。有名どころで行くと、昨年魔界を賑にぎわせた『ガーニ邸てい３億ゴールド消失事件』も、その一つのようですね」

「う～わ……そういうタイプかよ。そりゃまた面倒くせぇなぁ」

「本人は、失しつ脚きやくを狙ねらった誰だれかが流した悪評だって言ってますけど……」

「ま、どっちにしろ金は好きそうだな。こりゃ交こう渉しように使えるかもしれねぇ」

「ラグナル様、全然使わないから貯金が増える一方ですもんね」

「今こそ使うときってわけだ。よし、次！」

「次は～っと、ありました。ルナクリーク・ルクスリア様。今代の《色欲ルクスリア》の方です」

　そう言ってメリィが見せたページに写っているのは、白磁のような肌の、紫の髪をした美青年だった。胸元が大きく開いた露ろ出しゆつ度どの高い服を着ている。

「……ふ～ん。中々のイケメンだな」

「この方は、何やら変身能力を持っているようですね。相手の最も欲よく情じようする姿に変身し、場合によっては幻げん術じゆつで、その……複数人に対応するそうです」

「へぇ……他には？」

「……あっ…………あの、えっと、すみません。ラグナル様」

　ページをめくりながらメリィの顔が赤くなって行く。

「ん？」

「あとは、エッチな話しか……その……私には読めません～～…………」

　メリィの声が尻しりすぼみに小さくなって行く。

「……次」

「はい……」

　メリィは改めて本のページを進めていく。

「えー、今代の《嫉妬インヴイーデイア》の方は……マリニスカ・インヴィーディア様、ですね」

　そのページには、深海のような暗い色合いの髪をツインテールに結び、スカートにフリルが付いた青と黒のゴスロリ服を着る少女が写っていた。

　胸むな元もとは平へい坦たんだが、小こ柄がらで華きや奢しやなスタイルで、中々に可愛らしい容姿だ。好きな者は一目で好きになるだろう。だがその瞳は、どことなく濁にごっているように見え、その容姿の好印象を吹ふき飛ばすほどの負のオーラを放っていた。

「ず、随ずい分ぶんと暗そうなヤツだな」

　その結果、ラグナルの感想はこの一言に集約された。

「やっぱりそう思いますよね。折角可愛いのに……あ、この子、性格もあんまりよくない感じですね」

「マジか」

「インタビュアーの方の質問をネガティブに解かい釈しやくして勝手に怒おこってます。なんかもうスゴイですよ？　好きな食べ物聞いただけなのに〝誰が何食べてようが勝手だ〟とか、〝みんなと同じ物を好きじゃないことがそんなにおかしいのか〟とか、〝群れることができる凡ぼん舌共が羨うらやましい〟とか、そんなのばっかりです……」

「歪ゆがんでんなぁ～……」

「付いて行きたい、今代の《七なな罪ざい魔ま》ランキングでは、毎年不動の最下位ですね」

「ある意味最強だな、そこまで行くと逆にスゲェよ」

「ちなみに、ラグナル様が６位です」

「…………ち、ちょっと待て。ヴァルイレスはともかく、変態とか体力バカとか、悪い噂のある富ふ豪ごうとかが居る中で６位って、俺そいつらより不人気なのか？」

「はい。でも当然と言えば当然かと。ラグナル様は世間にあまり知られていませんし、多くの方が、やることなさすぎてダメになる気がするって、辞やめて行きましたからね」

「……納なつ得とく行かねぇ～」

「ご安心ください！　私にとってラグナル様は、永遠の１位ですから」

「いや、順位を気にしてるんじゃなくてな……はぁ、まぁ良い。次だ次」

「分かりました。え～、最後の一魔は……あっ」

「どうした？」

　メリィは今代の《傲慢スペルビア》の肩書を与あたえられた《七罪魔》について記されたページを開くとラグナルに見せた。そこに写っていたのは、白はく髪はつに透すけるような白い肌をした赤い瞳の幼い少女だった。白いロングケープを身に纏うその姿は、どこか神秘的に見えたが、少女の表情はかなりの自信に満ち溢れていた。

「《傲慢》の《七罪魔》、クレイアード・スペルビア様です。あまり表に出ませんが、たぶん知名度は一番高い方だと思います。あと、性格も難しい方です……」

「……顔から傲ごう慢まんさが滲にじみ出てるな。で、コイツはなんで有名なんだ？」

「実は、彼女《創造の力》を持っているんですよ」

「《創造の力》？　あの対価無しで何でも創つくり出せるっていう？」

「はい」

《創造の力》とは、読んで字の如ごとく万物を創造する能力である。魔族の中でも、二十万年に一魔くらいの割合で生まれると言われる稀き少しような存在で、その圧あつ倒とう的な力ゆえに抜ばつ群ぐんの知名度を誇ほこっていた。それは、基本的に様々な事に興味がないラグナルですら知っているほどだった。

　ラグナルは心底嫌いやそうな顔をすると天てん井じようを仰あおいだ。

「最ッ悪だ……何でよりによって、今回の《王座戦争アグナローラ》にそんなヤツが参加してんだ？　面倒くせぇな畜ちく生しようがぁあ～～～！　絶対、そいつの勝ちで決まってんじゃねぇか……」

　そしてフラ～っとソファに倒たおれる

「あぁっ！　ダメですよ、ラグナル様！」

「止めるな、メリィ。今の俺には横になる時間が必要だ……っ！」

「いえ、そうではありません。こういう時は私の膝ひざをお使いください」

　ラグナルが無言で頭を上げると、メリィはそこに膝を入れ込んで膝ひざ枕まくらを完成させた。

「あー、どうすっかなぁ～」

「ラグナル様、やっぱり終しゆう盤ばんまで引き籠こもって────」

「んなことしてたらお前が死ぬだろ。爆ばく発はつする条件、もう忘れたのか？」

「あ……」

　メリィは眉まゆを落としてそっと自分の喉のどに手を触ふれた。そこには、確かに首輪が存在しており、メリィの命と共にラグナルを《王座戦争》に縛しばり付けていた。

「……お前が死ぬのは絶対ダメだ」

　寝ねたままの姿勢ではあるが、ラグナルの瞳ひとみと声は真しん剣けんそのものだった。

「そう言っていただけるのは、嬉うれしいのですが……何事も、時に妥だ協きようは必要です。もしもの時は妥協して、私のことはお忘れくだ────」

　ラグナルは突とつ如じよ起き上がった。

「へ？　うひゃあ！　な、なんれひゅか！」

　メリィの両頰ほおがラグナルの手によってムニムニと揉もまれる。

「ふざけんな。お前が死んだら、誰が俺の世話すんだ？　面倒くせぇこと言ってねぇで素す直なおに『分かりました、生きます！』って言っとけ」

「……ラグナル様、それ、プロポーズみたい……」

　自分の言葉を振ふり返ってみて、ラグナルもそれを自覚し、頰が赤くなった。

「……き、気分を切り替かえて、飯でも食うか」

「そ、そうですね。えへへ。じゃ、ベル鳴らしますね」

　メリィの手で部屋にベルの音が響ひびいた後、ラグナルとメリィは同時に、自分のすっかり熱くなった頰に手を当てた。
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　8:50　《王座戦争アグナローラ》開かい催さい式当日

「《七なな罪ざい魔ま》の皆みなさんに遅ち刻こくして嫌きらわれてはお話になりません！　──ということで30分前行動厳守ですよ！」

「えぇ～……」

　メリィに強制的に起こされたラグナルの前に、朝食として用意された擦すりリンゴ入りのヨーグルトが差し出される。

「布石を打つのは早ければ早いほど良いはずです。早期に仲間を獲かく得とくできれば、《王座戦争》がグッと楽になりますよ」

「おっと、楽になると聞いちゃあ、動かないわけにはいかねぇな」

　ラグナルは出されたヨーグルトを喉の奥に流し込むと、椅い子すから立ち上がった。

「よし、じゃあ行くとするか」

「行ってらっしゃいませ、ラグナル様。どうかお気を付けて」

「別に気を付けることなんかねぇよ。今日はまだ本番じゃねぇんだからよぉ」





＃＃＃＃＃






　9:20　《王座戦争》開催式当日

「なんでまだ誰も来てねぇんだ……？」

　ラグナルは《王座戦争》の開催式会場の側そばに用意された控ひかえ室しつの奥、壁かべ際ぎわに置いてある椅子に座り、誰一人として来ない《七罪魔》を待ちながら貧びん乏ぼうゆすりをしていた。

《王座戦争》に参加する《七罪魔》の控室として選ばれた場所は、魔ま王おう城の中でも、普ふ段だんは上流階級に属する魔族を招く際に使われる広いパーティルームだった。

　天井と壁は柔やわらかな夕ゆう陽ひを思わせる金色で覆おおわれ、床ゆかは清潔感のある純白のタイルが貼はられた室内はいかにも高級そうな造りになっていて、さらにカウンター席や様々な酒さか瓶びんがずらりと並ぶ棚たな、ビリヤード台やダーツなど遊具なども用意されていた。

「こんなことなら、開始一分前でよかったな……」

　ラグナルがそんな極きよく端たんなことを呟つぶやいた瞬しゆん間かん、ようやくドアノブが回った。

「おはようございまーす。って、アレ？　まだ全然来てないんだね」

　開いた扉とびらから顔を見せたのは《色欲ルクスリア》の《七罪魔》ルナクリーク・ルクスリアだった。

「……《色欲》だな？」

「そういう君は《怠惰ピグリーテイア》かな？　名前は、えーっと……」

「ラグナルだ」

「そう！　それだ。いやー、初めて見たよ。任命式レヴロタリタは欠席だし、『七魔録』のインタビューにはメイドに答えさせてて、顔写真も載のってなかったからさ。是ぜ非ひ一度、会って仲良くシテみたかったんだよねー」

　ルナクリークはそう言いながら、腰こしを振る扇せん情じよう的な歩き方で、ラグナルに近づくと、座っているラグナルの脚あしと脚の間に膝を入れ込み、顔を上から覗のぞき込んだ。

　嗅かぐだけで理性が溶とかされそうな甘い香かおりがして、ラグナルは口と鼻を押さえる。

「……近いぞ」

「嫌かい？　じゃあ、これならどうだろう」

　ポン！　と軽い音がしてルナクリークの全身が白い煙けむりに包まれる。発生した煙は瞬またたく間まに薄うすくなって消える。すると────。

「なッ!?」

　ルナクリークがいるはずの場所に、先ほど部屋に残してきたメリィが微笑ほほえんでいた。さらに驚おどろくことに、その服装は、一応隠かくすべき場所は隠れているものの全体がスケスケのネグリジェで、ひどく扇情的だった。

「マジか！」

　その姿はラグナルにとって──所謂いわゆるツボだった。

「どうです？　喋しやべり方も、雰ふん囲い気きも、細かい仕草まで……貴方あなたの好みを読み取り、細部まで再現しました。この姿の方が一体誰だれかは知りませんが、何はともあれ、今なら理想の女性を好きなようにできます。でもその前に……きちんと自己紹しよう介かいをしておきましょうか」

　自然な仕草でラグナルの両りよう肩かたに手が回される。

「私はルナクリーク・ルクスリア……貴方の理想の情婦です。気軽にルナと、熱く焼け付くような感情を込こめて呼んでください。もちろん、この娘むすめの名でも構いませんけどね」

　ラグナルはルナを押し退のけようとするも、あっさりとその手を摑つかまれると誘ゆう導どうされるようにルナの胸に沈しずみ込まされた。柔らかな感かん触しよくが手の平全体に広がる。

「我が慢まんしなくて良いんですよ？　ねぇほら、準備万ばん端たんじゃないですか、お互たがいに」

　確かに、既すでにラグナルの下の方はそういう形になっていた。

「だぁー！　やめろ!!　触さわるなぁ!!　そして触らせるな！！！」

　と、ラグナルが叫さけんだところで再び扉の開く音がした。

「あれ、もう誰か来て……」

「「「あ！」」」

　扉を開けて現れた《暴グ食ラ》のヴァルイレスは、ラグナルたちを見て硬こう直ちよくした。しかし次の瞬間、思わず、といった様子で自分の腹部を押さえだすと──




　ぎゅるるるるるるるるるるるるるる！




　強大な腹の音が響き渡わたった。

「あ、あの、ごめんなさい！　ぼ、僕……その、お腹なかが減って……な、何かのんびり食べて来るんで、ごゆっくり！」

「うおっ！　ちょっと待て！　誤解だ！　いいから助けてくれーー！」

　ラグナルの言葉は届かなかったようで、ヴァルイレスは扉を開け放したまま走り去って行った。最悪のファーストコンタクトである。ラグナルは、息を詰つまらせながら顔に片手を当てた。

「あらあらこれは、良い噂うわさが立つかもしれませんね。さっきのことを考えると扉は……開いたままの方が良いですね。その方が興奮します。さぁ存分に交わりましょう。そして通りかかった人たちに見せつけてあげましょう。私たちの、素敵な姿を」
















　ルナが自分のパンツを下ろそうとする。

「ちょっ、マジでやめ────」

「おっす！　ん？　何してんだオメェら」

　次に部屋に入って来たのは《憤怒イーラ》のセラブリスだった。ヴァルイレスとは違ちがって特に動どう揺ようも無く、立ち去って行く様子はない。むしろ、コレがどんな状じよう況きようなのかさっぱり分かっていないようだ。

「……やぁ、セラちゃん」

　すると、ルナの喋り方も声も元に戻もどっていた。

「あ、オメェ……ルナか！」

　言いながらセラは、ルナの頭を摑み、ひょいと持ち上げてラグナルから引き離はなした。

「もー！　君は毎度毎度、どうして邪じや魔まするんだ！」

「だってそれ、公共の場でやって良いことじゃねぇんだろ？　よく分からねぇけど」

「よく分からないことを止めるなんて、そんなの変だよ！　せめて、何をしようとしているかは詳くわしく知っておいたほうが良いと思うよ？　今ならボクが手取り足取り腰取り教えてあげるから、これを機に是非とも知っておこうよ！」

「必要ねーな。ナースが止めろって言った。それだけで十分だ」

「ナース？　あぁ、スティンナースちゃんか……まったく、君は彼女の言うことなら何でもほいほい受け入れちゃうんだから」

「おう！　ナースはいつも正しいからな」

「篤あつい信しん頼らいだね。でもさぁ、彼女を信じてるからって、ボクの高ぶりを遮さえぎって良いことにはならないとは思わないかい？　遮るなら遮るで、責任を取ってもらわなくちゃね」

　ルナは自分を摑むセラの手を指先で優やさしく撫なでた。

「うひゃ、くすぐってーよ！」

　パッと離されたルナが呆ぼう然ぜんとしていたラグナルの上に落ちた。

「うぐっ」

「ただいま」

　そう言って顔を近づけてくるルナの両肩をラグナルは必死に手で押さえる。

「っ！　────だからやめろって！」

「大だい丈じよう夫ぶ、これは淫いん靡びなただの夢さ。だから遠えん慮りよなんかせずに、パンツの中から取り出しちゃってよ。元気な君の────」

「のあーーーー！　だぁからやめろっつーの！」

　その瞬間、またしてもセラはひょいとルナを持ち上げて、ラグナルから引き剝はがした。

「邪魔をしないでくれってもぉおおおお～！」

「じゃあ余よ所そでやれ」

「……むぅううう、分かった。じゃあ君、一いつ緒しよに部屋から出ようか」

　ルナの笑みにラグナルは怪け訝げんな顔で返した。

「嫌いやだよ。面めん倒どうくせぇ」

　冷めた反応にルナはすぐラグナルの股こ間かんへ視線を落とした。

「ん？　あぁ、すっかり萎なえちゃったのか……ちぇ、分かったよ。体も反応してないのに無理やりヤったんじゃ楽しくないし、諦あきらめることにするよ」

　セラの手からあっさりと抜ぬけたルナはそのまま部屋の外に出ると、廊ろう下かを通りかかったフットマンに声をかけた。その姿はいつの間にかワインレッドのロングヘアーをなびかせた美女へと変身している。

「んふふ、ねぇ、そこの君ぃ。ちょっと休きゆう憩けいしたくない？」

「え、いや、今は勤務時間中ですし……」

「そんな意地悪なこと言わないでよ」

　フットマンの手を摑んでルナは自分のスカートの中へと誘導する。

「なっ!?」

「ねぇ分かるでしょう？　アタシ、もうすごくトロトロなのよ」

「で、でも」

「大丈夫よ。なぁんにも考えなくて……ね？」

　あのフットマンはおそらく、そう時間を置かない内に休憩に入ることだろう。とても甘くて濃のう厚こうで、終わった後に疲ひ労ろう感かんが残る休憩に。

「まったく何が面おも白しれぇんだか」

　そう言うとセラはその場に胡坐あぐらをかいた。

「……とりあえず、礼を言っとかないとな」

「あぁ？」

「お前が助けてくれなかったら今いま頃ごろ、大事なもんを失ってたよ。ありがとな」

「お？　おう。よく分かんねぇけど、どういたしまして。しっかしお前ってスンゲー弱いんだな！　ルナなんかに組み伏ふせられるなんて、弱すぎて笑っちまうぜ」

「いやあれは、組み伏せられてたんじゃなくてだな────」

「あら、セラではありませんか」

　その声が扉の方から聞こえてくると、セラは勢いよく振ふり返り満面の笑みを浮うかべた。

「ナース！」

　声の主である《強欲アバリーテイア》のスティンナースの名前を、心底嬉うれしそうに呼ぶその姿は、まるで主人の帰宅を喜ぶ大型犬のようだった。

「そちらにいらっしゃる方は……もしかして《怠惰》の方かしら？」

　そう言いながらナースは部屋に足を踏ふみ入れてセラの隣となりに立った。

「あぁ、初めましてだな。俺が《怠惰》の《七なな罪ざい魔ま》、ラグナル・ピグリーティアだ」

　ラグナルが名乗るとセラが笑い声を上げた。

「っはは！　ルナに組み伏せられてたお前が《七罪魔》ー？　冗じよう談だんはよせよ」

「セラ、彼はおそらく組み伏せられていた訳ではありませんわ」

「あんだと？」

「ルナが相手だったなら、動けなくなっても仕方ありません。特に殿との方がたはそうでしょう」

「そうなのか!?　へ～、やっぱナースは物知りだな！　頼たよりになる」

「セラ……ワタクシも貴女あなたを頼りにしていますわ」

　そのやり取りを見てラグナルはこの二魔が既に同盟を組んでいる可能性を感じた。

「なぁお前ら、頼りにしてるったって、《王座戦争》で生き残れるのは一魔だけだろ？　いくら仲良かろうがお前らも敵同士なんじゃねぇのか？」

「ところがどっこい！　アタシらにゃ秘策があんだよ!!」

　探さぐりを入れるつもりで聞いた質問に堂々と答えられて、ラグナルは鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったような顔をしてしまう。

「セラ！　それは秘密だと────」

「おう、だから中身は喋らねーぞ。っつーか中身知らねーから口を滑すべらすこともねーんだよなこれが！　残念だったな～！」

　ラグナルに対してニカッと笑うセラとは対極的にナースは眉まゆを下げて溜ため息いきを吐ついた。ナースのその表情は言うことを聞いてくれない子どもに手を焼く母のようである。

「苦労してんなぁ、お前」

「えぇ……でも悪くない苦労ですわ。どう悪くないか、と言うのは難しいのですけれど、何な故ぜか心ここ地ち良さを感じますの。これがきっと友情という物なのだと思っていますわ」

「分かるぜナース！　アタシもナースのためだったらいくらでも暴れられる！　これが友情ってヤツだな！」

　セラの浮かべる晴れやかな笑えみとナースの浮かべる穏おだやかな笑みから、ラグナルはこの二魔が信頼で結ばれていることを感じた。

「チッ」

　その時、開け放したままの扉とびらの外から小さく舌打ちが聞こえた。

「ん？」

　ラグナルたちが視線を向けると、扉から《嫉妬インヴイーデイア》のマリニスカが覗のぞいていた。その瞳ひとみは強きよう烈れつな嫌けん悪お感かんと敵意に満ちてひどく濁にごっていた。

「気持ち悪い友情ね、反へ吐どが出るわ」

　マリニスカは心底忌いま々いましげに言うと、そのまま音も立てずに立ち去って行った。

「あのクソ野や郎ろう～、毎度毎度急に悪口言ってきやがって……ムカつくぜ」

　苛いら立だった様子のセラの周囲に微かすかな怒ど気きが漂ただよい始めた。どうやらセラは、《憤怒》らしくかなり短気な性格をしているようだ。

「セラ、何度も言いますが、マリニスカを相手にしてはいけませんわ。あの手の者は関かかわれば関わった分だけ不幸になりますもの……それと、女性に対してはクソ野郎ではなく、クソアマと言うのですわ」

「へー！　やっぱナースは物知りだなー」

　ナースから罵ののしりに関するレクチャーを受けて、セラから放たれていた怒気はあっさりと消えていた。どうやら短気な上に気分が変わりやすいらしい。

「ところでラグナル、他ほかの《七罪魔》の方はどちらにいらっしゃるのかしら？」

「他のヤツか？　ヴァルイレスは多分どっかで物食ってて、ルナクリークはどっかで男食ってる。マリニスカはさっき見た通りだ」

「そう。皆みな遅ち刻こくしているのではと心配になったけれど、一応お城に居るのならば安心ですわね。……あら？　でも先ほど、クレイアードの名前が────」

　突とつ如じよ、フォオン────と独特な音が響ひびき、天てん井じよう付近に三日月型のペンデュラムが出現した。刃やいばを携たずさえたそれは、ナースの足元に向かって落下してきた。

「おわっ！」「っ！」

　床ゆかに亀き裂れつが入る惨さん事じを目まの当たりにして、ラグナルとナースは絶句する。そのペンデュラムは、高こう濃のう度どの魔ま力りよくを宿しており、まさしく魔ま剣けんと同等の代しろ物ものだった。

「ちょっ！　危ねーじゃねーか！　ナース大丈夫だったか？」

「え、えぇ、平気ですわ……」

　すると、背後から気高く、凜りんとした声が響いた。

「余の名を許可なく口にしたのは誰だれだ？　不敬であるぞ」

　振り向くと、そこには幼い姿には不ふ釣つり合いな威い圧あつ感かんを全身から放つ《傲慢スペルビア》の名を持つ少女、クレイアードが扉の外に立っていた。クレイアードは、強者の風格を漂わせながらゆっくりと部屋の中に入って来る。何をやっても殺されるような気がして、ラグナルとナースは無意識の内に呼吸する事すら忘れていた。

「む？　何だスティンナースか、同じ《七罪魔》の仲だ。特別に許す」

　クレイアードがそう言った瞬しゆん間かん、ペンデュラムが朽くちて跡あと形かたもなく消えた。「許す」という言葉と共にナースは思い出したように息を吸った。

「おい、ナースに何やってんだテメェ」

　クレイアードを前にしても全く動じないセラは、先ほどの比ではない怒気を纏まとい、クレイアードにくってかかる。

「セラ！　待って」

「……ふん、セラブリス・イーラか。怒いかりに任せて暴れ回るだけの獣けもの風ふ情ぜいが、よくもまぁ余の前に姿を現せたものだな」

「うっせーよ、死ねこのクソドチビ！」

　クレイアードの脳天に向かって、高身長のセラが勢い良く拳こぶしを振り下ろす。

「予想通りだ」

　クレイアードが見下したように言うと、空間がほんの一瞬だけ揺ゆらぎ、セラの隣に、彼女と同等の体格の白い人型の魔物が出現していた。その魔物は、下から上へと打ち上げるような軌き道どうのパンチを繰くり出すとセラのパンチを相そう殺さいする。拳と拳が激げき突とつしたことで激しい音が響き渡わたり、室内に軽く風が吹ふいた。

「あぁ!?　んだこいつ」

「余がつい先ほど作った即席魔物スラツキーだ。中に魂たましいも入っておらん紛まがい物の生命だが……貴様と同等の力を持っている」

「アタシと同じぃ？」

「そうだ。良いか？　貴様なんぞ余にとってはいくらでも量産して使い捨てることのできる、取るに足らん存在────」

「ふん！」

　セラが右ストレートを打ち込むと、即席魔物の上半身が消し飛んだ。

「何か言ったか？　オメェ」

「予想外だ。面白い」

　セラの真隣に先ほどと同じ見た目の魔物が出現すると、彼女の頰ほおに向けて、先ほどと全く同じ鋭するどい右ストレートを打ち込んだ。

「ぶッ！」

　盛せい大だいに殴なぐり飛ばされたセラは、壁かべを突つき破った。

「んえ!?　な────ぎゃああああああああああ!!」

　そして、隣の部屋で何故か孤こ独どくに体育座りをしていたマリニスカをも巻き込んで転がっていった。しかしその勢いは止まらず、隣りん室しつを通過して二つ隣の部屋の壁をもぶち破ってようやく止まった。セラもマリニスカもピクリとも動かない。

「む、予想以下か……まさか防ぼう御ぎよすら間に合わんとはな。つまらん」

　即席魔物がボロボロになって崩くずれて行く。

「ふん、もう寿じゆ命みようか。しかしこれだけの力があれば長い寿命など要いらんだろう。さて……」

　そう言い、クレイアードは部屋の真ん中に豪ごう華かな椅い子すを出現させると、腰こしを掛かけた。

「そこの獣とクズを介かい抱ほうしたければするが良い、余が許可する」

　口を押さえ心配そうな様子のナースにクレイアードが声をかけると、ナースはセラの元に走って行った。

「セラ！」

「……何故貴様は動かん？」

「面めん倒どうくせぇし、スティンナースがいれば充じゆう分ぶん────!?」

　クレイアードが指を鳴らしたと思った瞬間、ラグナルのすぐ横に斧おのが振り下ろされた。

「ッ、な!?」

　床のタイルを粉ふん砕さいした斧を握にぎっているのは、先ほどの魔物より細身の即席魔物だった。

「んん？　外したか……」

「何言ってんだ？　っていうか、何で斧を────」

　空間が揺らいでラグナルの頭上に黒いスライムが現れる。落下してきたスライムに巻きつかれる形でラグナルは身み柄がらを拘こう束そくされる。

「おわっ!!　きもっ!!」

「まぁこれで外れまい」

　さらに、即席魔物の手元に槍やりが創つくり出されるとその切っ先をラグナルへ向ける。

「おい待て！　クソッ！　なんで──」

「貴様が平へい凡ぼんな魔族の分際で、余と同じ《七罪魔》を呼び捨てにしたからだ。面倒くさいなどというふざけた理由で《七罪魔》を助けないのも気に食わぬし、余に対して敬語も使っておらぬ。死ぬ理由としては十分すぎるであろう。分かったら大人しく逝ゆくがよい」

「なんつー理り不ふ尽じんなッ！」

　その言葉とほぼ同時に、即席魔物はラグナルに向かって真っ直すぐに槍を突き出した。

「っ!!」

　しかし槍は、反発する磁石のように、不自然に軌道を変えてラグナルの体から逸それた。

「むぅ？　どうなっている……スティンナース！　貴様の仕し業わざか？」

　セラに治ち癒ゆ魔ま術じゆつをかけていたナースは、首を左右に振った。

「私は何もしていませんよ」

「では……貴様が何かしたのか？」

　クレイアードがラグナルを睨にらんだ。

「あぁ、俺が攻こう撃げきを外させたんだ」

「外させただと？　良かろう、余が外れぬと思った攻撃を外させた褒ほう美びだ。余に己おのれの名を伝える権利をやる。口にするが良い」

「ラグナル・ピグリーティアだ」

　本日三度目の自己紹しよう介かいをしながら、ラグナルはちゃんと任命式レヴロタリタやパーティに出席していればこんな事にはならなかったのだろうかと思った。

「《怠惰ピグリーテイア》？　貴様が、か？」

「あぁ、俺が今代の《怠惰》だ」

「……なるほど、攻撃を避よけるくらいなら相手に外させるということか……チープで地味だが、《怠惰》らしい力だ。褒ほめて遣つかわす」

　先ほど創造された魔物や槍が朽ちて跡形もなく消えた。

「ふぅ～、生きた心地がしなかったぜ……」

「許せ。……おっと、貴様には他にも謝っておかねばならぬことがあったな。先ほど知らなかったとは言え平凡な魔族と嘲あざけったこと、謝罪する」

「あぁ、別に構わねぇよ。大事にもならなかったし」

「さすが、《七罪魔》に選ばれるだけのことはある。その器うつわの大きさも評価してやろう……尤もつとも、余の謝罪を受け入れるのは当然のことだがな」

「当然なのに評価するのか？」

「世の中には当然にすら届かぬクズが多いのだ。故ゆえに、当然の価値が上じよう昇しようしている」

　自分の考える当然が間ま違ちがっているのではないかとは考えない。《傲慢》の《七罪魔》に選ばれるだけのことはあってクレイアードはやはり傲ごう慢まんだった。

「あの、さっきスゴイ音がしたんですけど何かあったんですか？」

　カップに入った山盛りのポップコーンを片手にヴァルイレスがひょっこりと姿を現す。

「余に無礼を働いた獣が居たのでな、少々懲こらしめた」

「け、獣？　って、あ！　セラブリスさん！　マリニスカさんまでッ！　お二人とも一体どんな無礼をすればこんなことに……？」

「マリニスカの方は事故だ。謝罪する気は毛頭ないがな」

「俺には謝ったのにか？」

　ラグナルが言うとクレイアードは鼻で笑った。

「分かっておらぬなぁ……良いか？　そこの嫉しつ妬と女はなぁ、性格が下げ劣れつを通り越こして完全に腐ふ敗はいしている上に、停てい滞たいしておるのだ。そんな女に謝罪など口にしようものなら、余の高潔な魂に傷が付く。貴様への謝罪とはその意味に天と地ほどの差があると知れ」

「あー分かった。よく知らねぇけど、アイツが嫌きらいだから、謝りたくねぇんだな？」

「そういうことだ」

「で、でも、手当はしてあげないと」

　ヴァルイレスは、セラに治癒魔術をかけているナースに視線を向けるも、視線を逸らされてしまう。ヴァルイレスは少し眉まゆを下げた。

「仕方ないですね。じゃあ僕が────」

「待て。ヴァルイレス、貴様本当にマリニスカを起こすつもりか？　開かい催さい式直前までそのまま眠ねむらせておいた方が良いとは思わぬか？」

「その意見に同意いたしますわ。正直可哀かわいそうだとは思いますけれど、マリニスカさんはできるだけ長く眠っていた方が周囲の為ためにも、彼女の為にもなると思いますの」

　クレイアードとナースの二人がヴァルイレスの善意を否定する。

「でも、このままなのは可哀そうです」

　しかしヴァルイレスは折れずに、マリニスカへと近づいて行った。

「バカなヤツめ、世の中には絶対悪と呼ばれても仕方のない存在が確かにいるのだ」

「……そんなに嫌いやなら止めりゃ良いじゃねぇか。お前ならパッと何か創造して、ヴァルイレスを止めるくらい余よ裕ゆうだろ？」

「たわけ！　この程度の些さ事じに使うなんぞ、余の能力が泣くわ！」

「その拘こだわり、捨てたほうが快適に生きられると思うぜ」

　マリニスカを助けようと駆かけ寄っていったヴァルイレスだったが、何な故ぜかポップコーンをモリモリと食べるばかりで、治癒魔術を使う素そ振ぶりを一向にみせない。

「これくらいで良いかな……」

　ヴァルイレスはそう呟つぶやくと、ポップコーンを置いてマリニスカの手の甲こうに口付けをした。するとすぐにマリニスカの体に生命力が漲みなぎって行く。

「ほぉ、食べて取り込んだエネルギーを治癒力に変えて送り込んだのか」

　クレイアードがそう呟くと、程ほどなくしてマリニスカが眼を覚ました。

「うっ……」

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　マリニスカにヴァルイレスが心配そうに声をかける。

「……えぇ、体調は万全よ。でもどうして私、寝ねてたのかしら」

「えっと、僕もよく分からないんですが、どうやらクレイアードさんが────」

「チッ！　またアンタのせい!?　いっつもいっつも……ッ！」

　マリニスカは敵意のある瞳ひとみでクレイアードを睨んだ。対してクレイアードは蔑さげすみの視線で返す。それはまるで生ごみを這はいまわる虫けらでも見るかのような目だった。

「というかクレア……アンタ、開催式にはちゃんと来たのね。任命式は恥はずかしがって出席しなかったのに、今回はよ～く出て来れまちたね～？」

　陰いん湿しつな笑えみを浮うかべながら喋しやべり続けるマリニスカに、クレアは一いつ切さい動じない。相も変わらず虫けらを見るような目をしているだけだった。ようやく口を開くと、

「……呆あきれた物だな。稚ち拙せつな言葉で余を挑ちよう発はつするよりも先に、まず己を介抱したヴァルイレスへ礼を尽つくせ。その後で気分が乗れば相手をしてやる」

　と、マリニスカの神経を逆なでした。

「はぁ？　何で私がアンタの言うことなんて聞かなきゃいけないわけ？」

　宣言通りクレアはもうマリニスカと視線を交かわすことすらせず、ケープの下から本を取り出すとそれを読み始めた。

「へぇ、そうやって私から逃にげるんだ？　クレアちゃんは臆おく病びようでちゅね～」

　クレアは何の言葉も返さなかった。

「……何か、答えなさいよ！」

「あ、あの！」

　ヴァルイレスがマリニスカに声をかけた。

「何よ」

「いえ、えっと、その……僕は何の事情も知らないんですけど、そういう喧けん嘩か腰ごしなのって良くないかなぁと思って……」

「……ねぇ」

「は、はい」

「アンタ、私を助けてお礼でも言われたかったの？」

「え!?　いえ、そんなつもりじゃ────」

「口では何とでも言えるわ。本当は言われたかったんでしょ？　でも残念だったわね。私がアンタみたいなカワイイ顔の男の子にありがとう～なんて、そんなこと言う訳ないじゃない。ねぇ知ってたかしら？　自分よりも可愛かわいい顔をした男って、視界に入っただけで嫌な気分になるのよ？　有う無むを言わせず女として終わってるって言われた気分になるもの。私の気持ちが分かるかしら？　見てるだけでイライラしてくるのよね～！　どうせアンタ、綺き麗れいなお姉さんに囲まれてチヤホヤされて甘やかされてるんでしょう？　色々なお世話をしてもらってるんでしょう？　色々なお世話を!!」

　マリニスカの言葉をそこまで聞いて、ラグナルはナースやクレアが何故、マリニスカを起こすことを嫌がったのか理解した。

「ぼ、僕────」

「どうせ私の顔覗のぞき込みながらこいつも手て籠ごめにしてやろうとか思ってたんでしょ？　それとも、思ったよりもブサイクで気持ち悪かったかしら？　あぁ、違ちがうわね。周りに魔族がいるものね。なら答えはコレしかないわ。良い子ちゃんアピールでしょ？　私みたいなヤツに優やさしくして自分への好感度上げようって魂こん胆たんな訳？　あっはは！　顔が良いヤツは特よね～！　それだけで好感度うなぎ上りよ？　もしアンタが超ちようブサイクだったら、手助けなんかしたところで正義の味方気取りかよ気持ち悪いの一言で、何もかも終わりだったに決まってるわ。もし魔族は見た目なんかじゃないんだなって感心するヤツがいても、じゃあそのブサイクと付き合いたいかって聞いてごらんなさい。絶対答えはノーだから！　結局のところはそういうことなのよ。あーとぉおおおっても腹が立つわ～！　アンタみたいなヤツがいるから世の中が良くならないのよ。全員が平等な世の中こそ素す敵てきなものだとは思わないの？　ねぇアンタが自分の顔を焼け爛ただれさせることで平等な世界への第一歩が踏ふみ出せるって言われて、迷わずその可愛らしいお顔を犠ぎ牲せいに出来るかしら？　出来る訳ないわよねー！　結局アンタが大事なのは自分だけなのよね」

「ぼ、僕、そんな」

　ヴァルイレスの目に涙なみだが浮かぶ。

「泣いちゃうの？　それって悲しいから泣くの？　いいや違うわよね。それで今まで何とかなって来たから今ここでも泣────」

　そこまで喋ったとき、倒たおれていたセラがゆっくりと起き上がると、マリニスカの脳天に拳こぶしを振ふり降ろした。

「ふぎっ!!」

　それによってマリニスカは白目を剝むきながら床ゆかに下半身を埋うめることになった。

「ベラベラうっせぇよ。何言ってんのかもよく分からねぇし、そのまま死んでろ」

　その姿は実に無残で哀あわれな物だったが、ラグナルは同情する気など全く起きなかった。

「よくやったセラブリス」

「あぁ!?　テメェに褒められても嬉うれしかねーよ」

「褒美をやろう」

　空間が揺ゆらぎ、黄金の皿が創つくり出される。さらにその上に見ただけで思わず涎よだれが出てしまうような、極上の高級肉が出現した。

「うぉっほぉ！　肉だ！　クレイアード、お前スンゲー良いヤツだったんだな!!」

　セラは肉を手づかみで乱暴に食べ始める。

「まったく、頂点に立つ余が悪であるはずが無かろう……って聞こえておらぬか。食事に夢中になりおって、やはり獣けものよなぁ。……スティンナース」

「ふぇ！　は、はい!?」

　セラの食事風景を見ながらボーっとしていたナースは名を呼ばれてビクッと体を震ふるわせつつそう答えた。

「貴様にはその黄金の皿をやる」

「えっ！　よろしいのですか!?」

「そこの下劣女を気絶させたのはセラブリスだが、そのセラブリスの治ち療りようをしたのは貴様だからな。貴様にも褒ほう美びをやるのが筋だろう。まぁ要いらんなら無理にとは言わんが」

「いえ、有り難がたく頂ちよう戴だいさせていただきますわ。クレイアード様」

　ナースの顔が悦よろこびに満ちた。どうやらセラの食事を眺ながめていたのではなく、黄金の皿の方を見ていたようだ。さすが強ごう欲よくである。

「……」

　ヴァルイレスは、俯うつむいてズボンをぎゅっと摑つかんでいた。ラグナルはそんなヴァルイレスに近づいてそっと頭を撫なでた。

「お前は間違っちゃいない。助けてもらっといて礼も言わずによく分からねぇ罵ば詈り雑ぞう言ごん飛ばす女が正しいことなんか言うはずねぇだろ？　だから気にすんな」

　ヴァルは微び動どうだにしない。泣くのをグッと堪こらえているのだとラグナルには分かった。

「少なくとも、俺はお前の容姿なんか気にしてないぜ。たとえお前がキモイオッサンでも俺はお前を今と変わらずに評価したさ」

《王座戦争アグナローラ》の中止に使えそうだから。という本音は当然伏ふせた。

「本当、ですか？」

「当たり前だろ？　というか、容姿のせいにするヤツこそ容姿に甘えてるってのが俺の持論だ。特にマリニスカは酷ひどいもんだ。可愛い顔してんのに、意味不明に妬ねたんで────」

　白目とだらしなく出た舌。現在は酷い容姿である。

「────今はヒデェ顔だな」

「……ぷふっ」

　ヴァルイレスは思わず笑ってしまった。

「お、笑ったな」

「あ、ごめんなさ────」

「良いんだよ笑っとけ、仕返しだ」

「わ、分かりました。ふふふ、変な顔……」

　ヴァルイレスが少し涙を浮かべながら笑う顔を見て、ラグナルも自然に笑顔になった。少し和なごやかな空気が二魔の間に流れた瞬しゆん間かん────。

「わぁ！　何てエッチな顔なんだ!!」

　変態的な言葉がそんな雰ふん囲い気きをぶち壊こわした。明るく弾はずんだ声で部屋に駆け込んで来たのは、フットマンと甘い休きゆう憩けいに入っていたはずのルナだった。姿は元に戻もどっている。

「来たか、性せい欲よくの化身」

　クレイアードが軽けい蔑べつの混じる視線を向けて言うとルナはグッと親指を立てた。

「ありがとう、最ッ高の褒ほめ言葉だよ。もっと言って良いよ！　君みたいなロリっ娘この口からそういう言葉が出て来るなんてそれだけで興奮できるし！」

「では今後言わぬようにしよう」

「おっと、それは残念。でもその残念な気持ちを消し飛ばすくらい、今のマリィちゃんは良い顔してるよ。何だい何だい君、性格は下げ劣れつだけど、こんな物もの凄すごくエッチな顔が出来るなんてボク全然知らなかったよ。白目もだらんと出た舌も最高だ！　あ、どうしよう、勃ぼつ起きしてきた。もう無む抵てい抗こうなマリィちゃんのお口にズポッと！　挿いっちゃおうかな!?」

「セラ」

「分かった」

　多く言葉を交わさずともナースの気持ちを理解し、セラはルナの背後に立つと頭を摑んでそのまま持ち上げた。

「ッ～～～！　また君か！　邪じや魔ましないでくれよ！」

「テメェこそ、凝こりもせず人前でやろうとするんじゃねーよ。よく分かんねーけど、それを見せられるのが嫌いやなヤツだっているんだからよー」

「断る！　ボクはこれからも、隙すきあらば公衆の面前でやって行きたいと思っている」

「じゃあこの手を放す訳にはいかねぇな」

「……かまわないさ」

「あんだと？」

「ビンビンのまま触ふれたい相手に触れられない。このお預け状態もまた、よくよく考えたら滅め茶ちや苦く茶ちや興奮することにさっき気付いたんだ。ごらんよボクの剛ごう直ちよくを！　こんなにビンビンだったこと今までなかった。先せん端たんからも、こんなに溢あふれて……あぁ我ながら本当に素敵な状態だ。自分のこれをオカズに女の子の方で十回はイケそうだよ」

　ルナの下半身に視線を向け、ナースはすぐに目を逸そらした。

「……あの、先ほどラグナルから、ルナクリークは殿との方がたとお楽しみになっていると聞きましたわ。どうしても発散したいのなら、またその殿方を誘さそってみてはいかがかしら？」

「あぁ、あの子ね。もう無理だよ。激しくしすぎちゃって気絶した」

「あら……」

　ナースが呆あきれ気味に言ったところで床に黒い染しみが広がり、その中からゆっくりと執しつ事じのガルトルが姿を現した。

「どうやら皆みな様さまお揃そろいのようですね。マリニスカ様は……すぐに医務室の方へとお連れしましょう。あれくらいならば完治に三分も要りません」

　マリニスカは気絶したまま黒い染みの中へと沈しずんで行った。それから、ガルトルはおもむろにポケットから懐かい中ちゆう時計を取り出して時刻を確かく認にんし始めた。

「時間のようです。ふむ……仕方ありませんね。マリニスカ様には後で個別に《王座戦争》の説明をいたしましょう」

「《王座戦争》の説明、ですか？」

　ヴァルイレスが訊たずねると執事は頷うなずいた。

「はい。《王座戦争》の前にはルールを説明する義務がございますので、もう既すでにご存知かとは思いますが、僭せん越えつながら今ここで説明させて頂きます。大切なことですので皆様もしっかりとお聞きください。また、疑問がありましたら遠えん慮りよなくご質問ください」

「分かりました」

「《王座戦争》は明日の朝日が昇のぼった瞬間……正確には午前五時三十分からとなります。それまでの時間は、戦いに備えて英気を養う為ための猶ゆう予よであるとお考えください。万が一、この期間中に他ほかの《七なな罪ざい魔ま》へ攻こう撃げきを行えば、魔ま術じゆつ拘こう束そくを受け《王座戦争》初日に無防備な状態を敵に晒さらすこととなりますので、ご注意ください」

「ねぇ」

　ルナが声を上げた。

「何でしょう？」

「さっそく二つ質問なんだけどさ～、そのルール違い反はんって誰だれが判断するの？　あと、攻撃って、例えば自分が意図してなかったところで相手に被ひ害がいが出ちゃった場合も、攻撃をしたとみなすの？」

「その質問にお答えする前に、開かい催さい式の目的についてお話しておきましょう。開催式は、民衆に《王座戦争》の始まりを知らしめる以外に、この式典自体が一種の大魔術となっております。この過程を経へることで、初めて《七罪魔》は倒した相手の魂たましいを己おのれの《礎フアウド》として取り込むことができるようになり、《王座戦争》のルール下に置かれることとなります。つまるところ、一つ目の質問である『誰がルールのジャッジを行うのか？』という問いに関しましては、《王座戦争》という魔術そのものが、ハッキリとした基準で自動的に判決を下すと、お答えさせていただきたいと思います。次に、どのようなものを攻撃とみなすか、という問いに関しては、攻撃するという意志を持って行われた行動は、攻撃とみなされると、お答えしておきます」

「ふ～ん。じゃあさ、例えばずっと前から張ってあるボクの屋や敷しきの結界に、開催式の後で《七罪魔》の誰かがうっかり近づいて作動しちゃっても、ボクは拘束されないんだね？」

「はい。しかし、あらかじめ張ってあった結界に引っ掛かけることが目的で、意図的に誰かを連れ込む、もしくは誘ゆう導どうした場合は攻撃とみなされます」

「それを聞いて安心したよ。これで心置きなくのんびりできる」

「ちなみに、誰かに命令をして攻撃させた場合も、敵意を持った攻撃と判断されますのでお気を付けください。他に、質問のある方はいらっしゃいませんか？」

　執事は《七罪魔》たちを見み渡わたすが誰も手を挙げなかった。

「では次に、戦せん闘とう許可区域について説明させて頂きます。戦闘許可区域は魔ま王おう都であるゼルグザリガを除いた魔界の全土です。ゼルグザリガで戦闘を行った場合は拘束されます」

「質問をしてもよろしいですか？」

　ナースが軽く手を上げて言った。

「どうぞ」

「戦闘中、もし事故で魔王都に被害が出てしまった場合は────」

「即そつ刻こく戦闘を中断して頂ければ、特にペナルティはありません」

「分かりましたわ」

　ナース以外にそれ以上質問をしようとする者は居なかった。

「では最後に、《王座戦争》の期間について説明させて頂きます。《王座戦争》は明日から七日間行われます。七日目の日付が変わった瞬間に《王座戦争》は終しゆう了りようし、その時点で二魔以上の生き残りが居た場合は……強制的に現魔王様の寿じゆ命みようを延ばすための《礎》となってしまいます。そのような結果とならないように全力で────」

「ちょっといいか？」

　今度はラグナルが執事の言葉を遮さえぎった。

「何でしょうか？」

「《王座戦争》中に、もし魔王が死んだらどうなる？」

　ラグナルが平然と発したその言葉に、クレアと、言葉を深読みしなかったセラ以外の全員が驚おどろき、静まり返った。別に魔王を倒たおすと口にしたわけではなかったが、その発言はそう捉とらえられても仕方の無い物だった。

「……え、何だよこの空気」

「あの、聞きようによっては、叛はん意いがあると捉えられる発言でしたよ？」

　ヴァルイレスに言われてラグナルは「はあぁ!?」と声を上げる。

「いやいやいや、なんでそうなる？　死んだらどうなるか聞いただけじゃねぇか！」

「何な故ぜ、魔王様がお亡なくなりになられたらどうなるのか、気になったのですか？」

　ガルトルに言われて、ラグナルは溜ため息いきを吐つきながら頭を搔かいた。

「あぁ、いや、ほら……今回の《王座戦争アグナローラ》は、お義と父う様の寿命が残り僅わずかになったから始まったもんだろ？　もしお義父様が急死したら《王座戦争》がどうなるのか、普ふ通つうは気になるもんだろうが。ったく叛意がどうとか、勘かん弁べんしてくれよ……」

　ラグナル以外の《七罪魔》たちは、これまで《王座戦争》中に魔王が死亡したという前例が無かったことで、魔王は《王座戦争》終了まで健在で当然だと思っていた。

　しかしラグナルの疑問で、魔王が死ぬことは無いと言い切れる根こん拠きよを、誰も持っていないことに気付いた。

　ガルトルは、《七罪魔》たちから答えを促うながされる視線を受け、口を開いた。

「……《王座戦争》には、魔王様の残りの寿命を最終日で固定する術式も含ふくまれています。故ゆえに、最終日前にお亡くなりになることはありません。とは言え、不死になっている訳ではありませんので、もし他殺された場合、《王座戦争》は失敗。それに伴ともない《魔国術式モーグレム》も崩ほう壊かいとなりますが……魔王様が必ず魔界で最強の魔族となる《王座戦争》の仕組みと、その魔王様を討うつ可能性を持つ勇者が、現時点で確認されていないことから、他殺に関しても心配は無用であると断言させていただきます」

「そっか。はぁーあ、それを聞いてなんかほっとしたぜ」

　軽い口調で言うラグナルにつられて、周囲の空気も緩ゆるんでいく。

「ラグナル」

　だがそんな中で、クレアだけはどこか楽しげな視線をラグナルに注いでいた。

「ん？」

「楽しみにしているぞ」

「はぁ？」

　ラグナルには言葉の意味がまるで分からなかった。

「では、そろそろ式場へとご案内いたします」

　ガルトルが時計を見ながら言った。

「セラ、絶対に生き残りましょう」

「もちろんだぜ！」

　セラはルナを放ほうるように離はなすと、ナースと大きさの違ちがう拳こぶしを軽くぶつけ合わせた。

「あぁどうしよう、今から色んな魔族が大勢いる前に出るのに、おちんちん大きくなったままだ……。ヤバい！　余計に興奮してきた！」

　はぁはぁと息を荒あらくしながら恍こう惚こつの表情で言うルナ。

「ルナクリーク様、誠まことに申し訳ないのですが、そう言った行こう為いは式中、お控ひかえください」

　ガルトルの言葉にルナは「ひゃふぁん！」と変な声を上げた。

「こ、ここに来てまさかの焦じらしプレイ追加!?　これはドＳ執事……間違いなくドＳ執事だ!!　はぁあん！　お、おかしくなっちゃうぅ!!」

　視線を憚はばかることなく痴ち態たいを晒すルナからラグナルは視線を逸らした。メリィの姿になっていたとは言え、アレに劣れつ情じようを覚えた過去の自分を殴なぐりたかった。

「僕、生き残れるんでしょうか……」

　しかしヴァルイレスの呟つぶやきが耳に入ると、ラグナルはすぐさま真しん剣けんな表情を作り、しゃがみ込んだ。そしてヴァルイレスと視線を合わせる。

「なぁヴァルイレス、式の後で話したいことがあるんだ」

「話したいこと、ですか？」

「あぁ、良いか？」

「良いですよ」

「ありがとよ。これで俺もお前も、もしかすると他の皆みなも生き残れるかもしれない」

　ラグナルはヴァルイレスにだけ聞こえるようにそう言った。驚いた顔をするヴァルイレスに、ラグナルが口の前で人差し指を立てて見せる。ヴァルイレスは頷いてそれ以上は何も言わなかった。

「では皆様、魚のような臭においがどうしても苦手だという方は、しばらくの間、鼻での呼吸にご注意ください」

　ガルトルの足元から黒い染みのような物が広がって行くと全員がその中に沈み始めた。

「あ、なんか食べたことのある物の臭いが……」

　ヴァルイレスの呟きを皮切りにして、事前に鼻をつまんでいたラグナルと、自分の魔術であるが故にもう慣れてしまっているガルトル以外の全員が声を上げ始めた。

「う、臭くさッ！　臭いですわ！」「ざっけんな！　何だこの臭い!?」「んんぅう！　ここに来て鼻び腔こうも攻せめるなんてぇ……」

　皆口々に臭いの感想を漏もらす中、クレアはガスマスクを創造して顔に取り付けた。

「おい貴様……この不快な魔術を次回余に使うまでになんとか改善しておけ。良いな？」

　マスクの奥でクレアがガルトルを睨にらんだ。

「……善処します」

　ガルトルは笑えみを浮うかべると、生なま臭ぐささに謎なぞの興奮を覚えているルナと、自分専用のマスクを創つくったクレア以外は、鼻での呼吸を抑おさえつつ、黒い染みの中へと沈み込んで行った。
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「……疲つかれた。もう、何もしたくねぇ…………」

　式が終わると、ラグナルは昨日泊とまった魔王城の一室に戻もどって来ていた。そしてあろうことかベッドでうつ伏ぶせになって寝ねていた。

「本当にお疲れ様です……。でも、ヴァルイレス様がお待ちしているんですよね？　遅ち刻こくをしては良い印象を与あたえられませんよ？」

　メリィは、ベッドサイドに備え付けられた机に向かって、手紙を書きながら言った。

「ぐぅ、チクショウ……面めん倒どうくせぇなぁ。だいたい開かい催さい式がクソ長いんだよ。立ちっぱなしにさせて特に関係も無ねぇような話を延々としやがって……」

「式典とは大体そういう物ですよ。それより、貴重な一日です。早く行動しないと」

「それを言われるとなぁ……あー、動きたくねぇ」

　ラグナルはそう言いつつも、もぞもぞと体を動かしてゆっくりと起き上がる。

「ところで、皆様とお会いしてみて、どうでしたか？　ヴァルイレス様以外に、声をかける相手とか……」

「……正直、アイツらを観察して一ひと先まず分かったのは、今日中に半数以上と同盟を結ぶってのは無理そうだってことだ。ヴァルイレス以外は一ひと筋すじ縄なわには行かねぇよ」

「では、まずはヴァルイレス様にお声をかける方針ですね？」

「あぁ」

　よっこいしょと言いつつラグナルはベッドから立ち上がった。

「じゃ、俺はもう行くから……。っと、メリィ。ウシャパナの用意をしといてくれ」

「え？　ウシャパナですか？」

「この後、多分必要になる。あと、そのスティンナースへの手紙も、特急で頼たのんだぜ」

「お任せください！」

　メリィは、書き途と中ちゆうの手紙と封ふう筒とうを手に取って見せる。

　机の上には、１億ゴールドの小切手が置いてあった。
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　ヴァルイレスの屋や敷しきは、手入れのよく行き届いた大きな洋館だった。しかし、主人が倹けん約やく家なのか、庭や廊ろう下かには調度品が一つもなかった。だがそれは物だけを見た場合の話で、ラグナルは、ヴァルイレスの案内で屋敷の中を歩きながら、多くのメイドやフットマンたちとすれ違う事に驚いていた。物こそ少ないが、この屋敷は者が豊富と言えた。

「ヴァルイレス様、クッキーはいかがですか」「チョコレートもありますよ」「坊ぼつちゃま、おいしいケーキがあります。後で一いつ緒しよに食べませんか？」

　さらに、すれ違う召めし使つかいの誰だれもがヴァルイレスに忠誠……というか、愛情を注いでいるように見えた。

「うちの屋敷と違って召使が多いんだな……」

「あっはは、仲間は多い方が楽しいと思って声をかけてたら、こうなってました」

「だからって普通はこんなに雇やとえねぇだろ。見かけによらず経済的な手しゆ腕わんが高ぇんだな」

「いえ、それは違います。僕はただ皆に養われているんです」

「養われている？」

「ご飯やお掃そう除じに加えて、僕のために働きに出てくださっている方が結構いるんですよ。こっちはお給料もあげられてないのに、逆に僕の方が色々と貰もらっちゃってるんです」

「つまり、コイツらはお前のカリスマ性に惹ひかれて集まってるってことだな」

「カリスマなんて大層な物、僕にはありませんよ」

「謙けん遜そんすんなよ。どう見たって、皆お前のこと大事に思ってるぜ。こいつらが証しよう拠こだろ」

「それは単に、皆の心が綺き麗れいだからですよ。あ、こちらが客間です」

　ヴァルイレスは、広い廊下に並ぶ扉とびらの中で応接室と思われる部屋の扉を開けた。

　ラグナルが部屋に入って最初に目に飛び込んで来たのは、ドーナツが山のように載のせられた皿と、紅茶の入ったティーカップを二つ載せたトレイが、テーブルの上にゆっくりと降ろされている光景だった。

「ありがとうございます。トロニワ」

「いえ、お礼を言われるようなことではありません」

　紫むらさき色いろの髪かみに褐かつ色しよくの肌はだをしたメイド、トロニワは、ティーカップを対面になるようにテーブルに置いた。

「随ずい分ぶんと山盛りだな……いつもこうなのか？」

「えぇ、ヴァルイレス様はよくお食べになりますからね。ただ、ご覧の通り山ほどありますので、ラグナル様も是ぜ非ひお召めし上がりください」

　トロニワは微笑ほほえみを浮かべ、頭を下げて部屋から出て行った。

「って言われても、こんなにあると見てるだけで腹いっぱいになっちまうわ。あのメイドにゃ悪いが、今回は遠えん慮りよするぜ」

「そうですか？　美お味いしいのに、残念です」

　ヴァルイレスはラグナルの対面に腰こしかけた。

「で、さっそく本題に入りてぇとこだが……その前に、俺の話を聞いてくれ」

「いいですよ」

　ヴァルイレスはドーナツを手に取って口に運んだ。

「俺は、お前にみんなが生き残れる方法があるかもしれねぇって言ったが、実のところみんなが生き残るのは俺にとってはオマケみてぇなもんなんだ」

「オマケ？　それがオマケなら、ラグナルさんの目的って？」

「俺の目的は、まず死なねぇこと。そして……魔ま王おうにならねぇことだ」

「……死にたくないのは分かります。でも、どうして魔王になりたくないんですか？」

「魔王ってのはな……面倒くせぇんだよ！」

　ラグナルは、力強く言った。

「…………はい？」

　ヴァルイレスはあっけにとられてドーナツを食べる手を止めた。

「やることが多すぎる！　責任も重てぇ！　のんびりゴロゴロしてる時間もねぇ！　なっても良いことなんか一つもねぇんだよ。そんな魔王にだぞ？　殺し合って生き残った挙句になるとか……もうわけわかんねぇだろ。《王座戦争アグナローラ》なんかクソくらえだ」

「そ、そんなこと言っちゃダメですよ！　もっとちゃんと、歴代魔王様と《七なな罪ざい魔ま》の先せん輩ぱい方に敬意を────」

「お前は少しも嫌いやじゃなかったのかよ？　この《王座戦争》がよぉ」

「それは……でも、義務ですし、やらなきゃ魔ま界かいが……」

「じゃあ《王座戦争》がやらなくても良いことだったら、お前はどうすんだ？」

「……もしそうだったら、やりません。殺されたくないし、誰も殺したくない」

「だったら朗報だ。《王座戦争》って、実はやらなくても良いんだぜ？」

　ヴァルイレスは両目を見開いた。

「ほ、本当ですか!?」

「あぁ、お前がやらなきゃいけないと思ってるのは、主に《魔国術式モーグレム》のためだろ？」

「はい。《魔国術式》は、《王座戦争》と同じく、魔王が中心となって組み上がっている術式ですから……王座が空席になれば、魔界の全すべてが成り立たなくなります……」

「でも、勇者に魔王が殺されて《王座戦争》が始まった時って、魔王が不在なのに《王座戦争》も《魔国術式》も正常に動いてるよな？」

「それは、《虚きよ飾しよく》の《外罪魔》っていう、魔王代理が選ばれるから────あれ？」

「気付いたか？」

「はい、あの、代理で良いってことは、もしかして魔王は別に必ひつ須すじゃない……？」

「そういうことだ。《王座戦争》と《魔国術式》があくまでも魔術である以上、介かい入にゆうして仕組みを変えることだって不可能じゃねぇ」

「じゃあ本当に……!!」

「魔王を決める必要なんかねぇんだ。魔界の管理も、魔王じゃなくてもできるしな」

「……でも、僕らはもう《王座戦争》に参加してしまいました。術式は発動してしまっています。殺し合いなんかしなくて良いって分かっても、このままじゃみんな────」

「暗い顔すんな。こっからがお待ちかねの本題だぜ。俺が死ぬ以外で魔王にならなくて済む方法。もとい、みんなで生き残れる方法だ」

「そ、その方法とは……!?」

「《王座戦争》を失敗させることだ！」

「え？　ど、どうやって失敗させるんですか!?」

「魔王をぶっ倒たおす」

「ッ!!　じ、じゃあ式前の質問はやっぱり……って、魔王様って倒せるんですか!?」

「倒せる！　俺の見立てだと《七罪魔》の内、最低でも四魔の協力がありゃ良い。魔王は確かに強いが、不死じゃねぇ。作戦は力の差を覆くつがえす物。数は作戦の幅はばを広げるもんだ。そんで、話し合ってりゃ思わぬ解決策が出る。戦いの中でお互たがいを補い合えば、意外な突とつ破ぱ口こうが開ける。協力は勝利の可能性を高めるんだ。魔王に勝つことだって夢じゃねぇ」

　ラグナルは真しん剣けんな眼まな差ざしをヴァルイレスへ向けた。

「なぁヴァルイレス、俺と《王座戦争》を失敗させないか？　無論、俺の話は推測にすぎねぇ。言っちまえば賭かけだ。でも、やらねぇより絶対良いと思ってる。お前はどうだ？」

「僕は……僕は、この屋敷の仲間たちを置いて、死ぬわけにはいかないんです。けど、魔王になりたいわけじゃないし、他ほかの《七罪魔》を何とも思ってないわけでもありません。みんな心があって、命がある……」

　ヴァルイレスは覚かく悟ごのできた瞳ひとみをラグナルへ返した。

「僕に貴方あなたの誘さそいを断る理由はありません。いえ、むしろこちらからお願いします。貴方に協力させてください！　ラグナルさん！」

「あぁ良いぜ。これからよろしくな、ヴァルイレス」

　ラグナルは立ち上がると身を乗り出してヴァルイレスに手を差し出した。

「ヴァルと呼んでください」

　ヴァルはラグナルの手を握にぎり、両者は握あく手しゆを交かわした。

「分かった。じゃあ改めてよろしくな、ヴァル」
















「はい！」

　ラグナルは《王座戦争》の失敗へ向けて快調な第一歩を踏ふみ出した。
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「……予想通り上う手まく食いついたな。っへへ、ちょろいもんだぜ」

　順調な滑すべり出しに、ラグナルは少し笑みを浮うかべながら呟つぶやいた。まだ行動できる時間はあったが、既すでに今日決めた予定は達成している。ラグナルはもう家に帰って寝ねるつもりで玄げん関かんへ向かって歩いていた。

「お帰りですか？」

　玄関扉のすぐ隣となりにトロニワが立っていた。

「あぁ、話はもう終わった」

「そうですか。ドーナツと紅茶はお召し上がりになってくれましたか？」

「ん？　いや、悪ぃけど今日はあんま食しよく欲よくなくてな。また今度機会があれば貰うわ」

「でしたらその日に向けて腕うでに磨みがきをかけておきますので、是非またいらしてください」

　そう言いながらトロニワが玄関扉を開けた。

「それでは、お気を付けて」

「おう」

　外に出ると、もう夕暮れになっていた。庭の中央にある噴ふん水すいまでラグナルが歩いたその時、背後から風を切るような音が聞こえた。

「ッ!?」

　首の横すれすれを通過して行ったのは、小型のナイフ。ラグナルは思わず首を押さえながら振ふり返ると、明らかにナイフを投とう擲てきした後の姿勢のトロニワを視界に捉とらえた。

「テメェ、どういう────ッ」

「かかれ！」

　トロニワがそう声を上げると、庭の垣かき根ねなど様々な場所に隠かくれていたらしい召めし使つかいたちが一いつ斉せいに姿を現し、ラグナルに襲おそい掛かかった。トロニワ以外の全ての召使が戦せん闘とうに適した格好をしているのを見て、ラグナルは舌打ちをする。

「やる気満々かよ……」

　四方八方からナイフ、槍やり、剣けん、弓、拳こぶし、鎌かま、ハンマー、挙げればきりのない多種多様な武器による攻こう撃げきが仕掛けられる。

　しかし、ラグナルがその場所から動くことは一歩たりともなかった。攻撃がラグナルに届く寸前、攻撃を仕掛けた全員が奇き妙みような感覚に襲われる。それは勝手に攻撃の軌き道どうが逸それる感覚だ。激しい勢いの水に流されるようでもあり、手に持った武器が磁石のように反発して跳はね返されるようでもあった。

「な!?」「当たらない……？」「どうなってる！」

　驚おどろきの声を口々に上げる召使たちに、ラグナルは笑みだけを浮かべた。

「怯ひるむな！　攻せめ続けろ！」

　トロニワが檄げきを飛ばすと、召使たちは攻撃を再開する。だが結局、どんな攻撃も勝手に軌道が逸れてラグナルを直撃することは無かった。

「こいつ、ちょこまかと！」

　その一言を聞きながら斬ざん撃げきが外れていくのを見て、ラグナルは鼻で笑った。

「ちょこまかって何だよ。お前らが外してんだろ？」

「うぉおおおおッ！」

　この中で一番図ずう体たいの大きな召使の渾こん身しんのストレートが外れる。

「もう諦あきらめな。これはオートマチックミスフィールドっつってな……いや技わざの説明は破られる流れに入っちまうからやめとくわ。にしてもヴァルイレスの野や郎ろう、ルールも無視して早さつ速そく裏切りとはな……アイツ、本当はめちゃくちゃ魔王になりたかったんじゃねぇか」

「それは違ちがいます」

　トロニワが指にナイフを挟はさんだままそう言った。

「これは私共の独断ですので、ルール違い反はんにはなりません」

「ふーん。でもこんだけ派手に暴れてりゃヴァルもすぐに気付くだろ。そうなりゃ勝手に大事な客を殺そうとしたテメェらなんて、一発でお終しまいだと思うぜ？」

「いえ、それは無いでしょう」

　ラグナルはその発言で怪け訝げんな表情をせずにはいられなかった。

「あっさり言い切りやがったな……自分はヴァルに捨てられねぇとでも？」

「えぇ、だってヴァルイレス様はとてもお優やさしい方ですし……何より、今はぐっすりとお休みになられていますからね。この事を知ることはありません」

「まさかヴァルのヤツ、腹いっぱいになったら眠ねむっちまうのか？」

「いえ、あの御お方かたが満腹になることはありませんよ。ただ、睡すい眠みん薬やくをドーナツとお茶に混ぜておいたのです」

「……仕える相手にまで薬盛るなんざ、忠誠心のある召使の行動じゃねぇな」

「いいえ、これぞ忠誠心ですとも。主あるじの脅きよう威いとなりうる存在を、主のお手を煩わずらわせることなく処理する。掃そう除じと一いつ緒しよでございます。そもそも〝汚よごれが主の視界に入る〟なんてこと自体、あってはならないのです」

　トロニワは今までとは違う種類のナイフを一本取り出す。

「やめとけ。最初の不意打ちの時点で分かってただろ？　ナイフを替かえようが、そもそもお前の投擲じゃ俺に傷なんてつけられない」

　ラグナルを取り囲んでいた召使たちが、懐ふところから手のひらサイズの伸しん縮しゆく式ロッドを取り出して振ると、一いつ瞬しゆんの内に杖つえと同等の長さになった。杖の先せん端たんを召使たちは地面に付けると素す早ばやく縦じゆう横おう無む尽じんに走り出し、あっという間にトロニワの周囲に魔ま法ほう陣じんを描えがきあげていた。

「おぉ、スゲェ」

　芸術的なコンビネーションにラグナルは思わず声を上げた。

「ではメイド長、あとはよろしくお願いします！」

　敬礼をすると召使たちは一斉にどこかへと走り去って行った。トロニワはナイフを投擲する姿勢にゆっくりと入る。

「はぁああああああああ……ッ！」

　トロニワの全身から魔力が溢あふれ出す。

「一いつ介かいのメイドが出すにしちゃデケェ魔力だな。その魔法陣のおかげか？」

「えぇ、これは限界を超こえて魔力を引き出せるようになる代しろ物ものです。そしてこのナイフは、普ふ通つうのナイフの約百倍の魔力伝導率を誇ほこるナイフです……これにありったけの魔力を込こめて投げれば、たとえ強化魔術のかけられた城じよう壁へきであっても貫つらぬきますッ！」

　ナイフに魔力が集まり、熱を持って刃はが赤く染まっていく。

「……先に言っとくけど、ソレでも無理だ。当たらねぇからやめ────」

　トロニワの目が、カッと開かれる。

「パルヴスアリエーテッ!!!!」

「うおっ！　目がぁあッ！」

　放たれたナイフは空気との摩ま擦さつで激しく発光し飛ぶ。もはやナイフとは呼べない破は壊かい力と速度で飛ぶソレは、衝しよう撃げき波はでビリビリと周囲を振しん動どうさせた。

　しかしそのナイフは実にあっさりと、ラグナルの頰ほおをかすめることも無く、逸れて明後日あさつての方向へ飛んで行った。

「ぬぉお～イテェ！　今度から目にキツイ光も逸らすようにしねぇと……」

　ラグナルは目を擦こするばかりで、逸らしたナイフその物は眼中にも無かった。

「そん────な」

　トロニワはその場に膝ひざをついた。そしてラグナルは回復した視界でトロニワの意い気き消しよう沈ちんした姿を捉え、相手のとっておきを適当に下してしまったことを察した。

「あぁ～……まぁ、とっておきだったのは分かるぜ？　でもほら、俺だって一応《七なな罪ざい魔ま》なんだから、こうなっても落ち込むことは────」

「覚悟！」

「うぉ!?」

　離はなれていた召使たちが再び姿を現して攻撃を仕掛けて来た。しかし当然のようにラグナルに攻撃は当たらない。

「んだよお前ら、さっきの見てたろ？　もう諦めろよ。面めん倒どうくせぇなぁ」

「黙だまれ！　たとえトロニワ様のパルヴスアリエーテが通じなくとも、我らの忠誠心は折れぬ！　必ずお前を仕留める……ヴァルイレス様のために！」

「おぉー！」と声が上がる。どうやらここにいる全員がそういう考えらしかった。

「あのさぁ、何でそんなに過保護なんだ？」

「私たちには……ヴァルイレス様に返し切れない恩があるのです」

　先ほど倒れたトロニワが、ふらつきながらも立ち上がる。

「トロニワ様の言う通り……この屋や敷しきに居る者は皆みなあの御方に地じ獄ごくから救われたのだ！」

　ラグナルは眉まゆを顰ひそめて呆あきれたような目をしつつ頭を搔かいた。

「はぁ……その恩返しが何で俺への攻撃になるんだ」

「《王座戦争アグナローラ》で生き残るのはただ一魔のみ。貴方あなたが裏切るのは目に見えています」

　トロニワが息を整えようとしながら言った。

「俺は裏切らねぇよ」

「信用が欲ほしいなら、ヴァルイレス様の前でウパシャナでも飲んでください。その上で聞いた言葉なら、我々は信用できます。尤もつとも、そんなことが貴方にできるとは────」

「言ったな？」

「え？」

「今すぐ俺の屋敷に誰だれか送れ。ウパシャナを作れるメイドがいる」

　平然と口にされた言葉に、召使たちがざわめく。

「お、落ち着きなさい！　ウパシャナを作れる魔族など、そういるわけがありません。どうせウパシャナを偽いつわった別の薬を用意させるつもりです……！」

「そう思うんなら、お前らも飲んで確かく認にんすりゃ良いじゃねぇか」

「ぐっ……！」

　まだ疑いの目を向けて来るトロニワにラグナルは顔を顰しかめた。

「普通、この提案を受け入れてる時点で噓うそついてねぇんだって分かるだろうが。ったく、本っ当に面倒くせぇなぁもう。ほら！　さっさと誰か俺の屋敷に行って来い。ここで立ち話を続ける気なんて俺はねぇからな」

　ラグナルはそう言うとヴァルの屋敷に向かって歩き出した。

「ま、待ちなさい！」

「断る！　立ちっぱなしで疲つかれたんだよ。休ませろ」

　ずんずんと進んでいくラグナルをトロニワたちは追いかけた。
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「えーっと、状じよう況きようがよく吞のみ込めないんですけど、何でラグナルさんにウパシャナを？」

　食堂にて、ラグナルと自分を取り囲むようにして並ぶ召使たちを見み渡わたしながら、まだ少し眠そうなヴァルはそう言った。

「お前の召使は俺が信用できねぇんだとさ。スゲェ光るナイフまで投げられたぜ」

「……トロニワ、もしかしてそのナイフって」

「パルヴスアリエーテのことです。申し訳ありません……」

　トロニワが頭を下げた。

「あ、あれをラグナルさんに向けたんですか!?」

「メイド長だけの責任ではありません！」「俺たちも共犯です！」

「いえ良いんですよ。誰も怪け我がはしていないので……でも、すぐそういった行動に出られると心配になっちゃいます。出来ればもう勝手にはしないでくださいね？」

「……申し訳ありませんでした」

　咎とがめると言うよりは本当にただ心配だからという様子のヴァルに、トロニワはしょんぼりとして項うな垂だれた。もし耳と尻尾しつぽがあればすっかり下がっていたことだろう。

「なんか、アレだな。最初はどうにも過保護な親っつー印象があったけど……なんか急に必死で恩を返そうとする健けな気げな犬みてぇに思えて来たよ」

　そう言われてトロニワはラグナルをギッと睨にらんだ。

「もう十分助けてもらってますから、恩返しなんて気にしなくて良いんですけどね」

　ヴァルが穏おだやかに言った直後に、食堂の扉とびらが開いた。

「ウパシャナ、出来上がりました！」

　扉を開けたのは片手に液体の入った瓶びんを持った、ヴァルのフットマンだった。その後から不満そうな顔をしたメリィが食堂に入ってきた。

「おぉメリィ、意外と時間かかったな」

「そうなんですよ！　聞いてくださいラグナル様！　ここの方たちって疑うたぐり深くて、確認用だとか言って最初作れって言われてた量の三倍も作らされたんです！　ちょっと頭が軽くなったような気がしますよ……まったくも～！」

　メリィはそう言いながら自分の角を撫なでた。ウパシャナはメリィの種族、シドリープの角を削けずって創つくり出した粉末を利用して作られるものである。

「そりゃ災難だったな」

　ラグナルがそう言って手を伸のばし、メリィの頭を撫でたところで紅茶が出された。

「薬は？」

「これから入れます」

　トロニワは瓶のふたを開け、中の液体を紅茶へ入れるとスプーンで軽くかき混ぜた。

「あ、まずは僕が飲みますね」

　ヴァルが軽く手を挙げて言った。

「ヴァルイレス様？　何な故ぜ……」

「ラグナルさんは身の潔白を証明しようとしてくれているのに、これが毒でないことを目の前で証明もせずに飲ませるなんて不誠実ですよ。だから、まずは僕が毒見をします」

　ヴァルイレスはラグナルの前に置かれたティーカップを手に取り、口へと運んだ。するとヴァルイレスの影かげがゆっくりと立ち上がった。

「これが真実を語る影……確か、最初に質問した者の消えろという命令で影は消えるんでしたね。……ヴァルイレス様！　今晩のお夕飯は何がよろしいでしょうか!?」

　トロニワが素早く質問した。

「簡単なもので構いま『ハンバーグとカレーと肉じゃがとカルボナーラと海かい鮮せん鍋なべとシーザーサラダとフレンチトーストとフルーツポンチとバケツプリンとグミが良いなぁ』

　ヴァルの言葉を覆おおい隠かくすように、影はヴァルの本音を語った。

『あ、追加でコーンポタージュとターキーと「も、もう止めてもらえませんか!?」

「は、はい！　もう消えていいですよ！」

　真実を語る影はトロニワの命令で単なる影へと戻もどって行った。

「うぅ……自分の節操のなさが恥はずかしい……」

「……ヴァル、質問が済んだらすぐに俺の影を消してくれよ？」

「はい」

　ヴァルはラグナルにウパシャナ入りの紅茶を渡わたした。カップに口をつけて一気にグイッと飲み干すと、ラグナルの影がゆっくりと立ち上がって背後に立った。

「では質問です。ラグナルさんは本気で《王座戦争》を失敗させようとしていますか？」

『当たり前だろうが！　面倒くせぇけど、やらねぇともっと面倒なことになるのは目に見えてんだからよぉ……』

　ラグナルの影がそう答え召めし使つかいたちが少しざわついた。

「じゃあ、ボクを裏切ろうとしていますか？」

『誰が裏切るか、面倒くせぇ』

「……ですって、皆さん。これでラグナルさんを信用できますか？」

「まぁ……」「影が語りましたから」「……信用はしますけど」

　ラグナルに召使たちの視線が向けられる。その瞳ひとみは「頭では信用できると分かっているが心からは信用できない」と語っていた。

「あ、あの！　ラグナル様はご覧の通りのダメニートですが、悪い方ではないんです。どうか信じてあげてください！」

「おい、誰がダメニートだ」『そりゃ全部任せて楽がしてぇとは思ってるけど』

　影が本音を漏もらし、ラグナルとメリィは固まった。召使たちがざわついている。それは聞いていて良い感じのしないざわつきだった。

『やっべ、本音が……！　ヴァル、早く影を消し──「影を消すべきではありません！　ヴァルイレス様、この男の真実を洗いざらいすべて吐はき出させましょう！」

　トロニワの訴うつたえに、ヴァルは穏やかな笑えみを浮うかべ、ラグナルの方を見る。澄すんだ瞳に射い貫ぬかれて、冷ひや汗あせがラグナルの頰を伝って落ちて行く。

「影さん、消えてください」

　ヴァルの命令で、真実を語る影はただの影に戻った。

「え？」

　驚おどろいたのはトロニワだけではなかった。全員が、驚いていた。

「……なんでだ、ヴァル。こんなもん、普ふ通つう即そつ行こうで同盟破は棄きだろ。押し付けて楽しようとする同盟者なんて、要いらねぇ荷物背負うようなもんだぞ」

「でも、全部任せようと思うなんて、完全に信しん頼らいしてる証しよう拠こじゃないですか。そんなに信頼してくれてる相手との同盟を切るなんて、僕には出来ません」

　そう言って優やさしく笑うヴァルの顔を見て、支えたくなる召使たちの気持ちを、ラグナルは少しだけ理解した。

「ヴァル……本当にスゲェな。お前と一いつ緒しよに戦えること、心から感謝するぜ」

　こうしてラグナルは想像以上に頼たのもしい仲間を手に入れることに成功した。
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　5:31　《王座戦争アグナローラ》１日目　東地区ヨドムント平原

　魔ま界かいの東地区に広がるヨドムント平原に、不ふ釣つり合いな豪ごう華かな椅い子すが一脚きやく置かれていた。そこには、《傲慢スペルビア》の称しよう号ごうを持つ《七なな罪ざい魔ま》クレイアードが座っていた。クレアは望遠鏡を片手に、草原を見渡している。

「……あの辺りが丁度良いか」

　自分の計画の為ため、自身の本ほん拠きよ地ちとなる城を創ろうと土地を探していたクレアは、望遠鏡を覗のぞくのをやめると、椅子から立ち上がろうとした。

　その瞬しゆん間かん、背後から砲ほう撃げき音が響ひびいた。しかし、それに対してクレアは振ふり返ることもなく、自身の背後に、片手に鉄球を持った筋肉質な人型の即席魔物スラツキーを創造する。クレア製の魔物は、飛んできた砲ほう弾だんに鉄球を投げて相そう殺さいした。

「ク～レア～」

「……マリニスカ、か」

　クレアは、椅子に座ったまま浮かび上がるとゆっくりと回転してマリニスカの方を向いた。そしてクレアは視界に自分の方へと砲門を向ける大量の大砲を捉とらえた。並ぶ大砲と大砲の間に、マリニスカが立っていた。

「見える？　これ、うふ、うふふふ、後ろで私がせっせと大砲創ってたのに、気づきもしないで、あははは！　初日で敗退にしてあげるわ！」

　大砲が火を噴ふき砲弾を打ち出す。打ち出した傍そばからマリニスカによって新しい砲弾が創造され、大砲の中へと補ほ充じゆうされ再び発射される。そして一瞬の内に凄すさまじい勢いで押し寄せる砲弾の壁かべが出来上がった。

「あははは！　クレア、最強に見えるアンタの《創造》にも弱点があるわ！　それは一度に創造できる物の量と質に限りがあるってこ────」

　だがクレアは眉まゆ一つ動かさないまま、マリニスカに向けた指を、スッと下に向かって動かした。それだけの動作。しかし、その直後、全すべての砲弾が勢いよく垂直に落下して地面にめり込んだ。それを見たマリニスカは目を見開き、震ふるえながら一歩後ずさった。

　クレアは下に向けていた指先をまたしても上に向けた。つられてマリニスカが目で追うとそこには魔ま王おう城さえも覆おおえそうな、巨きよ大だいな黒い傘かさが浮いていた。

「《創造》には、一度に創れる物の量と質に限度がある。そして質と量の両立は出来ない。だから一定以上の良質な物をあらかじめ大量に用意し、一いつ斉せい攻こう撃げきを仕し掛かければ押し切れる。それが貴様の考えだな？」

　黒い傘の内側が光り始めた。

「……正解だが外れだ。その程度で余を制したと思った傲ごう慢まん、悔くい改めよ。猿さる真ま似ね女」

　紅あかい双そう眸ぼうが冷たく細められた。
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　5:32　《王座戦争》１日目　ラグナル邸てい

　ラグナルは寝ねぼけ眼まなこをこすりながら、トイレから自分の部屋へ向かい歩いていた。

「はぁ……いい加減に尿し瓶びんが居るか。いや、でも臭においがなぁ……」

　ドアノブに手をかけ、自室の扉を開く。




　ズガゴォオオーーーーンッ!!!!




　その瞬間、轟ごう音おんが響き部屋の天てん井じようが崩ほう壊かいした。

「死ねオラァ！」

　天井を突つき破って現れたのはセラブリスだった。セラの拳こぶしは、ベッドを粉ふん砕さいするだけでなく、その下の床ゆかまで突き破るとそのまま下の階へと落ちて行った。

「……は!?」

　大穴が空くのを見たラグナルの頭は一気に覚かく醒せいした。

　すると床に開いた穴からセラがジャンプして戻ってくる。

「なーんだよラグナル！　寝てなかったのか。今ので終わったと思ったのによー！」

　大きく一度深呼吸をして、ラグナルは思考を回転させ始めた。そして、

「……お前、今何時だと思ってんだ」

　まずこれを言っておかねばならないと思った。

「《王座戦争》が始まる時間だ！　そうだろ？　つーことで、ぶっ殺す！」

　犬歯を見せて凶きよう暴ぼうな笑みを浮かべながら、セラは拳を握にぎる。その拳が後ろに引かれたところで、ラグナルはセラの横を走り抜けた。

「あっ！」

　セラが床に空けた穴を飛び越こえると、ラグナルは、そのまま窓を突き破って外へ出た。

「逃にげてんじゃねぇ！」

　セラは拳を引いた姿勢のまま振り返ると、ラグナルが出て行った窓に向かって飛びながらストレートを放ち、壁を破は壊かいしながら外に飛び出した。

「逃げたんじゃなくて屋や敷しきを壊こわされたくないから外に出たんだっつーの」

「んじゃあ今度は逃げねぇんだな!?」

「……まぁ、とりあえず、しばらくは逃げねぇと思う。お前と話もしてぇしな」

「あ～？　話ぃ？　何の話だよ」

　セラが話を聞く意志を見せてくれたことに対してラグナルの口角が少し上がった。

「お前が開かい催さい式前に言ってた秘策についてだ。お前は詳くわしい中身を知らないみてぇだけど、アレってお前とナースの二魔だけは生き残れるっていう策なんだよな？」

「おう、スゲェだろ！　《王座戦争》初の二魔生存だぜ？」

「……じゃあ俺が全員で生き残る方法を思いついたって言ったらどうする？」

　セラが眉み間けんにしわを寄せて目を細めた。

「随ずい分ぶんと都合の良いこと言うんだな、全員が生き残れるなんてよぉ」

「信じられないか？」

「あぁ、信じられねぇ。ってかナースに言われたんだよ。貴女あなたは騙だまされ易やすいから気を付けなさいってな。それからこうも言ってくれたぜ……ラグナルは勧かん誘ゆうして仲間にした後、騙し討うちで殺す手を使うはずだから、都合の良いこと言われたら絶対に乗るなってなー！」

「はぁ？」

　セラは跳ちよう躍やくして、上空から踵かかと落としを繰くり出して来た。しかしその攻撃はラグナルに当たらず地面に落ちるとちょっとしたクレーターを作りだした。

「チッ！　外したか」

「違ちがう、俺が外させたんだ」

「あんだと？」

「そういうのを俺は身に纏まとってるんだよ。お前は俺に攻撃が当てられないから倒たおせないし、俺は面めん倒どうだからお前に攻撃しない」

「あぁ!?　ふざけんな、当ててやるっつーの！」

　セラは額に青筋を立てながら拳を振るった。

「待て、こんな意味の無ねぇことじゃなくて、意味のある話し合いを────」

「うるせぇ！　テメェはナースの言った通り都合の良いことを言いやがった。その時点でもう考える必要も無ぇ！　テメェはただの敵だ！」

　右ストレートが逸それた。

「自分がナースに騙されてるとは思わねぇのか？」

「ナースはアタシに噓うそを吐つかねぇ！」

　左フックが逸れる。

「何か根こん拠きよがあんのかよ」

「アタシとナースは親友だ！」

　蹴けりが逸れる。

「じゃあ、ナースが俺のことを勘かん違ちがいしてるんじゃねぇか、とか思ったりしねぇのか？」

「ナースが間違える訳がねぇだろうが！」

　ラッシュパンチにもラグナルのオートマチックミスフィールドはその効果を十分に発揮し全てを外させていた。いくらやっても攻撃が当たらないことと、合間の問いかけにセラは少しずつ苛いら立だちを募つのらせ、怒ど気きを膨ふくらませていた。

「もうやめろって。普ふ通つうに話をしようぜ？　こんなのただの時間の無む駄だ遣づか────」

「オラァ！」

「いっ」

　あろうことかセラの渾こん身しんの拳が、オートマチックミスフィールドを貫つらぬき、ラグナルの左ひだり頰ほおに直撃。ラグナルは、錐きり揉もみ回転しながら軽く飛んで地面に落ちると、数度転がってから停止した。

「イッッッッッテェエエエエ!!!!」

　叫さけびながらラグナルは起き上がる。

「っしゃあ！　おうコラ見たかこの野や郎ろう！　ブチ当ててやったぞゴルァ！」

「いやおまっ……っは!?　何やったんだよ！　あんな普通のパンチで、はぁあ!?」

「普通のパンチじゃねぇよ。バッキバキに力入れて、ズレねぇようにしながら慎しん重ちようにブチ込んだスローパンチだ！」

　単純だが、それは確かにラグナルへ攻撃を当てることのできる原理だった。しかし普通ならばそんなことをすれば、腕うでの骨が粉々になってしまい殴なぐり飛ばせるほどの勢いを出すことはできないはずだった。それを簡単にやってのけるのは、異常と言えた。

　そして何より────。

「あの勢いでスローかよ……」

　アレがセラにとっての低速ならば、全ての一撃がラグナルに当たる勢いのラッシュを繰り出して来てもおかしくはなかった。控ひかえ室しつでクレイアードに伸のされていたのでそこまで強い印象を持っていなかったが、今ラグナルは理解した。コイツは化け物だ。

「っつーかさっきから聞いてりゃテメェ、ナースをバカにするようなことばっか言いやがるし、アタシの攻撃には当たりやがらねぇし……そういやアタシを相手に面倒だから攻撃しないとか、嘗なめ腐くさったことも言ってくれやがったなぁ、この野郎！」

　ラグナルはセラから感じる魔ま力りよくが膨れ上がって行くのを感じていた。

「別に嘗めてねぇって」

「うっせぇ！　とにかくアタシはムカついたんだよぉお!!」

　セラが地面を蹴ってラグナルに急接近する。その速度は明らかに上がっていた。

「ッ！」

「死ねぇ！」

　ラグナルはオートマチックミスフィールドには頼たよらず咄とつ嗟さに姿勢を低くしてセラの攻撃を回かい避ひした。頭上ギリギリをセラの右フックが通過して行き、ラグナルはホッと息を吐はく。が、姿勢を下げた事によってセラの足運びが見え、ラグナルはこのままセラが間かん髪はつを入れずに回し蹴りをしようとしていることに気付いた。

　踵で地面を蹴り、ラグナルは後ろに下がるとセラはラグナルが読んだとおりの回し蹴りを仕掛けてきた。ラグナルの目の前をセラの足が通過すると、遅おくれてやって来た強きよう烈れつな風圧をオートマチックミスフィールドが逸らして流した。

「あっぶねー……」

　もしラグナルに何の守りも無ければ、顔面に受けた風によって今いま頃ごろ、遠くに吹ふき飛ばされていたことだろう。

「避よけてんじゃねぇ！」

「いやこんなの避けるに決まってんだろ……！」

　セラはただ手を大きく振ふり上げて降ろすという大おお雑ざつ把ぱな攻撃を仕掛けてきた。ラグナルが後ろに飛んでその攻撃を回避すると、地面に先ほどの倍以上はある巨大なクレーターが出来上がった。

「また避けやがった！　相変わらず反撃もしねぇ！　アレか？　まーだ面倒くせーから攻撃しないとか言うつもりか!?　オラァ!!!!」

　足を上にぶん投げたと表現した方がよさそうな強引にも程ほどがある蹴りで、セラは地面ごと抉えぐり上げた。それは非常に恐おそろしい威い力りよくだったが、ラグナルはそれを冷静にただ横に飛ぶというだけの動作で回避した。

「いや、お前が強すぎて攻撃する気にもならねぇんだよ」

「このっ……んな噓吐いてまで手ぇ抜ぬきてぇのか!?　嘗めやがってッッ!!　本当に強いと思ってんなら、むしろ生き残るために全力で暴れるもんだろうがぁああああ!!」

　セルの怒気が一ひと際きわ大きく膨らんだが、しかし、すぐ通常の憤ふん怒ぬ状態へと戻もどった。そしてそれに伴ともない、セラの魔力が大きく膨れ上がって行く。

「……やっぱそうか。怒いかりを魔力に変へん換かんしてんだな？　キレた分だけ強くなるって訳だ」

「だったらどうしたぁ！」

　セラは、地面に亀き裂れつが入る程強烈に踏ふみ込むと愚ぐ直ちよくなまでに真っ直すぐな拳を打ち出した。それをラグナルは首だけを動かして回避する。発生した風圧をオートマチックミスフィールドが逸らすが、ラグナルの背後ではそのあまりの威力にまるで入道雲のような砂すな埃ぼこりが発生していた。

「なぁ、俺は怒りが静まるまで逃げるのが正せい攻こう法ほうだと思う。お前ならどう攻略する？」

「自分の攻略法なんざ考えたこともねーよ！」

「俺が訊きいたのはお前じゃねぇよ」

「あ？」

　ラグナルが攻略法を訊たずねた〝お前〟はセラのことではなく、セラに背後から近づいていたヴァルだった。

「僕ならこうします！」

「あぁん!?」

　セラが振り向き切るよりも先に、ヴァルがセラの首筋に嚙かみついた。ヴァルの歯が屈くつ強きような肉体へとあっさり沈しずみ込んで行く。

「離はなれやがれ！」

　セラは、思わず振り払はらおうと拳こぶしを振り上げるが、ヴァルはその動作に合わせて飛ぶことで、攻撃を回避した。その際、ヴァルはセラの身体からだから抜け出たと思われる赤黒い何かを口にしっかりと咥くわえていた。その赤い何かは見ているだけで気分が悪くなるような、靄もやのようなものだった。

　嚙まれたはずのセラはというと首筋に傷すらついておらず、変わったことと言えば眉まゆを顰ひそめて何か煮にえ切らないような複雑な顔をしているくらいのものだった。

「ヴァル？　何だその赤いの……」

「ひふはへはひはひははーへふ」

「……食べ終わってからで良いぞ」

「はーひ」

　ヴァルは食べても大だい丈じよう夫ぶなのだろうかと心配になるその赤黒い靄を、見る見るうちに口の中に収めてあっという間に飲み込んでしまった。そしてぺろりと自分の唇くちびるを舐なめる。

「ん～、激げき辛からですね。このままでも美お味いしいけど、これは卵を和あえてお米と一いつ緒しよに食べても良い感じです」

「味の感想は求めてねぇぞ」

「あ、ごめんなさい。さっきのは、セラブリスさんの怒りの感情ですよ」

「ははぁなるほど、わざわざ怒りが自然に消えるのを待たなくても、食べちまえば良いって寸法か。《暴グ食ラ》ならではの攻略法だな。効果も抜ばつ群ぐんだったみてぇだ」

　セラは唐とう突とつに微び妙みようなギャグを見せられて感想を求められた時に浮うかべそうな顔をして、首を傾かしげていた。その姿からこちらへ攻撃を仕し掛かける雰ふん囲い気きは全く感じられない。

「しっかし、俺の屋や敷しきにお前がいてくれなけりゃ、今頃どうなってたことか」

「一つの拠きよ点てんに戦力を集めたほうが良いって言ったのはラグナルさんじゃないですか」

「でも俺が助かったのはお前のおかげだ。礼は素す直なおに受け取っときな」

　ラグナルは軽い足取りでセラブリスへ近づいていく。

「また少しでも怒おこったらすぐに僕が食べますから、安心してお話してください」

「おう、頼たのむぜ」

　ラグナルはセラの顔を少し下から覗のぞき込んだ。

「気分はどうだ？　セラ」

「あ？　馴なれ馴れしく話しかけて来てんじゃねぇよ。アタシとテメェは敵同士だろうが」

　ヴァルがすぐにセラへと接近し、嚙みついた。どうやら声をかけられただけでセラは苛立ったらしい。とんでもなく短気である。

「あ！　またテメェかよ。まぁいいや、嚙みつかれても全然痛くねぇし」

　ヴァルが離れないところを見ると怒りは発生し続けているらしい。嚙まれたままのセラはラグナルの方を見てまた首を傾げた。

「どうかしたのか？」

　ラグナルが問うとセラは頭を搔かいた。

「分からねぇ、テメェをぶん殴んなきゃいけねぇんだけど、なんか殴る気にならねぇ。こんなの初めてだ……」

　セラはその行動の原動力も怒りのようだった。

「お前の魂たましいが戦せん闘とうではなく会話での解決を求めている……ってのはどうだ？」

「アタシの魂が、だと……？　でも、何の話をすんだよ」

　ちょっと信じた!?　という驚きよう愕がくでヴァルの瞳ひとみが見開かれた。

「全員で生き残る方法についてだ」

「その話はもう終わったろ。二魔だけしか生き残れねぇんだよ」

「何で二魔だけなんだ？」

「ナースが無理だっつってたからそうなんだよ」

「お前はそれが噓うそだとは全然思わねぇのか？」

「思わねぇ。ナースは昔っからバカなアタシに付き合ってくれてっし、色々な面おも白しれーところに連れて行ってくれた。困ってるときゃいつでも助けてくれたんだぜ？　そんなナースが、あんなに優やさしいナースが、アタシを騙だますはずがねーんだ」

「じゃあ間ま違ちがってる可能性はどうだ？　お前の知ってるナースは、完全無欠の超ちよう完かん璧ぺき魔族か？　違うよな？　戦闘能力ではお前の方が上なんだから」

「ん？　……そういやそうだ。戦いなんざ正面から殴っちまえば終わるのに、ナースは一々作戦とか立てようとしてた。玄げん関かんから殴り込むはずが屋根ぶち壊こわすことになったし、冷静に考えて見りゃナースだって完璧なわけじゃねーよな」

　ナースに対する盲もう目もく的てきな信しん頼らいには、怒りによる冷静さの欠けつ如じよも存在していたようだ。落ち着いていればセラにもある程度考えることができるのだ。

「じゃあ、そんなスティンナースに必要な物は何だと思う？」

「筋肉！」

「違う、間違いを指し摘てきし合える相手だ。そして……俺たちがその相手になれる」

「……ん～、でもなー、お前らをナースに会わせるのはな～」

「俺たちが何かした時はお前が何とかすりゃ良いだろ。俺たちより強いんだから」

「そっか、それもそうだよな。よし、じゃあ早さつ速そくナースんとこに────」

「ちょっと待ってくれ！」

　ヴァルを首筋に乗せたまま走り出そうとしたセラをラグナルは慌あわてて止めた。

「何だよ」

「ウパシャナを持って行きてぇんだ」

「あぁ？　それって何か本当のこと言わせるヤツだよな？　何でそんなもん要いるんだ？」

「ナースやお前にすぐ信頼してもらうためだ」

「おぉ！　アレってそんな風にも使えるんだな、便利で良いじゃねぇか」

「おう、それじゃ取って来るぜ」

　ラグナルは屋敷へ歩き出した。

「ラ、ラグナル様ぁ！」

　そして玄関を潜くぐり抜けたところでメリィに抱だき着かれた。

「おいおいどうした？」

「お怪け我がはありませんか!?　どこか痛むところは!?　ラグナル様のベッド、粉々になってて、心配したんですよぉー！」

　ラグナルはメリィの頭を撫なでた。

「すまん。心配させた。それよりウパシャナだ。まだあるよな？」

「ウパシャナですか？　どうして……」

「面めん倒どうくせぇが、スティンナースのとこに行くんだよ。今、信用してもらえねぇと後々もっとダルいことになる」

　メリィは息をのんで一歩後ろに下がると、少し泣き出しそうな顔で腰こしを折った。

「……畏かしこまりました。すぐに持ってきます」

　メリィは走り去って行った。

「ラグナル様！」

　その直後、ラグナルを呼び止めたのはトロニワたちだった。

「おいおい、どいつもこいつも早起きだなぁ……」

「あれほど激しく戦っていれば誰だれでも目を覚まします。ところで、ヴァルイレス様は大丈夫なのでしょうか？」

「おう、傷一つ負ってないぜ」

「そうですか。良かった……あの、ラグナル様」

「ん？」

「先ほどは加勢できず、申し訳ありませんでした」

　トロニワが頭を下げるのに合わせて他ほかの召めし使つかいたちも頭を下げる。

「あぁ、気にすんな」

「それで、ですね……我々もスティンナース様の元へ同行してもよろしいでしょうか？」

「ダメだ。大勢でセラに引っ付いてぞろぞろスティンナースの元へ行ってみろ。そんなことしたら、裏切って召使と一緒に攻せめ込んで来たのかと思うぜ」

「くっ……それもそうですね。では、屋敷で待機しておきます」

　すると、廊ろう下かを慌ただしく走る足音が近づいてきた。

「ラグナル様～、ウパシャナです！」

「ん、ありがとよ」

　メリィからラグナルはウパシャナを受け取ると、玄関扉とびらから外に向かって歩き出した。

「ヴァルイレス様のことを、どうかよろしくお願いします！」

「任せな」

「いってらっしゃいませ！　必ず、帰ってきてくださいね！」

　メリィの少し不安げな顔にラグナルは笑え顔がおを向けた。

「おぉ、行ってくる」

　庭に出てラグナルはセラの隣となりまで進んだ。

「待たせたな」

「よっし！　じゃあ行くかぁ！」

「うぉっ」

　セラはラグナルを片手で軽く持ち上げると、半ば強引に自分の背に乗せた。

「しっかり摑つかまってろよ！」

　ラグナルとヴァルを背に乗せたセラは魔ま界かいの大地を走り出した。
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「おぉ～……」

　セラが走ること数十分、少しずつ見えてきたスティンナースの屋や敷しきを見て、ラグナルは思わずそんな声を漏もらす。ラグナルたちの屋敷とは庭からして既すでに違っていたのだ。綺き麗れいに剪せん定ていされた木々と花か壇だんに植えられ咲さき誇ほこる花々。庭の中心では大きな噴ふん水すいが複数の水の柱を上げており流水の美しさを存分に見せつけている。

　屋敷の方は庭の華はなやかさに反して華か美びな装そう飾しよくは見受けられないが、白い石材を使って建てられたそれは十分に立派で、その大きさはラグナルの屋敷の三倍ほどはあった。それでいてその屋敷は庭の景色に対し自身を過か剰じように主張することがなかった。

　闇やみ雲くもにただ豪ごう華かなのではなく、全体のまとまりを意識した上での豪華さを見せる光景は十分感かん嘆たんに値あたいする物だった。

「っへへ、スゲェだろ？　一流の庭師に依い頼らいして作らせたんだって言ってたぜ」

「へぇ、よくやるねぇ」

　セラは走る速度を緩ゆるめると門から庭に足を踏ふみ入れた。

「ちょっと色々見て回ってから行くか？」

「いや、そういうのは後で良い。今はスティンナースに────!?」

　すると突とつ如じよ、屋敷の玄関の扉と全すべての窓が開いた。玄関から十数名の杖つえを持ったローブ姿の魔族が現れると屋敷の前に横一列で並んだ。また、開かれた窓からも同様にどうみても臨戦態勢という感じの魔族たちが顔を出した。

「────えぇ～っと、何だありゃ？」

「ナースの部下だな」

　彼らは、空中に魔力の光る線で複数の炎砲撃術式フレアシヨツトを描えがいて組み合わせ絨毯爆撃魔法陣ラウグレアサークルを展開する。

「そういうこと聞いてるんじゃねぇよ。お前ら親友だったんじゃねぇのか？　なんで自じ慢まんの庭ごと焼き払はらう気満々、殺意満点の魔ま法ほう陣じんなんて展開させてんだよ」

「ナースは慎しん重ちようだからなぁ……きっと、アタシが洗脳されたんだとでも思って部下にこんなことさせてるんだろうぜ。早く誤解を解きに行かねーとな」

　すると、魔法陣に魔力が漲みなぎり大量の火か炎えん弾だんが発射された。ヴァルはその瞬しゆん間かんを見計らってセラの首筋に嚙かみついていた口を離はなした。

「遠えん距きよ離り魔法とか、そういうのは……全部まとめて雑ざ魚この小細工っつーんだよ！」

　怒いかりが吸い取られなくなったセラはほぼ衝しよう動どう的に噴水を蹴けり飛ばして破は壊かいした。炎えん弾だんを物量で霧む散さんさせながら、高速で降り注ぐ残ざん骸がいは魔族たちから悲鳴と負傷者を出させた。

　そして、絨毯爆撃魔法陣ラウグレアサークルはあっさりと消えた。

「おいおいどうした！　もうお終しまいかぁ!?　ナースに雇やとわれてんだろうが、給料分の働き見せろよオラァア！　ってか────」

　セラの視線が背中に乗るラグナルとヴァルへと向けられた。

「テメェら！　吞のん気きに背中乗ってんじゃねーよ！　元はと言えばテメェらがいるせいでアタシが裏切られたと────」

　怒りのボルテージが上がりきる前にヴァルは再びセラに嚙みつくと怒りを吸い始める。

「……まー良いか！　ナースんとこ行きゃ終わりだしな！」

　怒りが消えたのかケロッとした様子で前に向き直るセラ。ラグナルは眉まゆを顰ひそめながらヴァルを見ると、軽く苦笑いをした。

「……可哀かわいそうなほど良いように使われてんな～、楽で良いけど」

「あ？　何のことだ？」

「気にすんな、それよりさっさと駆かけ抜ぬけちまえ。またあのデッカイ魔法陣が作られたら面倒くせぇ」

「おう！」

　セラたちは飛び散った炎ほのおと噴水の残骸で無残な姿になってしまった庭を駆け抜け、玄げん関かんからナースの屋敷の中へと飛び込むも、入ってすぐの広い円形の玄関ホールで立ち止まることになった。ホールには鎧よろいを着て盾たてと槍やりで武装した魔族たちが並んでいたのだ。

「おかえりなさい、セラ」

　武装集団の背後から、美しく通る声がした後、玄関ホールの中央にある大きな階段からスティンナースが降りてきて、途と中ちゆうで立ち止まる。

「おう、ただいま！」

　セラは元気よく返事をした。

「何だよお前ら、一いつ緒しよに住んでんのか？」

「《王座戦争アグナローラ》が始まってからな。組んで動くんなら一緒に住んでた方が先のことも話しやすいし、お互たがいの身の安全も確保できるからな」

　ラグナルの問いにセラはそう答えた。

「ふーん……」

　セラの圧あつ倒とう的な攻こう撃げき力を間近で体感したラグナルには、その提案がナースの都合だけによるものだと簡単に見抜けた。セラに身の安全を確保する為ためのパートナーなど不要だ。

「……セラ、ワタクシはラグナルを殺して欲しいと言ったのであって、連れて来て欲しいとは言わなかったはずですわ。それとも、ワタクシを裏切ったのかしら？」

「裏切ってねーよ。アタシはナースの味方だ。ただよー、別にナースも完かん璧ぺきってわけじゃないことに気付いてよー……そしたら、コイツらがナースに必要なのは間ま違ちがいを指し摘てきし合える相手だとか言いだしたから……」

「何を言い出すかと思えば……セラ、ワタクシが間違えるはず有りませんわ」

「でもこいつら、全員で生き残れる方法があるって言ってたぜ？　全員で生き残れるなら絶対そっちのほうが良いじゃねーか」

「その気持ちは分かりますわ。でも《王座戦争》で生き残れるのは最高でも二魔だけ。そしてその枠わくも貴女あなたとワタクシの物ですのよ？　ほら、分かったらこっちに来なさいな。一緒にラグナルとヴァルを倒たおしますわよ？」

「えぇ～？　でもなんかアタシ、こいつらのこと殴なぐるぞーって気にならねぇんだよなぁ。こんなんじゃ全然戦えねぇよ……それに、こいつらは話をしたがってるだけなんだから、とりあえず話してやれよ」

「セラ……？」

　ナースはセラの背中にいるラグナルたちを見て眉を顰める。普ふ段だんなら迷わず自分の言うことを聞くセラがこんな事を言うのは、あの二魔が何かしているからだと思ったのだ。

「スティンナース！」

　ラグナルは急に大きな声を上げるとセラの背から降りた。

「……何ですの？」

「俺の手紙を読んだか？」

「えぇ、読みましたわ。言っておきますけど、ラグナル。貴方あなたのことを信用できないのはあの手紙によるところが大きいですわ。魔ま王おうを倒して《王座戦争》を失敗させるだなんて、無理に決まっていますわ。仲間に引き込んだ後、裏切るつもりに違いありません。ご丁てい寧ねいに大金までつけて……あの手紙は怪あやしさの塊かたまりでしたわ」

「あっちゃー、誠意を見せたつもりが裏目に出たか。でもま、誠意を見せる手段は何も金だけじゃねぇよな」

　ラグナルは瓶びんを取り出した。

「それは？」

「ウパシャナだ」

「偽にせ物ものですわね。ウパシャナの生成には絶ぜつ滅めつ種しゆであるシドリープの角の粉が────」

「そのシドリープが俺の屋敷にいるんだよ。名前はメリィ。俺の自慢のメイドだ。疑わしいなら、徹てつ底てい的に調べてくれて構わないぜ。後ろめたいことなんかねぇからな」

「……そう。でも関係ありませんわ。だって、ソレが本物で、貴方が本当に魔王を倒す気で居たとしても、ワタクシは貴方に協力する気なんてありませんもの」

「あ!?　何でだよ、ナース！　もし本当なら絶対協力した方が────」

「良いわけありませんわ！　協力すればお義と父う様に勝てるですって？　そうですわね。勝てるかもしれませんわね。でも戦死者ゼロで勝てる保証なんてありませんわ！　だったらワタクシは、確実にセラと生き残れる道を選びたい！」

「ナース……」

　セラはナースに対してそれ以上何も言えなかった。

「……秘策ってやつか。なぁ、結局その秘策ってのは何なんだ？　それは、魔王を倒すよりも確実に成功する方法なのか？」

「えぇ……魂隷契約レウルブラクトってご存知？」

「いや、聞いたことねぇな」

「これは簡単に言えば、魂たましいを主あるじと定めた相手に渡わたす契けい約やくですわ。魂を渡した奴ど隷れいは全すべての自由を相手に委ゆだね、リビングデッドですらない、腐ふ敗はいしないだけの、意識を持った動く死体となりますわ。でも、だからこそ一緒に《王座戦争》を切り抜けられますのよ」

「体は死んでて、魂は相手の手元にある……なるほど、それを使えば意識と体を残したまま、相手の《礎フアウド》になることができるって寸法か」

「えぇ。ワタクシは、この身の全てを、セラに預けるつもりですの」

「難しくてよく分かんなかったんだけど……つまりどーいうことなんだ？」

　セラの言葉にラグナルが答える。

「ナースは自分の自由を全部お前に預けて、お前を魔王にすることで一緒に生き残ろうとしてるってことだ」

「はぁ？　なんだよそれ！　アタシはそんなの嫌いやだぞ」

「セラ、別に大したことではありませんわ。だって貴女は、ワタクシから自由を奪うばったりしないはずですもの」

「ナース……」

　ヴァルはセラが暴れ出さないようにセラの怒りを吸い続けながら、何て深い友情だろうかと思っていた。魂隷契約レウルブラクト……それは決して生半可な気持ちで出来る物ではない。それをナースは────と、そこでヴァルは何かが奇き妙みようなことに気が付いた。

「あ～、スティンナース」

　ラグナルが気付きたくないことに気付いてしまったような顔で言った。

「なんですの？」

「お前の秘策も、目的もよく分かった。セラを信しん頼らいしてることもな。でも、だったらどうしてお前は…………まだ魂隷契約レウルブラクトをしてねぇんだ？」

「これだ！」とヴァルは思った。自分がナースの立場なら、魂隷契約レウルブラクトで最初に自分の魂を渡してセラの能力の底上げを行う。そうすればセラが敗北する可能性も下がる。だが、ナースはそれをしていない。

「そ、それは……」

「なぁ、本当に魂隷契約レウルブラクトなんてもん、存在するのか？」

　ナースは黙だまり込んだ。

「お、おい、ナース？　大だい丈じよう夫ぶ、なんだよな？」

　セラが不安そうに聞く。

「……もちろん。ちゃんと魂隷契約レウルブラクトはありますわ。なんなら、ウパシャナを飲んで証明いたしましょう。セラ、ウパシャナをこちらまで持って来てくださる？」

「おう！」

　セラはラグナルの手からウパシャナを奪い取った。

「あ、おい！」

　ラグナルの制止を無視してセラは進む。

「待って、セラ！　ヴァルに背中から降りるように言ってくれるかしら。不意打ちで殺されたらたまったものではありませんわ」

「は？　あぁ！　そういや背中に乗ってたな～！　軽くて忘れてたぜ」

「……」

　ヴァルは首筋から嚙みついていた口を離し、ラグナルに視線を向けた。ヴァルに対してラグナルは頷うなずき、ヴァルはセラの背中から降りた。

　セラは階段を上りナースに近づいていく。

「ほら、ナース！　ウパシャナだ」

「ありがとう、セラ。貴女はワタクシが安心できるように、ラグナルとヴァルの見張りをしておいて」

「分かった」

　ナースはラグナルたちの方に向いた、セラの背後に立つ。

「……おい、スティンナース！　毒見はしなくていいのかよ」

「えぇ、その言葉が毒ではないことの証明ですもの。でも、ウパシャナが本物だとは思えても貴方たちのことは信用できませんわ。念のため、魔術防壁マナバリアを張らせてもらいます」

「慎しん重ちようなのかそうじゃないのか、分からねぇな」

「……レンテヲーモ・テライハスベーク・エグゾイス」

　ナースが呪じゆ文もんを唱え始めた。

「聞いたことない呪文ですね」

「警けい戒かいしとくぞ。どんな効果があるか分から────」

「ダースサングゾイン！」

　言葉と共に雷らい鳴めいが響ひびき、セラの全身が電でん撃げきに包まれた。

「あぎゃあああああああああああああッ!!!!」

「なッ!?」

「え、え、え？　ど、どうなってるんですか!?」

　電撃が消え、セラが階段の上で白目を剝むき、階段の上でよろめきながら振ふり返った。

「ナー、ス？」

「……魔ま力りよくを半分も使う魔術なのに、やっぱり貴女はしぶといですわね。セラ」

　ナースはウパシャナを放ほうり捨てると瞼まぶたを大きく開いた。その眼がん孔こうに収まっている瞳ひとみは本来ならば白い部分が黒く染まり、赤い虹こう彩さいを持つ異形の物へと変化した。赤黒い瞳を部下に向け、何かを奪い取る動作をすると、部下の持っていた槍やりが一いつ瞬しゆんのうちに彼女の手元に移動していた。

「アレって、まさか《強奪魔眼ドルエクスオ》!?」

「あら、ヴァルイレス。貴方は物知りですわね」

　そう言いながらナースはセラの喉のどを槍で貫つらぬいた。

「……ッ、カハァ！」

　セラは口から血を吐はき、もがくように手を動かす。それを見てナースは眉まゆを顰ひそめる。

「即そく死しはしませんか。でも、この出血量ならあと数分の命ですわね。さよなら、セラ」

　槍が引き抜ぬかれ、大量の血をナースに浴びせながらセラは階段を転がり落ちる。ナースを心の底から信じていたセラの姿がフラッシュバックし、ラグナルは拳こぶしを握にぎった。

「セラ！」

「セラブリスさん！」

　駆かけ寄ろうとしたラグナルたちの行く手を、兵士たちが一いつ斉せいに動き出して遮さえぎった。ラグナルはナースを睨にらむ。

「セラには、整った作戦さえあれば、最大の障害であるクレイアードにすら勝てる力があった。そのセラを利用して《王座戦争アグナローラ》を進め、最後に、隙すきだらけのセラに毒を盛って殺す。こうして私は簡単に王座を手に入れ、セラは最後まで私を信じ、穏おだやかに死んだはずでしたのに……貴方たちのせいで計画が台無しですわ」
















「このクソアマァ……！　そんなことしてまで王座が欲ほしいのかよ!!」

「えぇ！　だってワタクシ、強ごう欲よくですもの」

　ナースは堂々と言うと両目を見開いた。血けつ涙るいが流れだし、ナースの傍かたわらで空間が裂さけるように開く。その中に片手を突つっ込むと、ナースは赤い弓と矢や筒づつを取り出した。

「貴方たち！　支し援えんして差し上げますから、お客様を全力で持て成しなさい！」

　ナースが弓を引いた。放たれた一本の矢は紫むらさき色いろに輝かがやくと、枝分かれするかのように増えてラグナルたちに向けて降り注いだ。

「チッ！」

　ラグナルは舌打ちすると、すぐにヴァルを抱かかえた。雨のように降り注ぐ矢の全てが、オートマチックミスフィールドによって逸そらされ、床ゆかに突き刺ささって行く。そうしている間に、兵士たちはしっかりと円形に並び、二魔を取り囲んでいた。

　ナースは再び矢を構え、弓を引き絞しぼる。

「クソッ……」

　ラグナルは少しずつその輪を小さくしながら迫せまって来る兵士たちを観察する。兵士たちはその身を包む重装備に加えて、本来ならば壁かべや水の上を歩くために用いられる歩行魔術を、あえてその場に踏ふみ止とどまる力の強化に利用しているようだった。そのことから兵士たちが鉄てつ壁ぺきであることは想像に難かたくなかった。おそらく通常のラグナルの攻こう撃げきではのけ反りもしないだろう。

　少し視線を動かして、次にナースを観察する。ナースは、弓をいつでも撃うてる状態にした上で、じっとラグナルたちを見ていた。早々にセラに止めを刺して《礎》を手に入れようとする動きは無い。その姿にラグナルは内心舌を巻く。ナースは決着を急がず、確実性の高い方法を選んでいる。即すなわち、ラグナルとヴァルから視線を外している間に何かをされることを警戒し、このままセラが死んで力が手に入るのを待っていた。

　少しでも視線を外そうものならラグナルは、少し奥の手を使って兵士の槍を奪い、ナースに投とう擲てきしてあっさり決着をつけたのだが、この状じよう況きようではその行動が、相手の警戒心を強め、この場の突とつ破ぱを余計に難しくすることにしかならないのは明白だった。残セりラ時の間命は後僅わずか。奥の手を可能な限り温存し、この場を切り抜けるには……。

「ラ、ラグナルさん！　早くセラブリスさんの元へ行かないと、手て遅おくれに────」

「あぁ、その手があったか」

「へ？」

「ヴァル、あの状態のセラをマリニスカにやったみたいに完治できるか？」

「できます！　道中、ずっとセラブリスさんの怒いかりを食べてましたから！」

「オッケー、じゃあ行くぜ！」

　ラグナルはヴァルを抱えたまま、あからさまに走り出す姿勢を取った。ナースはそれを見て何かをされる前に、矢を放った。ラグナルに向かって飛来するそれは、紫色に光りながらも、今度は枝分かれせず、突とつ撃げき槍やりのように変化した。

　一目見て逸らせないと判断したラグナルは、走りながらそれを回かい避ひして兵士に接近すると盾たてを奪い、すぐさまナースに向けて投擲した。

「ッ!?」

　ナースは、まさか盾が飛んでくるとは思っていなかった。しかし冷静に、魔眼の力で飛んでくる盾を強制的に手中へと収める。

　だがその時、既すでにラグナルは次の行動に移っていた。

「行っけぇええッ！」

「うわぁああああああああ～!!」

　ラグナルは、ヴァルを放り投げていた。

「ッ！　ヴァルイレスを止めなさい！」

　盾を捨ててナースは矢を摑つかみ、弓に番つがえて引き絞る。しかし、ヴァルイレスの落下速度の方が早い。そこでナースは、先ほどの投擲が自分の矢を遅れさせるための物だったことに気が付き、歯ぎしりした。

　兵士たちは、視線こそヴァルの方に向けていたが、機動性に欠ける重装備で飛んで行くヴァルを止めるのは難しかった。

　ナースと兵士たちは、ヴァルと倒たおれているセラの接せつ触しよくを許してしまった。

「やれ！　ヴァル！」

「はい！」

　ヴァルがセラの手の甲こうにそっと口付ける。すると見る見るうちに傷が治って行く。

「ッ!!」

　ナースは矢を放った。ヴァルとセラに向けて、雨のような矢が降り注ぐ。

「スゥウウウウティインナァアアアアアアアアアスゥウウウーーーーッ!!」

　瞬しゆん間かん、目を覚ましたセラから莫ばく大だいな魔力が放たれる。矢は全て蹴け散ちらされ、ヴァルやセラの近くにいた兵士たちは大きく吹ふき飛ばされると悲鳴を上げた。ラグナルは降ってくる兵士たちを避よけつつ、落ちて来たヴァルをキャッチする。

「よっ、と。平気か？」

「へ、平気です。びっくりしたけど……」

「そうか……まぁ、びっくりすんのはこっからだと思うけどな」

「どういうことで────」

　気がつくと、玄げん関かんホールに居た兵士たち全員が壁に叩たたきつけられていた。吹き荒あれる魔力の暴風の中で平然と立っていられるのは、オートマチックミスフィールドで守られているラグナルと、その腕うでに抱だかれているヴァルだけだった。

「さ、さっきより、魔力が強くなってる!?」

「うぐぅううううがぁああああああああああああーーーーッ!!」

　悲鳴にも似た大声をあげると、セラの姿が変へん貌ぼうし始める。肌はだは凝ぎよう固こした溶よう岩がんのようになり、頭部からは燃え盛さかる火か炎えんで出来た二本の角が出現した。噴ふん火かする火山に鬼おにの姿を持たせたようなその姿はまさしく、全すべてを焼き尽つくさんと怒り狂くるう破は壊かい神しんその物だった。

「ば、化け物だ……」

　兵士の一人が言った。

「あ、あれに挑いどむくらいなら金なんて要いらねぇ！　俺は逃にげる！」「お、俺も！」「こんなとこで死んでたまるか！」「ひ、ひぃいいっ！」

　兵士たちは盾も槍も鎧よろいさえも投げ捨てると魔力の暴風に押されて転てん倒とうしながらも続々と走って逃げだした。そしてあっという間にホールにはラグナルたちとナース、そして怒り狂うセラだけが残される。

「忠誠心の欠片かけらもねぇヤツらだな」

　尤もつとも、命と金を天てん秤びんにかけて命に軍配が上がるのは当然のことだが。

「セ、セラ……！」

　ナースが恐きよう怖ふの滲にじんだ声を零こぼした直後、セラの姿が一瞬で消え、ナースはいつの間にか顔面を摑まれて持ち上げられていた。

「ラ、ラグナルさん！　あのままじゃ、スティンナースさんが────」

「ヴァル、アレと戦いてぇのか？」

「……っ」

　体の震ふるえが、ヴァルの答えだった。

『スティンナースゥゥ……何で裏切った！　どうしてアタシを裏切ったァ!!』

　爆ばく発はつ的な魔力の上じよう昇しようが無む尽じん蔵ぞうに行われるセラに、ナースは心臓が潰つぶされるような恐怖を覚えた。逃げようにもセラの手はナースの顔をガッチリと摑んで離はなさない。

「あ、あ、あ、待って、待ってセラ！」

『アタシのことは何とも思ってなかったのか!!』

「ち、ちが、違ちがいますわ！　セラ！　アレはアイツらを出し抜くための作戦で────」

　震えながら、通るわけもないメチャクチャな言い訳をするナース。

『いつからだ？　いつからテメェはアタシを裏切ろうとしてたんだ!!!!』

「お、お願い……お願いだから許して……！」

『スティンナァアアアアスゥウウウウウ!!!!』

　涙なみだを流し謝罪するナース。しかし、怒りに塗ぬりつぶされたセラにナースの言葉は届かない。セラはナースの頭を摑む手にさらに力を込こめ、軽く上空に投げる。咄とつ嗟さに危険を感じたナースは、頭部と胴どう体たいに魔力を集中させ全魔力をつぎ込んだ魔術防壁マナバリアを展開させた。

　しかし、落下するナースに対し、セラは怒りの赴おもむくままに拳を振ふるう。一秒にも満たない僅かな間に一万発近くの打撃を受け、ナースは屋や敷しきの約三分の一と共に吹き飛んだ。

「……出るぞ。建物が倒とう壊かいする！」

「え？　で、でも……」

　怒りをぶつけていた対象を見失ったセラは、自分の内側からあふれ出る衝しよう動どうを抑おさえきれず、空に向かって咆ほう哮こうした。

「今のアイツは手に負えねぇよ。一いつ旦たん退たい却きやくだ」

「はい……」

　セラの声が上がる中、ラグナルとヴァルはそっと立ち去った。響ひびき続ける獣けもののようなその叫さけびは、しかしどこか深い寂さびしさをはらんでいるようだった。
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　12:07　《王座戦争アグナローラ》１日目　ラグナル邸てい

「ここの壁かべ紙がみ、取り替かえよう。カビが生えてる！」「ちょっと、窓割れてるじゃない！　張り替えないと」「本当にラグナル様はここに住んでたのか!?　埃ほこりまみれだぞ……」

　食堂の外から聞こえるヴァルの召めし使つかいたちの声に、メリィは肩かたを落とした。

「はぁ……ラグナル様の唯ゆい一いつの召使として、情けない気持ちでいっぱいです」

「気にすんなよ。一魔までやるには広すぎるからなぁ、この屋敷」

　ラグナル、ヴァル、メリィの三魔は、食堂に置かれた長方形のテーブルを囲み、朝食を取っていた。食堂の外からは掃そう除じや工事の音、そして屋敷の有様を嘆なげく声がしている。

「……そういやこの家、食堂とかあったんだな」

　ふと、ヨーグルトを口に運ぶ手を止めてラグナルが言う。その言葉に、対面で山盛りのスパゲッティを頰ほお張ばっていたヴァルが目を丸くした。

「ふぇ？　ふぁひははへほほへはへへはんへふは？」

「今までどこで食べてたのかって？　普ふ通つうに俺の部屋で食べてたよ」

「でもそれだと、おかわりをした時にメリィさんが大変だったんじゃ……」

「そんなことないですよ？　ラグナル様って小食で、食べ過ぎたら戻もどしちゃうんです」

「食ってる時に戻す話出すな……ただでさえ酸味のあるもん食ってるのに」

　ヴァルはラグナルと、その隣となりに座るメリィの皿を見た。ラグナルのヨーグルトとメリィのパンケーキを合わせてもヴァルのスパゲッティには遠く及およばない。そして今、キッチンではヴァルのために追加でリゾットが作られている。最終的にヴァルが食べる量からすると、ラグナルたちの食事などスズメの涙も同然の量だった。

　トントン──。

　ノックとともに食堂の扉とびらが開くと、手にリゾットと書類を抱かかえたトロニワが姿を現した。そして、ヴァルの前にリゾットを置くなり、頭を下げて言った。

「失礼します。本日の午前五時三十分から午前十一時四十分の間における《王座戦争》の現状を調査致いたしました。その報告を行いたいのですが……よろしいでしょうか？」

「お願いします」

　ヴァルの言葉にトロニワは再び頭を下げる。

「畏かしこまりました。今朝ヴァルイレス様がご接触なされたスティンナース・アバリーティアは現在行ゆく方え不明。セラブリス・イーラは、レガランナグ火山地帯にて魔物を相手に暴れ回っているところを発見いたしました」

「ん？　スティンナースの遺体は見つかってねぇのか？」

「現場に残された出血量などを見る限り、既すでに死んでいると考えるのが妥だ当とうだとは思うのですが……死体の一部すらも発見できていません」

「じゃあ、生きているかもしれないんですね!?　良かったぁ。……それで、他ほかの方々はどのような感じでした？」

「まず、《嫉妬インヴイーデイア》のマリニスカと《傲慢スペルビア》のクレイアードが交戦。クレイアードが勝利しました」

「……マリニスカは殺されたのか？」

「いえ、生きています。彼女は気絶させられた後、クレイアードの創造した投石器のようなものに乗せられ、屋敷まで送り返されました。その後、マリニスカは自室に閉じこもり、突とつ如じよ、怒おこったり泣き出したりと情じよう緒ちよ不安定になっているようです。クレイアードは本ほん拠きよ地ちとしてヨドムント平原に巨きよ大だいな城を建てて様子見をしつつ、現在は魔物を創造し兵力の増強を行っている模様。そして、《色欲ルクスリア》のルナクリークに関してですが、ルナクリーク邸に張られた特とく殊しゆな結界のせいで観測することができず、報告できる情報が何も……」

「あるじゃねぇか。その特殊な結界について教えてくれよ」

「……その、視界に入れるだけで本能をくすぐられると言いますか、殿との方がたなら前ぜん屈くつ姿勢にならざるを得なくなるというか」

　トロニワの言葉を理解し、メリィはチラリとラグナルの下半身へ視線を向ける。そしてすぐに前へ向き直り、黙だまったままほんのりと顔を赤くした。

「なんつーか、品の無ねぇ結界だな……」

「同意いたします……」

　ラグナルとトロニワは呆あきれたように言った。

「あの、僕にはよく分からなかったんですが、見ただけで身体からだに何らかの影えい響きようが出てしまう結界が張られているということですか？」

「……まぁ、そういうことでございますね」

「それは厄やつ介かいですね。話し合おうにもそれでは近づけません。手紙くらいなら矢文でなんとかなるかもしれませんが、もし攻こう撃げきや挑ちよう発はつと捉とらえられたりしたら……」

「いや、それで良いんじゃね？　こっちにゃ身の潔白を証明する方法がある。で、この《王座戦争》にはお互たがいが攻撃できねぇ場所があるだろ？」

「……そっか！　矢文を放ってゼルグザリガで待てば、相手に警けい戒かいもされませんし、問答無用で攻撃される心配もありません!!」

「よく分かってんじゃねぇか、ヴァル。っつーことだから、さっさと矢文を用意してくれ。俺とヴァルはゼルグザリガだ」

　ラグナルは不敵な笑えみを浮うかべた。
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　18:28　《王座戦争》１日目　ラグナル邸

「まさか、来ないとは思いませんでしたね……」

　メリィはテーブルに突つっ伏ぷしているラグナルの前に紅茶を置きながら言った。

「あぁ……本当にな……」

「これから、どうしたら良いのでしょうか？」

　ヴァルは不安げな表情でラグナルを見た。

「ん～……あ、そうだ。お前って性せい欲よくとか食える？」

「ちょっと！　ヴァルイレス様に下品な話題を振らないでくださいますか!?」

　声を上げてトロニワがラグナルに迫せまった。

「そうは言っても、これは《王座戦争》に関係する話だぜ？」

「そうですよ、トロニワ。これは大事なお話なんです。たとえお食事中でも、どんなに嫌いやでも、必要ならウンチとかおしっことか、下品な言葉をバンバン言って行かなきゃダメなんです。どうか分かってください」

「ヴァルイレス様……ッ！　それほどの覚かく悟ごでおられたとは……。このトロニワ、貴方あなた様のことを不敬にも侮あなどっていたようです。頭を冷やしてまいります！」

　トロニワは食堂から出て行った。

「元気だなぁ、お前の部下は」

「良いことですよ」

「まぁそりゃそうだが……で、結局お前は性欲────って、あーダメだ」

「え、何がダメなんです？」

「いや、お前に俺の性欲を食ってもらえば、ルナクリークの結界も突とつ破ぱできるんじゃねぇかなぁと思ったんだけど、それだとお前の性欲が消せねぇってことを見落としてた」

「……性欲って、アレですよね。男の子ならおちんちんが大きくなったり、女の子ならお股またがムズムズするっていう感じの」

「お？　おぉ、そうだけど」

「実は僕、今まで一回も性欲らしきものを覚えたことが無いんですよ」

「マジか？　例えば、おっぱい揉もみてぇなぁ～とか、吸いてぇなぁ～とか、せめて生で見てぇなぁ～とか、そういうの考えたこと一回もねぇのか？」

「ないです」

「じゃあそういうの想像してちんちん大きくなったことは？」

「それもないですね」

「あの、ラグナル様……」

　顔を赤くしたメリィが口を挟はさんできた。

「何だよ」

「流石さすがに憲兵の方が聞けば声を掛かけられかねない質問になって来たと思うんですけど」

「お前までそんなこと言うのか。今は《王座戦争》っていう非常事態なんだぞ？」

「うぐっ、でも……いえ、そうですね。すみません。私も少し、頭を冷やして来ますね」

　メリィも食堂から出て行った。

「初う心ぶなヤツ……。っと、それはともかく質問の続きだ。男はどうだ？　他のヤツのちんちんのこと考えて、自分のちんちんが大きくなったりはしなかったのか？」

「全然です。というか僕、女性の裸はだかを見た時に、凄すごくお腹なか減っちゃったんですよね」

　ラグナルは自分の顎あごに手を当てた。

「……そう言や、性欲と食欲は紙一ひと重えって聞いたことがあるなぁ。ヴァルはもしかすると食欲に極きよく振ふりなのかもしれねぇな」

「もしそうなら、僕がラグナルさんの性欲を食べて、ルナクリークさんのお屋や敷しきに行くという手が使えますね」

「そうだな。ヴァル、飯食い終わったらちょっと一いつ緒しよに来い」

「分かりました。一体何をするんです？」

「イイコトだよ」

　そう言うと、ラグナルはニヤリと笑った。
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　ヴァルが連れ込まれたのは、ラグナルが現在仮の自室として使っている部屋だった。本来の部屋はセラのせいで床ゆかも壁かべも殆ほとんど無くなってしまったため修復中である。

「あの、イイコトって何ですか？」

「性欲の確かく認にん」

　ラグナルはベッドの下から一冊の本を取り出した。エロ本である。

「セラの襲しゆう撃げきの時は焦あせったぜ。ベッドはダメだったが、案外無傷で見つかってよぉ。まぁ、片付けをしていたお前のとこのメイドたちには見られたけどな……」

「あ、それは……ご愁しゆう傷しよう様さまです。でも意外ですね、そういうの持ってるなんて」

「男がバカやらねぇためのマナーだよマナー」

「それで、僕は何をすれば良いんでしょうか」

「俺が開いたページにある写真を見てくれりゃそれで良い。じゃ、まずは表紙だ」

　ラグナルは表紙をヴァルに見せた。

「……よく分かりませんけど、綺き麗れいに撮とれていて、良い写真だと思います」

　ヴァルは顔を赤くもしなかった。本当に、ただ良い写真だと思っているようだ。

「んじゃ次だ」

　女性が男性にご奉ほう仕し中の写真である。それを見せた途と端たんにヴァルの表情が少し変わり口元からじゅるりと音がした。

「ん、まぁ、良い写真、何じゃないですか？　おツユとか、良いと思います」

「お、おツユって……じゃあ、これは？」

　次は男性に女性が指で攻せめられている写真。ヴァルはそれからすぐに視線を逸そらした。

「い、良いと思います！」

　口から涎よだれが零こぼれかけ、ヴァルは慌あわてて自分の口を押さえ、唾だ液えきを飲み込んだ。

「これで最後だ。どうだ？」

　ラグナルお気に入りの、男女が幸せそうに一つとなっている一枚。それを見た瞬しゆん間かん、ヴァルは眼を見開いて口を開けた。どろりと唾液が口から溢あふれて零れて行く。




　ぐぎゅるるるうるるるるうるぅぅう！




　極きわめ付きにヴァルの腹の虫が鳴いた。

「お前、本当に性欲無いんだな。腹ペコじゃねぇか」

　ラグナルは、本を閉じながらヴァルに視線を向けると、何か様子がおかしいことに気づいた。目がこちらを見ていない……というか、こちらを見ないようにしている。

　そして突如しゃがみ込むとヴァルは床の敷しき物ものを食べ始めた。

「ちょ、おい!?　いくら腹が減ったからって俺の部屋を食うんじゃねぇ！　すぐ何か飯持ってくるから、我が慢まんしててくれ!!」

　慌てて扉とびらを開けるとメリィとトロニワが仲良く並んで扉に耳をそばだてていた。

「「あっ」」

「……何やってんだ？」

「あ、いえ、これはそのですね。ラグナル様、違ちがうんですよ。盗ぬすみ聞きとかではなく偶ぐう然ぜんこんな感じでここに居ただけで────」

「ヴァルイレス様の貞てい操そうをお守りするため盗み聞きをしていました！」

　トロニワは堂々と言った。

「何を言ってんだテメェは!?　俺がヴァルを襲おそうとでも思っ────」

「思っていました！」

「コイツ……！　いや、そんなことより飯だ飯！　俺の部屋が……って待て待て、布ふ団とんはやめろぉおおおおッ！」

　布団はヴァルイレスに食いちぎられ内容物をぶちまけていた。ラグナルは怠たい惰だな時を共に過ごす第二の相棒がその命を散らすのを見て両りよう膝ひざを床に着き、項うな垂だれた。

「ッ！　なんてこと、あんなにも空腹に……緊きん急きゆう事態発生！　全作業中断！　総員、ありったけの食しよく糧りようをヴァルイレス様の元へ運べ!!」

　トロニワの大声が響ひびいた。屋敷中に走る音が鳴りだし、トロニワは風のように走り去っていった。

「あわわ、私も、何か持ってきますね！」

　メリィもいなくなった後、バキッと木が割れる音が聞こえラグナルが顔を上げると、ヴァルが床の板を剝はがして食べ始めていた。

「この部屋も、もうダメだな……」

　ラグナルは深く溜ため息いきを吐ついた。





＃＃＃＃＃






「死にたくない！」

　それは、《王座戦争アグナローラ》が始まるずっと前の日のこと。泣き叫さけぶような男の悲痛な叫び声でヴァルイレスは我に返った。しかしその時には既すでに、男の首は、ヴァルイレスの鋭するどい歯と歯によって断たれ地面の上を弾はずんでいた。そして体は舌を滑すべってヴァルイレスの食道を滑り胃の中へと落ちて行った。

　大食い大会の料理を前にして自身が人型を保てなくなり、本能のまま周囲を喰くらい尽つくしていたことに気付いた時には、既に何もかもが遅おそかった。ヴァルイレスは多くの命をその腹の中へ収めていたのだ。

　目を閉じ、大きく深呼吸をして乱れた心を落ち着け、人型を取り戻もどす。落ち着け、大だい丈じよう夫ぶだ。自分はもう正気だ。心の中で繰くり返しそう言い聞かせていると、眩暈めまいがして足がふらつき何かを蹴けった。目を開くとヴァルが蹴ったのは生首だった。

「うっぷっ……!!」

　そのとき、ヴァルイレスが最初に感じたのは嘔おう吐と感だった。口を上に向け歯を食いしばり、上がって来るモノを出してしまわないようにと耐たえる。

　しかしそんな努力も空しく、ヴァルイレスは吐はき出してしまった。

「おえぇ！」

　吐と瀉しや物の中に交じる潰つぶれた眼球と目が合った。

「あ、あぁ、うぁあああああああああああああああッ！」

　ヴァルイレスにとって嘔吐は、奪うばった命を無む駄だにする、分かりやすい生命の冒ぼう瀆とくそのものであり、まさしく禁きん忌きだった。
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　気が付くと、ヴァルはケーキを素す手でで摑つかんで食べていた。まず思ったのは、これが誰だれかの腸でなくて良かったということだった。

「大丈夫か？」

　ラグナルの声を聞き、ヴァルは壁も床もスカスカになってしまったこの部屋に、自分以外の者が居ることに気が付いた。ラグナルだけでなくメリィやトロニワ、そして数人の召めし使つかいたちが皆みな心配そうな表情を浮うかべながらヴァルのまわりを取り囲んでいる。

　彼らが一様に、少し離はなれた場所にいるのは、刺し激げきしないよう視界の外から少しずつ食べ物を追加する作戦だったからのようだ。ヴァルは、自分がここに居る全員に多大な迷めい惑わくをかけたことを察した。

「僕は……」

「ん？」

「僕は、誰も食べませんでしたか？」

　ヴァルは確認せずにはいられなかった。ラグナルはその言葉を聞いて少しだけ息を詰つまらせた。

「……安心しろ。お前は誰も食べてねぇよ」

　その言葉に安心したのか、ヴァルの目から大おお粒つぶの涙なみだがこぼれた。

「良かった……本当に良かった……ッ！」

　涙を流すヴァルに近づくとラグナルは頭を撫なでた。

「悪かったな。確認だとか言って良く考えもせず、俺が軽率だった」

「ラグナルさんが謝る必要なんてありません、僕のせいですから……」

「……まぁ何にせよ、俺の性せい欲よくを食ってもらいながらルナクリークの結界を突つき進むって方法は最終手段だな。ヴァルの負担になりすぎちまう」

　その言葉を聞いてヴァルはハッとすると自分の涙を拭ぬぐった。

「ラ、ラグナルさん、僕に気を遣つかう必要なんてありませんよ！　大丈夫ですから！」

「ならさっき拭った涙は何だったんだよ」

「うっ……で、でも次はきっと自分を制せい御ぎよして見せます。だから────」

　ラグナルはヴァルの肩かたを軽く摑んだ。

「落ち着けよ。他ほかに効率が良くて安全な方法があるかもしれねぇから、時間が許す限りそっちも探そうって言ってるだけだ。お前がどうこうってんじゃねぇ。分かるよな？」

「……はい」

　ヴァルの頭を撫でて立ち上がるとラグナルは伸のびをした。

「さて、っつーことだ！　お前らも片手間で良いから、なんか良い方法考えてくれよ？　タイムリミットは明日の朝までだ。そんじゃ、解散！」

　ヴァルの召使たちは返事をして立ち去って行った。

「んじゃ、とりあえず俺は新しい布団でも探すかな……」

「ご一いつ緒しよします。でもお布団の前にお部屋ですかね」

　そんなやり取りをしながらラグナルとメリィも去り、部屋にはトロニワとヴァルだけが残された。

「ヴァルイレス様」

「……何ですか？　トロニワ」

「先ほど、ご自分からルナクリーク邸ていへ向かおうとする趣しゆ旨しの発言をなさいましたね」

「そうですね」

「何な故ぜ、ご自分から辛つらい道を歩もうとなされるのですか？　誠まことに失礼ながら申し上げさせて頂きます。その行動は、貴方あなた様の心を無駄に傷つけるだけでございます」

「無駄なんかじゃありませんよ。僕は、過去の自分に立ち向かわなくてはいけないんです。そうでなきゃ、無駄にしちゃった命に顔向けできない」

「やはりあの時のことを……もうよろしいではありませんか！　ヴァルイレス様は十分に反省して────」

「反省しただけじゃ何の意味もありません。僕は……僕は、変わらないと」

「……左様でございますか」

　何を言っても主あるじの心に手が届かない感覚がして、メイドは己おのれの無力さを呪のろった。
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　00:05　《王座戦争アグナローラ》２日目　ラグナル邸

　ラグナルはノックの音で目を覚ました。

「んあ～？」

　返事をすると、扉の向こうから声がした。

「ラグナル様」

「おぉ、トロニワか。どうした？」

「夜分にすみません。少しお話がしたいのですが……」

　ラグナルは少しめんどくさそうに頭を搔かいたが、すぐに入室を許可した。

「で、話っていうのは？　なんかいい策でも浮かんだか？」

「いえ……何も」

「俺もだ。危険だが、今のままだとヴァルに頼たよるしかねぇな」

「……あの、他の《七なな罪ざい魔ま》の方から攻こう略りやくするというのはどうでしょうか？」

「無理だ。今のセラには近づくだけで危ねぇ。マリニスカには脅きよう迫はくが手っ取り早ぇんだろうが、俺とヴァルだけじゃ脅おどしが弱い。クレイアードは、たった二魔を相手に交こう渉しようの席に着いてくれるとは思えねぇ。どう考えてもルナクリークから行くのが妥だ当とうなんだよ」

「……どうしても、行かなくてはならないのですか？」

「行かなきゃ《王座戦争》を失敗させられねぇからな」

「でしたら、ラグナル様。いくつか約束をしてはくれませんか？」

「約束？」

「ヴァルイレス様が暴走しても、誰も食い殺させないでください。そして、貴方は絶対に死なないでください。もし、貴方がヴァルイレス様に体の一部を食べられてしまったら、その時はどうか、優やさしく許してあげてください。よろしくお願いします」

　トロニワは深く腰こしを折って頭を下げた。

「本当に過保護だな、お前らは……安心しろ。その約束は絶対に守ってやる」

　ラグナルは少し笑った後、《怠惰ピグリーテイア》らしくなく、力強く言った。
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　14:03　《王座戦争》２日目　ルナクリーク邸近く

「馬車で運べるのはここまでです。魔族はまだ平気なようですが、これ以上先は馬が発情してしまいます」

　トロニワは馬を止めながら言った。

「こっから歩きか、面めん倒どうくせぇな」

「僕が背負いましょうか？　頑がん張ばれば行けると思います」

「お、そりゃ魅み力りよく的な提案────」

「ダメですよ！　ラグナル様」

　メリィが止めた上に、御ぎよ者しや席のトロニワがこちらを睨にらんでいた。

「は、早合点すんなって。魅力的な提案だが断るって言おうとしたんだよ。ガキに背負わせるわけねぇだろ」

「どーだか。まったく、心配して損した気分です。馬車まで付いて来なきゃよかった」

「お前それ本気で言ってんのか？」

「本気で言ってたら、今いま頃ごろお仕えなんてしてませんよ」

　ラグナルとメリィはお互たがいに視線を合わせた後、照れながら顔を逸そらしあった。

「はぁ……戯たわむれは後にして、気を引き締しめて頂きたいのですが」

　トロニワが呆あきれながら言い、ラグナルは後頭部を搔いた。

「悪かったな……さてと、そろそろ行くか」

　ラグナルは立ち上がってヴァルと共に外へ出た。

「では、行ってらっしゃいませ。ラグナル様。ヴァルイレス様」

「くれぐれも、無茶はなさらぬようお願いいたします。撤てつ退たいは恥はじではありませんので」

「おう」

「必ず、良い知らせを持って帰ってきます。期待して待っててください」

「ヴァルイレス様……良い知らせがなくとも、私共は貴方様のお帰りを歓かん迎げいいたします。それと、ラグナル様。約束は必ず守ってくださいね」

「あぁ」

　トロニワは馬車を方向転てん換かんさせ、走り去って行った。

「ったく、本当に親バカだな……」

「親バカ？」

「何でもねぇよ。それより、さっさと行こうぜ」

　ラグナルはしゃがんでヴァルに背を向けた。結界内を進む際には、ヴァルがすぐにラグナルの性欲を吸い上げるため、そしてヴァルをオートマチックミスフィールドの元に置いておくためにラグナルがヴァルを背負って進むということが決まっていた。

「本当に良いんですか？　ラグナルさん」

「今はおんぶより楽な方法を考える方が面倒くせぇから良いんだよ」

「分かりました。では、お背中、お借りします」

　ヴァルを背負い、ラグナルはルナクリーク邸に向かって歩き出した。
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　ラグナルたちは特に攻こう撃げきを受けることも無くルナクリーク邸の前まで来ていた。あったことと言えば結界の影えい響きようがラグナルとヴァルに出たぐらいのものだが、事前に立てていた対処でそれも問題なくなっていた。

「……なんつーか、派手な屋や敷しきっつーか、城か？　これ」

　ルナクリーク邸は、サイズこそラグナルの屋敷と変わらなかったが、そのデザインはおとぎ話に登場する城その物だった。そして何故か玄げん関かんのすぐ近くに〝ご休きゆう憩けい無料！　良い男女揃そろってます！〟という看板がある。

「ほひはひふははへはひひはほう」

「とりあえず中に入りましょうって？　まぁ、そうする以外にねぇよな。スティンナースの時みてぇに兵士が出て来なきゃいいけど……」

　ラグナルは玄関の扉とびらを開いた。

「「「いらっしゃいませ～！」」」

　出で迎むかえたのは、メイド服っぽくアレンジした水着を着る女たちと、Ｖ字パンツと蝶ちようネクタイを身に着けた男たちだった。

「……ヴァル、目ぇ閉じてろ」

　素す直なおにヴァルは目を閉じた。溢あふれ出る変態の臭においに顔を歪ゆがめるラグナルの前に、緑の肌はだと肉感的な肉体を持つ女性が立った。

「ご指名は必要ですか？」

「は？」

「ご指名が必要ならこちらのリストをどうぞ！　指名された男の子も女の子もすぐに連れてまいります。お部屋はこちらのリストの中からお選びください。もしお時間がかかるようなら控ひかえ室しつの方へ御ご案あん内ないいたしますが」

「待て待て！　俺たちは客じゃない」

「あれ、じゃあもしかして入居希望者の方ですか？」

「それも違ちがう！　というか、何だ入居希望者って!?」

「あぁ、私共は全員ルナクリーク様の性技と思想に────」

「やっぱ良い！　それ以上何も言うな。というか、なんかの店と間違えたのかと思ったけど、やっぱここルナクリークの屋敷なんだな」

「はい！　そうですよ」

「あー……俺たちはルナクリークと話をしに来たんだ。会わせてくれねぇか？」

「おぉっ！　良いですね！　ルナクリーク様はすんごいですよ？　一度あのお方の本気を味わえば元の世界には戻もどれません。今の生活におさらばする覚かく悟ごはありますか？」

「お、おう……」

　とてつもなく嫌いやだったが、ルナクリークの元へ手っ取り早く案内してもらえるのならばそう答える他ほかなかった。

「ではご案内いたしますので、付いて来てください！」

　緑の肌のメイドが案内するままにラグナルは歩いた。その途と中ちゆう、この屋敷の客であろう魔族とすれ違ったりしたが、それ以外は何も無かった。

「このお部屋です！　それではごゆっくりとお楽しみください」

　メイドはお辞じ儀ぎをするとそのままラグナルたちに背を向けて歩き去って行った。

「ここまで無む警けい戒かいだと逆に怪あやしいな……ヴァル、気を引き締めていくぞ」

「はひ」

　ラグナルは扉を開いた。

「いらっしゃー……って、ラグナル君にヴァル君!?」

　円形のベッドの上で寝ね転ころがっていたルナは驚おどろきながら起き上がった。

「よぉ、驚いたか？　矢文送っても来ないんで、こっちから来たぜ」

「矢文？　あー、手紙に危ない魔ま術じゆつが仕し掛かけられてたら大変だから、捨てたっていう事後報告だけ聞いたよ。アレ、君たちのだったんだね」

「知らなかったのかよ……」

「うん、ごめんね？　ま、それは水に流して……とりあえずセ○クスしよっか！」

「いやしねぇよ！　俺たちはお前と話をしに来たんだ」

「噓うそっ!?　エッチ以外の目的でここには来れないようになってるはずなのに……」

「それって、結界があるからだよな？　でもヴァルは性せい欲よくと食欲のバランスが食欲の方に振ふりきれてるんだ。俺はヴァルに性欲を食ってもらって、ヴァルは俺の性欲を食って空腹を満たすことで無効化した」

「なるほど、つまりラグナル君はヴァル君に性欲処理してもらってるんだね！」

「うぉおい!?　語ご弊へいがあるぞ！　その言い方ぁ!!」

「良いじゃん良いじゃん！　お兄さん×ショタ！　おにショタ！　いや、性欲を絞しぼり尽つくすショタと考えれば……ショタおに？　一体どっちなんだ！　ヘタすると全国の歳としの差ホモップル好きな男子や女子の間で戦争が起きるぞ！　ボクはどっちもイケるけどね!!」

　ラグナルは片手で頭を抱かかえた。こいつに一々付き合っていたら埒らちが明かない。少々強引にでも話を進めなくては。

「……まぁ、そんなもんはどうでもいい。とりあえず、結界を解除してくれねぇか？　このままじゃ落ち着いて話も……っと、その前に」

　落ち着いて話ができないのは相手も同じだと気付き、ラグナルは瓶びんを取り出した。

「それは？」

「ウパシャナだ。今からこれで俺たちの身の潔白を────」

「あぁ、別に良いよ」

「は？」

　周囲の雰ふん囲い気きが変わっていくのを感じ、空腹が鎮しずまって行ったヴァルは嚙かみついていたラグナルの首筋から口を離はなした。

「ラグナルさん、どうやら結界が解除されたみたいです」

「……お前、どういうつもりだ」

　ルナクリークは妖よう艶えんな微笑ほほえみを浮うかべる。

「戦いが目的なら、まず遠えん距きよ離り攻こう撃げきでボクを結界から炙あぶり出すのが定石だ。でも君たちは自分からテリトリーに来た。それだけでも信しん頼らいできるものさ。じゃあ話をしよっか」

　ルナは自分の隣となりをポンポンと叩たたいた。ここに座れという意味だと理解したラグナルは、ヴァルを背中から降ろして指定された位置に腰こしかけた。

　その後、ヴァルはラグナルの隣に座った。

「で、話って何かな？」

　ラグナルには、先ほどのことでルナの頭の回転が速いことはよく分かっていた。それを踏ふまえた上で警戒を強め、口を開く。

「……単刀直入に言わせてもらう。俺たちは《王座戦争アグナローラ》を失敗させるつもりでいる」

「それは困るなぁ、ボクは魔ま王おうになりたいんだ。作り上げたい理想の国があるからね」

　早さつ速そく意見が衝しよう突とつしていた。ここからどう説得して行くつもりなのか、ヴァルは不安になりながらラグナルの顔を見た。しかしラグナルは一いつ切さい動じていなかった。

「分かった。お前の国作りに協力する。だから《王座戦争》の失敗に協力してくれ」

　ヴァルは驚いた。国作りに協力するなど本来こんなにあっさり言うことではない。それにルナの国作りに協力するなど、それは────。

「……それさ、矛む盾じゆんしてない？」

　ルナの言うことはヴァルも思っていたことだった。

「いや、別に矛盾してないぞ。まず、王座が空白になっても────」

「代理が立てられるから何とかなるんでしょ？　もし一いち時じ凌しのぎでも、《魔国術式モーグレム》だって結局術式だし、いじれば何とかなるだろうしね～。けどそこじゃないんだよ。……君は魔王の権力も魔力も無しで、どうやってボクの理想の国を作るの？」

　ラグナルは、こういう質問が来ると分かっていた。ここからが、本番だ。

「……その質問に答えるには、お前がどんな国を作りてぇのかを知らねぇと無理だ」

「即そく答とうせずにそう聞いてくれるってことは、本気で考えてくれてるってことかな……。ボクが作りたい国は簡単に言うと、種族も性別も強さも関係なく皆みなが幸せになれる国だよ」

「立派な志だな、もし魔王の選び方が《王座戦争》じゃなけりゃ、俺は迷わずお前を支持してたろうぜ。それで、具体的にはどうやってみんなを幸せにするんだ？」

　そう問いつつ、ラグナルはルナが「理想の国」を作るにあたって重視する物をいくつか想定していた。

「どうやってって、方法なんて一つに決まってるじゃないか」

　そう言われても、ラグナルには分からない。だが、何も問題はない。経済、教育、思想、治安、職、権利、法律……どれであっても既すでに答えは用意して────。

「セ○クスだよ!!!!」

　ラグナルはルナの後頭部に鋭するどいチョップを叩きこんだ。

「あはぁん！」

「ふざけるな！　あと叩かれて変な声を出すな！」

「ふざけてないよ！　あと叩かれて変な声を出すなっていうのも無理な相談だね！　なんてたってボクは全身が性感帯だからね！」

「何だそれ気持ち悪ッ！」

「気持ち悪くないよ！　というか気持ち良いよ!?　なんせ、歩くだけでも軽いオ○ニーになるんだから」

「うわっ、知りたくなかった！　知りたくなかったぞルナクリークッ！」

「……あのぅ、オ○ニーって何ですか？」

　ここでまさかの質問を口にしたヴァル。

「気になるかい？　じゃあボクが今から見せてあげ────むぐっ」

　ラグナルはルナの口を手で塞ふさいだ。

「ヴァル、帰ったらトロニワに聞いてくれ」

「わ、分かりました」

「さて、ルナ。今度は真ま面じ目めに答えてくれよ？」

　口を解放されたルナはわざとらしく色っぽい呼吸をした。

「ぷはぁっ！　まったく、酷ひどいなラグナル君……まぁ窒ちつ息そくプレイも嫌きらいじゃないけど」

「お前の性せい癖へきなんざどうだって良い。で？　どうやってみんなを幸せにするんだ」

「だから言ったじゃん。セ○クスだって」

　再び迫せまるラグナルのチョップをルナは片手で受け止めた。

「ふざけるなって言ったよな？」

「ふざけてないってば。ちゃんと納なつ得とくできる説明をするからさぁ、手、下ろしてよ」

　ラグナルは黙だまって手を下げた。

「ありがとう。と言っても、そんなに語ることは多くないんだけどねぇ。ボクが作り上げたいのは、単に皆が皆に欲よく情じようする魔ま界かいってだけだからさ。誰だれもが欲情し合ってれば出てくる結果はセ○クスだけだ。これって、とっても平和で幸せなことだと思わない？」

「……お前にとって大事なのは、全員が欲情し合ってヤりまくってることか？　それとも幸せでいることか？　ヤることと幸せをイコールで結ばずに考えて、答えてくれ」

「え？　その二つを繫つなげずに考えるのは、ちょっとボクには難しいな。でも、どちらかと言えば……幸せでいることの方が大事かな。レ○プは嫌いだし」

「だったら、その方法じゃダメだって言っておきます。世の中には、性欲が全くない魔族だっているんですから。別の方法を考えてください」

　ヴァルは、シッカリとした口調でルナのやり方に真っ向から否いなを突つき付けた。

「あぁ、そう言えばヴァル君がどうとか言ってたね……でもそれって、ありえないことだと思うんだよね。生物と性欲は切っても切れない仲にある。心が病やんでいれば確かに性欲は減退するけど……それでもあるんだよ。勃たつ時は枯かれた老人でも勃つんだから」

　ルナはラグナルの耳に口を寄せてふっと吐と息いきをかけた。

「うほぁあっ!?」

　ゾクリとした快感が走りラグナルはベッドからバネのように立ち上がると、よろめいて数歩進み、部屋の壁かべに頭頂部をぶつけた。

「ぐぬぉおおおおお～っ……！　壁は逸そらせねぇんだよクソ～～ッ！」

　頭を両手で押さえてうずくまる。

「あっ、ごめんねラグナル君。ただ放ほっとくと君、絶対邪じや魔ますると思ったからさ」

「何のことだ……っ！」

　頭を押さえたままラグナルが振り向くと、ルナは洗礼された手つきでヴァルをベッドに押し倒たおしていた。それを見て何をするつもりなのか察し、ラグナルは目を見開いた。
















「へ？」

　気が付いたら押し倒されていたヴァルは呆ほうけた声をあげる。そんなあどけない少年に舌なめずりをしてルナは笑みを浮かべた。

「ショタっ子の濃のう厚こうミルク、いただきまーす！」

「バカ！　やめろぉおおっ！」

　ルナがヴァルの首筋にキスをした瞬しゆん間かん、魔力の爆ばく発はつが起きた。

「うおっ！」

「うひゃぁあああああッ！」

　ルナは壁や天てん井じよう、床ゆかと共に飛んで行き、廊ろう下かの窓を突き破って地上へ落ちて行った。その一方でラグナルはオートマチックミスフィールドで爆発を凌しのいだが、着地した部屋ではオークの上にエルフが跨またがってまさに事に及およんでいる最中だった。

「うぐぅうう、あ、あぁぐぅ」

　どうやら先にお盛さかんな二人の真ま隣となりに落ちていたらしいヴァルは、白目を剝むき、歯を食いしばってもがいている。

「クソッ……ヴァル！」

　ヴァルは飢うえた獣けものの目でガパリと口を開くとエルフの女性に飛びかかった。ラグナルはヴァルの牙きばが悲鳴を上げるエルフの喉のど笛ぶえに沈しずみ込むよりも早く、後ろからヴァルへと抱だき着き、自分の腕うでを嚙ませた。

　ヴァルの牙がオートマチックミスフィールドをあっさりと突とつ破ぱしてラグナルの肉を裂さき橈とう骨こつを砕くだき嚙み千切った。

「イッテェなクソ!!」

「お、おいアンタ！　腕が────」

「気にすんな！」

　慌あわてたオークの相手をしている暇ひまは無かった。怪け我がに意識を集中して再生させながらラグナルは廊下に走り、そのまま窓を蹴け破やぶると外に出て、着地した。

　そして腰を撫なでながら立ち上がるルナを発見した。

「ルナ！」

「イッタタタタ……ラ、ラグナル君？　一体何が起きたんだい……？」

「ヴァルには性せい欲よくが無い。全部食欲だ！　そんで食欲が高ぶると、理性無くして何でも食っちまうようになる」

　それを聞いてルナの視線が大量の血の跡あとが残るラグナルの腕に釘くぎ付づけになった。

「そ、それって、本当に……？」

「あぁ！　だから性欲を減退させる魔ま術じゆつを頼たのむ！　それでヴァルは元に戻もどるはずだ」

「ま、待ってくれ！　ボクはそんなの持ってない！」

「じゃあ作れ！」

「つ、作れって……！」

「俺はこのままヴァルを境界森林ボーダーフオレストの方へ連れて行く！　あっちは魔族が少ねぇからな！」

　ラグナルはヴァルを抱かかえたまま走り出した。

「ラ……グナル、ひゃん」

「ヴァル！　大だい丈じよう夫ぶか？」

　走りながらラグナルはヴァルの顔を見た。

「ごめんなひゃい……おいひぃ、でふ、ごめんなひゃい。逃にげへ」

　食いちぎったラグナルの一部を嚙んだり飲み込んだりしないように、だからといって口から零こぼしてしまうこともないよう細心の注意を払はらいながらヴァルは言った。食べたくないという思いと無む駄だにしたくないという思いで板いた挟ばさみになっているのを察し、ラグナルは溜ため息いきを吐つくとその場にヴァルを置いて距きよ離りを取った。

「ヴァル、耐たえるのは辛つれぇだろ」

「ひゃい、ごへん……うぐ、うう、逃げ────」

「我が慢まんなんかすんな」

「ッ！」

「食いたきゃ食えよ。俺はお前を恨うらんだりしない」

「うぐ、うぅう、う」

　あと一押しだと判断したラグナルは服を上げて腹部を晒さらした。そして指を這はわせる。

「見えるか？　ヴァル。ウマそうだろ？」

「かっ！」

　ヴァルの動きが完全に停止した。もう少しだ。

「ここに嚙かみつくとこ想像してみろよ。口いっぱいに味が広がって、鼻からは堪たまらねぇ香かおりが抜ぬけていく。きっと思わず声上げちまうぜ？」

「あ、あ、う」

「さぁ……俺を食え！」

　ヴァルは涙なみだを流しながら口の中にあるラグナルの肉を咀そ嚼しやくすると、飲み込んだ。

「グルルルルル……」

　理性の消し飛んだヴァルは、喉から狼おおかみの唸うなるような声を出すと両手を地面に着いた。それから全身が蠢うごめくと、ヴァルの姿はヴァルの髪かみと同じ色の毛並みをした巨きよ大だいな狼に変化した。これが本能をむき出しにしたヴァルイレス・グラの本当の姿だった。

「ボクの、せいなのか……？」

　誰に訊たずねるでもなくルナは呟つぶやいた。しかしその答えを、すでにルナは知っていた。

『グルゥウウウウァアアアアアアアア!!』

　ヴァルは自我の感じられない大きな咆ほう哮こうをあげると、背中の毛を搔かき分けるように幾いくつもの触しよく手しゆが生えて来た。その触手の先は、それぞれ様々な生物の口を持っており、その姿はまさしく捕ほ食しよくの化身と呼ぶに相応ふさわしかった。

「目に見えて腹ペコだな。あぁ、言い忘れてたけど俺は滅め茶ちや苦く茶ちや抵てい抗こうすっからな。簡単に食われてなんかやらねぇぞ？　それと……帰ったら美う味まいもん食おうぜ。きっと今いま頃ごろ、トロニワたちがお前の好物たくさん作って待ってるからよ」

『ガゥ！　グルルァアアア!!』

　ヴァルイレスは、ラグナルに向かって突とつ進しんすると大きく口を開けて舌を伸のばしてきた。猫ねこの物を連想させる棘とげだらけの舌はラグナルの想像を超こえて長く伸びた。

「なっ!?」

　舌の先せん端たんはラグナルの首の辺りを逸れると地面に突き刺ささった。もしラグナルにオートマチックミスフィールドが無ければ、一いち撃げきで首を貫つらぬかれていたに違ちがいない。

「あ、あっぶねぇ～……ま、でもこれで俺に注意が向いてんのは確定したな」

　そう言うと、ラグナルはヴァルイレスに背を向けて走り出す。するとヴァルイレスは雄お叫たけびを上げながらその姿を追いかける。しかし完全にラグナルしか見えていないということではないらしく、ヴァルイレスは土を触手で喰くらいながら走っていた。

「チッ、時々ご褒ほう美びを上げないと付いて来なくなっちまいそうだな！」

　ラグナルは指を嚙んで出血させると、その血を少しずつ地面に垂らしだした。
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　暴走したヴァルイレスを誘ゆう導どうするラグナルを見ながら、ルナは置いて行かれているような感覚に陥おちいっていた。

「まさか、こんな……ボクはただ、父さんみたいになりたくなかっただけなのにっ！」

　ルナは苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような表情でうずくまり、頭を抱える。

「クソッ！　これじゃ父さんと同じだ……！」

　弱者に生きる価値は無いと信じて疑わず、誰の言葉も聞かずに弱者を虐しいたげ続けた、傲ごう慢まんな父を思い出す。形は全く違うが、ルナも自分を正しいと信じて疑わず、この事態を引き起こした。他者の言葉に耳を貸さなかった結果がこれだ。

　父の最さい期ごを思い出す。虐げてきた弱者の捨て身の復ふく讐しゆうによって、寝ねたきりになった父は「死にたくない」とばかり言っていた。弱者に生きる価値は無いと散々公言していたくせに、自分が弱者となってから、その思想の無む慈じ悲ひさに泣いていた。

　だが結局、父の口から謝罪の言葉が出ることは無かった。自分がその思想の毒どく牙がに苦しめられていながら、それが間違いだとは思わなかったのだ。

　そこまで思い返し、ルナは自分と父の相そう違い点に気付いた。

「……ボクはまだ生きてる。間違ったまま終わりになんか、しない！」

　ルナは深呼吸をすると両手をゆっくりと上げて、思いっきり自分の両頰ほおを叩たたいた。

「さぁ、急げボク！」

　とりあえず、ラグナルの言う通りに行動するのだ。頭の中に性欲を増ぞう幅ふくさせる術式の基本公式を思い浮うかべ、組み換かえ、出来上がり次し第だい自分に行使する。

　自分を実験対象にして魔術を作るのは初めてではない。しかしこれほどまで矢や継つぎ早に新しい魔術を作っては試ためすのは初めてだった。

　そして、不意にルナは自分の心がスッと落ち着き、闇やみ雲くもにかけられた名もなき性魔術たちの効力が弱まるのを感じた。

「よし！」

　ルナは窓から屋や敷しきの中へ入ると部屋の扉とびらを開ける。部屋の中には雄おすの馬の下へ入り込もうとしていた少女がいた。

「ル、ルナクリーク様!?」

　少女がギョッとしながら言うとルナは笑えみを浮かべた。

「邪魔してごめんね。すぐ返すから、その馬を貸してくれないかな？」
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「クッ、……ッ！」

　狼の口に並ぶ鋭するどい歯は、ラグナルの足の肉を切り分け骨に届く寸前まで侵しん入にゆうしていた。足が食い千切られるのを両手で押さえ、防ぎながら「どうすっかな」と呟く。

　ラグナルはルナが来ないなら境界森林の土や木々を食わせて落ち着くのを待つつもりだったのだが、目的地に辿たどり着くまでの間で嚙みつかれてしまった。

「ルナはまだ来ねぇのか……こうなったら、いっそ足一本くれてやるか」

　真ま面じ目めに勉強をしなかったラグナルは攻撃魔法アタツクマジツクなど使えない。一応足を差し出す以外に何とか出来る方法はあるが、それはラグナルにとって温存しておきたいものであり、またヴァルが無事だと断言できるものでもなかった。

　他ほかの触手たちは意い気き揚よう々ようと土の捕食に励はげんでいる。全触手が迷わずラグナルの捕食を優先していたら、確実にラグナルかヴァルが死んでもおかしくない重傷を負う結果になっていたであろうことを考えると、この状じよう況きようでも不幸中の幸いと言えた。

「結構土も食ったし、そろそろ正気に戻っても良いんじゃねぇのか？　ヴァル」

　そんな問いかけをしてみるが、ヴァルイレスから返ってくるのはラグナルの血に対してあがる上じよう機き嫌げんな唸り声だけだった。

「仕方ねぇか。再生力が勿もつ体たいねぇけど……！」

　覚かく悟ごを決めて、ラグナルが手を離はなそうとした、その時だった。

「ラグナル君！」

　ルナの声が響ひびいた。見ると、ルナは馬に乗ってこちらに迫せまって来ていた。

「ルナ！　待ってたぜ!!　さっさとヴァルを正気に戻してやってくれ！」

「言われなくても！」

　すると、身体からだ中から性欲を刺し激げきするオーラを発するルナの登場に触しよく発はつされて、触手の一本がルナに向かって動き始めた。

「っ！　ルナ！」

「分かってる！」

　ルナは馬を強引に方向転てん換かんさせると、飛び降りて尻しりを叩き屋敷の方へと走らせた。それから羽毛のように軽かろやかなステップで触手を避よける。すると、ルナに向かって追加でもう一本触手が伸びた。

「ったく……ちったぁ大人しくしろ！」

　ラグナルは、ヴァルの鼻に自分の頭部をぐりぐりと押し付ける。髪の毛がさわさわと鼻をくすぐり『ブシュン！』とヴァルからくしゃみが出て、少しだが、ルナにとっては十分な隙すきが生まれた。ルナは動きの止まった触手に手の平を当てる。

「クールダウン！」

　魔術が発動し、ヴァルイレスの全すべての動きが停止した。口の力が緩ゆるむとラグナルはあっさりと抜け出し地面に着地する。

「……ふぅ、この様子だと上う手まく行ったみたいだね」

「俺の髪はベットベトだけどな……。それにしても、さすが《七なな罪ざい魔ま》だな。魔術なんてそう簡単に作れるもんじゃねぇのに」

「……ラグナル君は意地悪だね」

「まぁ良いじゃねぇか。何にせよ、これにて一件落着だぜ」

　そう言うとラグナルはその場に大の字になって寝ね転ころがった。

『ラ、ラグナルさん』

　響いた声は既すでに獣けもののものではなく、ラグナルの知る心優やさしい少年の声だった。

「お、正気に戻もどったか」

『僕は、また……』

「誰だれも食ってねぇから大だい丈じよう夫ぶだ。気にすんな」

　ラグナルの言葉にルナは頷うなずく。

「そうだよ。あと、君が暴走したのはボクの責任だ。むしろ君はボクに怒おこって良いくらいさ。本当にすまなかったね」

　ヴァルは狼の頭をもたげた。

『違います……悪いのは僕です。僕が自分をコントロールできていれば────』

「いや、だから君の暴走はボクのせいだって。むしろ君はよくやったよ。普ふ通つうの魔族に使えば理性が吹ふき飛んでたはずなのに、君は耐たえてた」

『耐えれただけじゃ意味なんてありません。僕は、暴走してしまった……』

「だーからそれはボクのせいであって────」

「あぁもう埒らちが明かねぇ！　そのやり取りやめろ！　誰かが悪いとかじゃねぇだろ。強しいて言うなら運が悪かっただけだ」

『それは違いますよ……何か切っ掛かけがあったからって、行動を起こした者が全然悪くないなんてことは絶対にありません！　なのに、そんな簡単に許されたら僕はッ!!』

「あーうだうだうるせぇなぁ、俺は疲つかれてんだよ。見て分からねぇのか？」

『……すみません。でも、やっぱり僕のせいで』

「はいはいもう分かった。もういい。とにかくお前は何かケジメ付けねぇと収まりがつかねぇから裁いて欲しいんだな？」

『……はい』

「じゃあお望み通り、お前には一番重い最低な裁きを与あたえてやるよ」

「ラグナル君！　悪いのはボクだろ!?　ヴァル君を裁くのはお門かど違ちがい────」

『ルナさん！』

　ヴァルを庇かばう為ために声を上げたルナの言葉を遮さえぎったのは、ヴァルだった。

『僕を庇う必要はありません。僕は昔、魔族を食べちゃったんです。彼は死にたくないって言ってました。生きたかったんですよ。僕はその願いを、一時の欲よく望ぼうに負けて奪うばっちゃったんです。そんなの悪です。悪は裁かれなくちゃ駄だ目めに決まってます』

「……僕には君が裁かれなきゃいけない悪には、とても見えないよ」

「あーお前ら、何か勘かん違ちがいしてるみたいだけど、裁きってそれを望むヤツがいるから下るだけで、別に善悪とか関係ねぇからな？」

　ルナは拳こぶしを握にぎった。

「じゃあラグナル君は、ヴァル君に裁きが下るのを望んでるって言うのかい？」

『いえ、それは違います。裁きを望んでいるのは……僕です』

「そういうことだ。お前が何を思おうが、ヴァルが望むから裁きは下る。そんじゃ面めん倒どうくせぇし、サクッと裁きを下すぜ。お前に下される裁きは────」

　ラグナルが立ち上がり、ヴァルは目を閉じて告げられる言葉を待つ。ルナは、もし看過できない裁きであればすぐに止めるつもりで身構えた。

「────問答無用で許されるっつー裁きだ」

　ラグナルの言葉を聞いてルナもヴァルも思わず沈ちん黙もくする。

『な、なんですかソレ……』

　そしてしばらくの沈黙の後にヴァルは震ふるえる声でそう言った。

「自分を許せないヤツにとって一番キツイのは簡単に許されることだ。だったら一番適切な裁きは許すことだろ。相手を楽にしてやる裁きなんて意味ねぇからな」

『酷ひどい、ですね』

「裁きが酷くなくてどうする。まぁ、どうしてもお望み通りの楽になれる裁きが欲ほしいなら与えてやらねぇことも無いぜ？　素す直なおに助けてくれって言えば、与えてやる」

『……』

　黙だまり込んでしまったヴァルに近づくとラグナルはその狼おおかみの頭を撫なでた。

「なぁヴァル、自分を許せないって気持ちは悪くないぜ？　でも裁きを自分から望むのは単なる甘えだ。本当に悪いことをしたと思ってんなら────」

　ラグナルは眉み間けんにしわを寄せてヴァルの目を鋭い眼光で覗のぞきこんだ。

「逃にげんな！　お前が心配かけてるヤツらのことを、ちゃんと考えろ！　良いな？」

『……はい』

　ヴァルの姿が人型へと戻って行く。

「分かりました」

　そう言うヴァルの顔は、ようやく苦い物を飲み込めたような表情をしていた。

「よし、なら帰ろうぜ」

　そんなヴァルの頭を撫で、ラグナルはルナの方を見る。

「さてと、で、お前はこれからどうすんだ？　やっぱり、魔ま王おうになるのか？」

「あっはは！　やっぱり君って意地悪だなぁ。ボクは魔王になんかならないよ。みんなを幸せにできないなら、そんなものに意味なんてないからね」

「じゃあ────」

「うん！　君たちに協力するよ。色々と気付かせてくれた恩返しも兼かねてさ」

　ルナはウィンクをして言った。

「よし、これで二魔目だ！」

「はい」

　こうしてラグナルたちはやっと新しい仲間を手に入れた。

「で、お前どのくらい戦えんの？　さっき結構良い動きしてたけど────」

「ごめん。ボク、プレイ以外で叩たたくとか無理だから、サポートに徹てつしさせてもらうよ」

「……サポートタイプばっかじゃねぇか！」
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　17:31　《王座戦争アグナローラ》２日目　ラグナル邸てい

「ただいま。トロニワ、みんな」

　馬車から降りたヴァルを出で迎むかえたのは、トロニワを初めとする召めし使つかいたちだった。

「「「おかえりなさいませ!!!!」」」

「よくぞご無事で！」

「はい、ラグナルさんのおかげです。それと、心配かけてごめんなさい」

「ヴァルイレス様……っ！」

　トロニワはその言葉に感極きわまって泣きそうになったが、次いで馬車からラグナルが下りてくるのが見えてすぐに涙なみだを拭ぬぐった。

「ラグナル様……約束を守ってくださり、ありがとうございました」

「楽勝……と言いてぇところだが、まぁ、何とかなったぜ」

「おかえりなさいませ！　ラグナル様ぁ～！」

　そう言いながら走ってきたのはメリィだった。

「おう、ただいま」

「本当にご無事でよかっ……って服ボロボロじゃないですか！　血も……お怪け我がは!?」

「落ち着けよ、もう全部治った」

「本当ですか？　よく見せてください！　丁度お風ふ呂ろの準備もできてますから、そのついでだと思って。さぁ、服を脱ぬいでください!!」

「待て！　そういうワードは──「今、服を脱いでって言った!?」

　ルナが馬車から飛び出してきた。ラグナルは面倒そうに溜ため息いきを吐つく。

「……お前の聞き間ま違ちがいだ。あと、上の立場の者として、まずはみんなに自己紹しよう介かいをしておくべきなんじゃねぇのか？」

「おっと、それもそうだね」

　ルナは御ぎよ者しやに、もう行っても良いと手で合図した。そして、新たな《七なな罪ざい魔ま》の登場に、少し騒さわがしくなったヴァルの従者たちに笑え顔がおを向ける。

「初めまして、ボクはルナクリーク・ルクスリア。これからお世話になるからよろしく。あ、でも下半身のお世話はボクに任せて！　すぐスッキリ────」

　スパァン！　と、ラグナルの手によりルナの頭から良い音が響いた。
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　食堂に恒こう例れいの面々に加えてルナがいた。

「本日午前四時から午後五時までの調査結果を報告させて頂きます。セラブリス・イーラは依い然ぜん、火山地帯で暴れ回っていると思われます」

「待て、『思われます』ってどうして曖あい昧まいな言い方なんだ？」

　ラグナルは紅茶のカップを口に近づけながら、早さつ速そく疑問点に突つっ込んだ。

「普通の魔族にとって、例の火山地帯は長時間いると命に関かかわりかねません。その為、交代制で調査を行う必要があるのですが、セラブリスが暴れたことによる地形変動も相まって交代するたびに姿を見失っており、断だん片ぺん的な調査になってしまっているのです」

「大変ですね。調査班には無茶をしないようにとお伝えください。あと、水分補給を忘れないようにとも。水すい筒とうに水が入ったまま脱だつ水すい症しよう状じようで死亡する方もいるそうですから」

「必ずお伝えしておきます」

　トロニワは、クレープを食べているヴァルに軽く頭を下げた。

「それにしても火山地帯だなんて、あの健康的なセラちゃんの肌はだを汗あせが伝っていると思うと興奮しちゃうなぁ～、谷間とかにツ～っと────」

「ふざけずに聞け」

「分かったよ」

　ルナは大人しく黙った。

「スティンナース・アバリーティアは生死、所在共に不明。マリニスカ・インヴィーディアは相変わらず不安定な様子で家に引きこもっています。それと、調査の結果分かったことですが、マリニスカ邸には建物そのものに強力な強化魔ま術じゆつがかけられていました。扉とびらさえ開けてしまえばどうということはありませんが、開けられなければ鉄てつ壁ぺきの守りを実現し続ける代しろ物ものです。クレイアード・スペルビアは現在、兵力の増強は行っていない模様ですが、城に何らかの意図を持って作られたのだと思おぼしき謎なぞの部位が追加されていました。これに関する詳しよう細さいは不明です」

「それって、どんな部位なんです？」

「こちらです」

　メリィに言われてトロニワは写真をテーブルの上に出した。そこには魔王城に勝まさるとも劣おとらない豪ごう華かな城に、斜ななめの塔とうのようなものが生えている建物が写っていた。

「これ、何でしょう？　……大たい砲ほう？」

　首を傾かしげながらメリィは言った。

「この大砲に見合ったサイズの砲ほう弾だんを飛ばすとなると、まず火薬じゃ無理だな。大規模な爆炎魔法陣ボムフレアサークルを用意する必要がある。でも、もしそれが用意できるならそっちで直接攻こう撃げきした方が楽だぜ」

　一同が謎の塔に頭を悩なやませていると、ルナが「あっ」と声を上げる。全員の視線がルナに向けられた。

「これちんちんじゃない？」

「んなわけあるか！」

「あるよ！　見てラグナル君！　この先せん端たん部分！　ちんちんその物でなかったとしてもぽいかぽくないかで言えば十分にぽいよ！」

　いつの間にか十七個めのクレープに手を伸のばしていたヴァルが、急に手を止めた。

「でも、だとしたら何な故ぜお城におちんちんのオブジェを……？」

「ぶふッ！」

　真しん剣けんな表情でヴァルが言ったのに耐たえられず、ラグナルは吹ふき出した。

「もー！　ラグナル様もルナ様も！　真ま面じ目めにしてください！」

「す、すまん、メリィ。ほら、ルナ！　お前も、もうふざけんなよ？」

「ふざけてないってば！　ボクは真剣におちんちんっぽいって言ったんだ！　ヴァル君という共感者もいる！　確実に笑った君よりも真面目だったよ！」

　トロニワは軽く溜息を吐いた。

「……手がかりも情報も無いものについて議論することは得策ではございません」

「いや、だからね？　トロニワちゃん。ちんちんっぽいって手がかりがあるんだよ！」

「この塔のようなものについては、私共でもう少し調査を続けておきますので、まずは今後の方針についてお話すべきかと」

「あれ、トロニワちゃん？　ボクにだけ視線向けてなくない？」

「そうですね……塔という謎が残っているクレイアードを除外し、セラブリスとマリニスカ。どちらから攻こう略りやくするのかを、まずは決めませんか？」

「あ～、無視だねコレ」

「……まぁ、当然マリニスカだな。セラに比べて安全だし、引き込む方法も分かってる」

「脅きよう迫はく、ですね」

　トロニワの言葉をラグナルは頷うなずいて肯こう定ていした。

「マリニスカさんが相手では仕方のないことかもしれませんが……少し嫌いやですね」

「あ、じゃあさ、ボクに任せてみない？　誘ゆう惑わくすれば一発で────」

「ダメだ。屋や敷しきそのものが鉄壁の守りになってるってことは、逆を言えば閉じ込められたら出られないってことだ。行くなら三魔じゃねぇと危ねぇ。それと……」

「それと？　何？」

「……周りに止めるヤツが居なかったらお前、絶対マリニスカにナニかするだろ？」

　目を見開いてルナは手をポンと打ち鳴らした。

「嫌だなぁ、そんなことしないって！」

「何で手ぇ打った？　……本当に何か変なことすんなよ？」

　ラグナルは大きな欠伸あくびをした。

「……ま、とりあえず行動を起こすのは明日だ。今日は疲つかれちまったよ」

「じゃあもう寝ねちゃいましょう、ラグナル様」

「そうする。ってことだから、ヴァルもルナも明日まで好きに過ごしてくれ。明日の……十五時くらいにマリニスカのとこへ行こう。そんじゃ、おやすみ」

「ラグナル様、お部屋の修復度は五十％ほどですので、仮のお部屋の方へ案内しますね」

「あぁ、頼たのむ」

「私共の方で警けい戒かいはしておきますので、ゆっくりお休みくださいませ」

「おう、任せた」

　ラグナルはトロニワに軽く言うと、メリィと共に食堂を後にした。

「じゃあボクは一いつ旦たん、みんなの様子を見に屋敷へ戻もどろうかな。と言っても、何の問題も無いとは思うけどね。それじゃ、トロニワちゃん。ヴァル君。おやすみ～」

「……トロニワ、僕はもう少しクレープ食べてて良いですか？」

「もちろんです。他ほかにも食べたいものがあれば、何なりとお申し付けください」

「ん～、今はクレープだけで良いです……あ、ところでトロニワ。ちょっと分からない単語があるんです。教えてもらってもよろしいですか？」

「何でしょう？」

　クレープを飲み込みヴァルはトロニワに視線を向ける。

「オ○ニーって何ですか？」

　目を見開いたトロニワの手から銀細工のトレーや報告書類が落ちた。
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　01:22　《王座戦争アグナローラ》３日目　マリニスカ邸

　マリニスカはぬいぐるみが大量に置かれた自室のベッドの上で、両りよう膝ひざを抱かかえて座っていた。クレイアードの巨きよ大だいな黒くろ傘がさ……曰いわく単なる整地装置によって大敗し、自分の用意した砲ほう台だいごとまとめて我が家の庭まで放ほうり投げられて以来、彼女は眠ねむれていなかった。

「私、何で殺されなかったのかしら。いつ、死ぬのかしら。何でよ。どうして私が気絶してる間に殺さなかったのよ！　クレア……ッ！」

　自分の腕うでに爪つめが食い込んでも力は弱まらなかった。

「アンタに勝てなかった時点で、《王座戦争》なんて終わった様なもんなのに……！」

　マリニスカがそう考える理由は、クレアが同じ規格の中で最強なのではなく、規格外に位置する力を持っているから最強であることに存在した。クレアを除く《七罪魔》の《礎フアウド》をすべて集めようと、クレアには届かない。

　ならばクレア以外の《七罪魔》同士の戦いなどすべて茶番。本当に生き残るための戦いはクレアとの一戦だけだ。だがその一戦にマリニスカは既すでに負けていた。

「ねぇみんな、もしかしてここから奇き跡せきが起きて、私が生き残ったりするのかしら」

　マリニスカは自室に並ぶぬいぐるみのみんなに声をかける。

「うふふ、そうよね。そうだわ。奇跡が起きる余地はまだあるわよね。うふ、うふふふ」

　笑顔から一気に憤ふん怒ぬの形相に顔が変わると、マリニスカはぬいぐるみを一つ摑つかんで壁かべに向かって投げつけた。

「そんっっっっっっな都合の良いことッ！　ある訳ないじゃなぁああいッッ!!」

　怒いかりと嘆なげきの悲鳴を上げて、大おお粒つぶの涙なみだを流しながらシーツを被かぶる。

「……なんなの？　私って、なんで生まれたの？　ここでこんな風に、惨みじめに死ぬなら、いっそ生まれない方が良かったじゃない！　誰だれか、誰かさっさと殺してよ……どうせ生き残れやしないんだったら、さっさと死んだ方が……う、うぅでも怖こわい、嫌だ！　死にたくない！　だってまだ、まだ幸せになってないっ！」




　────貴様が不幸なのは貴様が貴様のままだからだ。




「ッ！」

　不意に幼き日の出来事を思い出していた。それは、まだ《七なな罪ざい魔ま》に選ばれるずっと前の事。幼おさな馴な染じみであるクレアに言われた言葉だった。あの時の虫けらでも見るような目をマリニスカは今でも忘れる事ができない。考えているうちにどんどんと黒い感情が燃え上がり、思わず顔を上げて叫さけぶ。

「うるさい！　うるさい！　そんなこと言ったら、私はどうやったってダメだったってことになるじゃないッ！　大体、アンタが私の立場だったら、アンタは私みたいにならなかったって言うの？　ふざけんな！」

　そう言いつつ、立場が逆でも、マリニスカにはクレアが自分のようになっているところを想像できず、そして自分がクレアのようになっているところを想像できなかった。

　コン、コン──。部屋の扉がノックされた。

「マリニスカ様、ご来客です」

　仕事は仕事と割り切ったような、感情の無いメイドの声が扉の向こうから聞こえた。

「誰よ」

「《七罪魔》のルナクリーク・ルクスリア様です。武装はしておらず、本人は話し合いに来たと言っていました」

　問答無用で殺してくれれば良いのにと思う気持ちと、まだ死なずに済むと安心する気持ちが湧わきあがってマリニスカは頭を搔かきむしった。

「いかがいたしましょう」

「追い返すに決まってるでしょ！」

　投げやりに言ってマリニスカはぬいぐるみを扉に投げつけた。

「……畏かしこまりました」

　メイドが扉の前を立ち去るのを感じながらマリニスカは目を閉じた。

「こんな能力さえなかったら、普ふ通つうに生きて、普通に友達もできて、普通にイケメンの彼氏と恋れん愛あいしてたはずなのに……」

　瞼まぶたの裏を見ながら、妄もう想そうを開始する。オーロラのような長ちよう髪はつと切れ長の瞳ひとみ。シャープな顎あごのライン。高い鼻を持つ長身。喉のどからは綺き麗れいなバリトンボイスで「ハニー」と呼ぶ声が響ひびく優やさしい俺様彼氏。折角の俺様なのに優しいところがミソ。傲慢不ふ遜そんな俺様男が自分だけを割れ物の如ごとく大切にしてくれて────。

　コン、コン──。再びノックの音が響いた。

「……何よ」

「俺様に対して随ずい分ぶんと無愛想じゃないか、ハニー」

　それは心の中で思い描えがいていた俺様彼氏の声そのものだった。驚おどろいて飛び起きると同時に扉とびらが開かれる。

「なっ、あっ！」

　姿を現したのは、マリニスカが思い描く理想の男だった。

「どうしたんだぜ？　そんな、鳩はとが背中でタップダンス踊おどられたような顔して……」

「ス、ステキ……！」

　そう呟つぶやいた後でマリニスカはハッとしてブンブンと首を左右に振ふった。

「って違ちがう！　鳩が背中でタップダンス踊られたら死ぬわよ!!　何!?　私は潰つぶれた鳩みたいな顔してるわけ!?　って、違う違う！　アンタ、ルナクリークでしょ!?」

「その通り、俺様はルナクリーク・ルクスリア。ハニーの理想の情夫だぜ。熱く焼けつくような感情をこめてルナと呼んでくれ」

「誰が呼ぶか！　っていうかどうやってここに来たのよ!!　召めし使つかいたちは!?」

「聞かなきゃ分からないのか？　俺様の甘い囁ささやきに逆らえるレディースもジェントルメンも、この世には居やしない。それは、お前が一番よく分かってるだろう？　ハニー」

「ス、ステキ……って違う違う違う！　ふざけないで、ルナクリーク！　というか、話があって来たんでしょう!?　だったらさっさと、その話をしなさいよ！」

「あぁ、それはここに来るための噓うそだぜ」

「ッ！　……うふ、うふふふ！　なによ、やっぱり私を殺しに来たのね。良いわよ？　殺したかったら殺せばいいじゃない！」

「ハニー、勘かん違ちがいするな。俺様がここに来たのはお前を抱だくため、だぜ？」

「へっ？」

　これぞルナがここに来た理由だった。ラグナルたちのお固さを考えて、マリニスカとはヤれないだろうと思っていたが、他ならぬラグナルの言葉でその思い込みが消えた。

　一発ヤりたいなら、止める者が周囲に居なければ良い。つまり、今ここで動くことがルナにとってはベストだった。

　加えて言うとこれは、自分の能力であればマリニスカを籠ろう絡らくする自信もあったし、ラグナルたちに脅迫されるよりもこちらの方が良いというルナなりの配はい慮りよでもあった。

「もう一度言ってやろうか？　俺様は、お前を抱くために、ここに来たんだぜ？」

　マリニスカの顎に指を添そえながら、目を覗のぞき込んで言う。すると濁にごった水色の瞳が涙で潤うるんだ。魅み了りよう成功の手て応ごたえを感じて、ルナは早さつ速そく少女をベッドに押し倒たおそうとした。

「ハッ！　やめなさい！」

　バチン！

「痛いんだぜっ!!」

「結けつ婚こんもしてない男女がそんなこと、不潔で不純よ！」

　ルナは我に返ったマリニスカにビンタを食らっていた。ルナは混乱しながらマリニスカを見るが、魅了はしっかりとかかっていた。

「ハ、ハニー？　俺様に抱かれたくないのか!?」

「だ、抱かれたくないわよ！　だ、抱かれたくなんか……あぁああああああ～ッ！　ダメよ！　しっかりしなさい私！　相手はルナクリーク！　イケメン彼氏じゃない！」

　マリニスカは声を上げると自分の両頰ほおを三回ほど叩たたいた。そしてルナを睨にらむ。

「っていうかアンタ、こんなことしてて良いわけ？　今は《王座戦争》中よ？　生き残るために、必死になって《礎》集めしてなくていいわけ!?」

「あぁ、心配するな。俺様はハニーの愛の力があれば無敵だぜ」

「す、ステキ……！　って違う違う違う違う！　真ま面じ目めに答えなさいよ！　演技じゃなくてアンタ自身の言葉で！」

「じゃあ言うけど、ボク《礎》とか集める気ないよ？　だって《王座戦争》失敗させることに決めたし」

「……はッ!?」

　素すの口調と衝しよう撃げきの内容によってマリニスカは少し呆あつ気けにとられた。

「そういうことだから、ハニー。甘い夢を見ようぜ？」

「す、ステ────じゃない！　アンタそれどういう……」

　期待する表情でそこまで言って、マリニスカは突とつ如じよ自じ嘲ちよう気味に笑った。

「って、関係ないわね。どうせそれも最後には私を裏切って行くんだもの……」

　魅了が解ける感覚にルナは顔をしかめた。強きよう靭じんな理性を持っている相手にはそもそも魅了がかからないが、魅了が解けるという現象は対象が心に強い自己否定や孤こ独どく感、周囲への強い疑念を抱えていた場合に発生するものだった。

　性愛に関する魔ま術じゆつのエキスパートであるが故ゆえに、知識としては知っていたが、ルナが経験するのはこれが初めてだった。

「むぅ……手て強ごわいね」

　マリニスカのあまりに強い自己否定に、ルナクリークはセ○クスとは別に、マリニスカの心を助けたいという感情が芽生え始めていた。

　性せい欲よくの方は帰りがけにマリニスカ邸ていのフットマンやメイドを数名お持ち帰りすることで満たすことにし、ルナは変身を解除した。

「……どうして元の姿に戻もどったのよ」

「真しん剣けんに話がしたいと思ったからだよ。それで……君は、どうしてそう思うんだい？」

「ふふ、聞きたい？　うふふふふ……じゃあ聞かせてあげる。私は昔、クレアと一いつ緒しよに神童って呼ばれてたの。クレアは《創造》を持ってたから。私は練習無しで何でもできた上に《創造》まで使えたから」

　マリニスカがクレアと同じ能力を持っていたという発言にルナは驚いたが、マリニスカの話がまだ終わっていないのであえて口は挟はさまなかった。

「あの頃ころは幸せだったわ。でもそれは、まだ何にも知らないだけだった。私の《創造》は近くにクレアがいないと使えなかったのよ。すぐに私の能力がただの《模も倣ほう》だってことが分かったわ。その瞬しゆん間かん、みぃ～んな私から離はなれて行った。それどころか、私を邪じや魔ま者ものみたいに扱あつかうようになって行った……うふふ、理り不ふ尽じんでしょう？」

　濁った水色の瞳がさらに濁った。

「意外に思うかもしれないけど、急に疎うとまれるようになった私と変わらずに接してくれたのは、クレアだけだったわ。『アイツらは能力しか見ていないクズどもだ』って言ってね。……クレアだけが、私の味方。あの時は本気でそう思ってたわ。でもある日、『貴様が不幸なのは貴様が貴様のままだからだ』って、アイツ急に言ったの。虫けらを見るみたいな目で！　それからクレアは、私のことを相手にしなくなった……」

　そう語るマリニスカの瞳には涙なみだが浮うかんでいた。

「全部が私を裏切った。自分の弱さですら私を裏切った！　何で《七罪魔》になんて選ばれなきゃいけなかったの？　《王座戦争アグナローラ》なんて、クレアの勝ちで当たり前なのにっ！　もうこんなの嫌いや！　もう何にも裏切られたくない！　普通に生きたい！　それが叶かなわないなら、せめて楽に死にたい……！」

　マリニスカの目から涙がこぼれた。

「……そっか。それがマリィちゃんの望みなんだね。だったら、まずは言っておかなきゃいけないことがある」

「何よ……」

「何にも裏切られないなんて、全然普通じゃないってことだよ。誰だれだって、大なり小なり裏切られることはある物だよ。他人だけじゃなくて、自分とかにもさ」

「そんな経験、アンタにあるわけ？」

「……ボクには、『弱者に生きる価値は無い』と決めつけていた父が居た。そんな父を反面教師にして、ボクは平等な世界を作ろうとした。でも、目的が違うだけで、同じことをしてた。自分は正しいと決めつけて大失敗さ。裏切られた気分だった。けどボクは父と違ってまだ生きてた。今世は今回限りだ。死んだらやり直せない。でも、生きているなら話は別だ。だって、生きてれば絶対に未来は訪おとずれるんだからね」

「……未来」

「どう？　未来が君の所にだけ訪れないなんてことは無いよね。ボクは、この事実は絶対に君を裏切らない物の一つにして良いと思う。そして、君の目の前にいるのは、その未来のおかげでここに居る魔族だ。ねぇ、マリィちゃん────」

　ルナがマリニスカに手を差し伸のべる。

「生きてれば幸せになる可能性は絶対にあるよ。だから、まずはボクらと一緒に、生き残ることから始めよう！」
















　マリニスカは、ルナの手を叩いて払はらった。

「……気に入らない。とっても気に入らないわ」

「マリィちゃん……」

　ルナは、自分の言葉はマリニスカに届かなかったと、両眉まゆを下げて少し俯うつむく。

「アンタなんかの言葉で、ちょっとやる気になってる自分が、気に入らない」

　だが続いて出てきた少女の言葉を聞いて、ルナの顔はパッと明るくなった。

「それじゃあ……！」

「嬉うれしそうな声を出さないで！　私は、ただ……その、生き残りたいだけ！　そうよ、それだけなんだから……今はとりあえず、それで良いわ」

　こうしてルナは新たな協力者を得ることに成功し、マリニスカは、まず生き残ることから始めてみることにした。

「あ、そうそう。もう一つ、君を裏切らない物を見つけたよ」

「……一応聞いとくわ」

「オ○ニーだよ！　エッチな気分で弄いじってれば絶対気持ちよ────ぐひゅ！」

　アッパーが顎あごに入れられ、ルナはひっくり返ることになった。

「サイッッッッッテェエーッッッッ!!」

　力強い罵ば倒とうがルナに浴びせかけられた。
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　21:10　《王座戦争アグナローラ》２日目　境界森林ボーダーフオレストの外れのとある小屋

　中年魔族、ダン・ティークは、繊せん細さいな銀細工でできたトレーを持って、小屋の廊ろう下かを歩いていた。トレーの上には、牛乳でしっかりとふやけさせたドライフルーツ入りのシリアルと純白の封ふう筒とうが載のっていた。

　ダンは深呼吸をして、扉とびらをノックする。

「失礼します！　スティンナース様！　お食事と、本日、クレイアード様から届いたお手紙をお持ちしました！」

「……入りなさい」

　返事を聞き、ダンは扉を開く。

　ナースは左ひだり腕うでと両足が無く、車くるま椅い子すに座っていた。かなりの大おお怪け我がだったが、セラに殴なぐり飛ばされた後のナースは四し肢しも無く、折れていない骨も内出血を起こしていない皮ひ膚ふも無い状態だったことを思えば、大回復を遂とげたといえよう。

　ちなみに、セラの攻こう撃げきを防ぐために魔力を使い果たしていたナースが一命を取り留めたのは、ダンの治ち癒ゆ魔ま術じゆつのおかげだった。

「お口に合うと良いのですが……」

　ダンはテーブルの上にトレーを置いた。

「そんな物の味に期待なんてしてませんわ。それよりクレイアードからの手紙を読み上げなさい。同盟に関する返事のはずですわ」

　セラに殴り飛ばされた後、ナースはダンを使って、クレアに同盟を持ちかける手紙を送っていた。そうした理由は、《王座戦争》中に完治しそうもない怪我を抱かかえて生き延びるには、同盟を組まなければ難しいと思ったこと、そして単なる消去法だった。

　性格の悪すぎるマリニスカと、サポートタイプのルナ、そして扱い方さえ心得ていれば問題ないであろう最強のクレア。これでクレアを選ばない方が異常である。

　クレアが相手では同盟を組むのが難しそうだったが、そこは情報を売ることにした。ラグナルが《王座戦争》の失敗を目的に動いていることを手紙に書いておいた。

「お手紙を読み上げましょうか？」

「さっさとなさい」

　ダンは封を切り、中の手紙を広げた。

「……クレイアードは何と？」

「いえ、その……」

　ナースは瞼まぶたを開いて《強奪魔眼ドルエクスオ》を使い、歯切れの悪いダンから手紙を奪うばい取った。そして手紙を読み進めると、舌打ちをする。

「貴様は余に相応ふさわしくない……？　ふざけてますわね、クソッ！」

　ナースは手紙を丸めると投げ捨ててテーブルを叩たたいた。これでナースはボロボロの体だけで、他ほかの《七なな罪ざい魔ま》をすべて倒たおさなくてはならなくなった。

「……ひとまず落ち着いて、お食事を為なさっては如何いかがですか？」

　なだめるように言われてナースは、スプーンを幼子がクレヨンを持つように握にぎった。切れた物を繫つなげるのと、無くなってしまった物を生やすのでは、治癒に掛かかる労力も魔力も大きく異なる。ナースの指はまだ器用に動かせなかった。

　自分の屋や敷しきに戻ることができれば、己おのれの財を活用できたのだが……ナースの屋敷はラグナルとヴァルによって制圧されている可能性があった。実際はどうなのか調べたかったが、ダンは単なる中年魔族。密みつ偵ていに使うには不安が大きかった。

　素人しろうとの手て駒ごまは動かせば動かすほど却かえって相手に情報を渡わたすことになりかねない。使うのは最小限かつ最高の一手であるべきだ。だがその一手が思い浮かばなかった。

「あっ」

　微かすかに震ふるえる手で考え事をしながらシリアルを食べ進める途と中ちゆうで、ナースは手に力が入らなくなって行き、スプーンを床ゆかに落としてしまった。

「すぐに新しい物に取り替かえます」

　ダンはスプーンを拾い上げると部屋から出て行った。

「クッ……ゥウウ……ッ！」

　ナースは自分の手の平を少し見つめた。そして自分の体のことを思い、ラグナルとヴァルイレスへの憎にくしみが燃え上がるとナースは衝しよう動どう的にテーブルを叩いた。

「ラグナルゥウ！　アイツさえいなければぁ……!!」

　セラは思い通りに動き、自分は楽に魔ま王おうになっていたはずなのだ。痛み続ける体と不自由な右腕で、簡単な食事にも苦労せずに済んだ。

「必ず仕返しをして……」

　ナースはそこまで言ったところで最高の一手を思いつき、口元に笑えみを浮かべた。

「アレがありましたわね。ふふふ」

　ナースは目をカッと見開いた。すると、空間が瞼まぶたでも開かれるように裂さけ、その中に珍ちん品ぴんの一つ──被かぶるだけで使用者の気配、姿、臭においを消せる黒いマントが映し出された。

　彼女の能力である《強奪魔眼ドルエクスオ》は、直接見た物を自身の手中に置くことができるという代しろ物ものであり、さらに魔ま力りよくを送り込むことで自分の所有物であれば空間を超こえて視し認にんし再び手に収めることができるのだが、

「ぐ、うぅう……」

　空間を超えて視認するのは目に負担がかかる。ナースの目からは既すでに血の涙が流れ始めていた。ラグナルたちの前でやった時には平然として見せていたが、あの時も針で刺さすような痛みに耐たえていた。ナースが奪う動作をすると、裂けた空間の中に映し出されていたマントが自分の手元へと一いつ瞬しゆんで移動した。それからナースが瞳ひとみを閉じると空間も閉じた。

「ふふ」

　このマントを持たせてもまだ不安だが、一応ダンを潜せん入にゆうに使える。そして、この一手から状じよう況きようを大きく覆くつがえせるかもしれなかった。

「ラグナル……自じ慢まんのメイドは、貴方あなたにとってどの程度価値のある物なのかしらね」
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　08:15　《王座戦争》３日目　ラグナル邸てい

「ラグナル様！」

　荒あら々あらしく扉が開かれたことで、ラグナルは驚おどろきながら目を覚ました。

　扉を開けたのはトロニワだった。

「うぉおっと!?　な～んだよ、また随ずい分ぶん慌あわてた様子で……」

「メリィさんが────」

　とても普ふ通つうとは言えない様子のトロニワからメリィの名が出たことでラグナルは顔を強こわ張ばらせてベッドから起き上がるとそのまま立ち上がった。

「ゆ、誘ゆう拐かいされました！」

「……!?」

「今朝から姿が見えず、呼んでも返事が無く、部屋の中を覗のぞいてみたら、これが」

　ラグナルはトロニワが差し出して来た手紙を受け取ると、「メイドに無事でいてほしければお前と仲間と敵に死を」と書かれていた。

　ラグナルはそれを見て舌打ちすると手紙を破く。

「私たちが付いていながら……」

「いや、俺のせいだ。メリィは戦せん闘とう能力がまるでない。離はなれずに注意しておくべきだった」

「とりあえずメリィの部屋と、部屋に出入りできる箇か所しよを探さぐってくれ」

「既に、他の者に向かわせております。あの……このような事になって、心配しておりましたが、ラグナル様は随分と落ち着かれているようで、安心しました」

「……いや、結構動どう揺ようしてる。証しよう拠この手紙、破いちまった」

「それは繫ぎ合わせれば読めますので、大だい丈じよう夫ぶでしょう。あまりご自身を責めないでください。私は調査に戻もどりますので、また何かあればお申し付けください」

「あぁそうだ、トロニワ！」

「はい？」

「ヴァルから絶対に目を離すな。絶対に、だぞ？　何が起きるか分からねぇからな」

「承知しておりますとも」

　トロニワが部屋から出て行った後、ラグナルはベッドに倒れこんだ。

「あー、クソ……面めん倒どうなことになっちまったなぁ」

　そこでふと、ラグナルはメリィと出会った時の事を思い出した。アレは、人界で適当に人を救って神の使いを騙かたり、信しん仰こう心を利用して楽に生きてやろうとしていた頃ころの話だ。

　ラグナルは、住すみ処かを奪った動物たちを宗教国家に誘ゆう導どうし、人々がパニックになっているところを救い、熊くまを一いち撃げきで倒す姿まで見せた。結果、上う手まく騙だませたが、教皇は「貴き殿でんには特別に我が傍そばで仕えることを許そう」等と抜ぬかしたのだ。

　その言葉で計画が潰つぶれた腹癒いせに、ラグナルはその国で何な故ぜか邪じや神しんとして囚とらわれ、人の憎ぞう悪おを向けられ続けていた魔ま族ぞくを救い出した。国を混乱の渦うずに叩き落とすことが目的だったので、助けた者などどうでもよかったのだが……魔族の少女は「このご恩を返しきるまで貴方の傍から絶対に離れません！」と言って付いてきたのだ。

　あの時はやたら付いてくる面倒なヤツだと思っていた。だが今は────。

「あんな良いメイド、手放して堪たまるか……」

　ダッダッダッダッダッダ────バン！

　駆かける足音が近づいて来て荒々しく扉が開かれた。

「ラグナル様！」

　扉を開けたのはフットマンだった。

「今度は何だよ!?」

「ルナクリーク様がマリニスカ様を連れ、こちらへ向かっている姿が確認されました！」

「あ～……アイツ、結局行きやがったのか……」

　ラグナルは立ち上がって、玄げん関かんホールへと向かった。

「やぁラグナル君！　マリィちゃんが会いたいって言うから連れてきたよ！」

　ラグナルが玄関ホールに辿たどり着くと、早さつ速そくルナの弾はずんだ声が飛んできた。

「……色々と言いてぇが、今はそれどころじゃねぇ。用件は手短に頼たのむぜ」

「手短も何も、私はアンタたちに協力してあげるって伝えに来ただけ。じゃあね」

　それだけ言い残して立ち去ろうとするマリニスカの手をルナは摑つかんだ。

「待ってよ、折角来たのにそれだけ？」

「お邪じや魔ましないよう帰るのよ。屋敷全体が騒さわがしいのに気付かないの？」

「え？　あぁ、そう言えばそうだね。何かあったの？　ラグナル君」

「実は────」

「ラグナルさ～ん！」

　ヴァルが声を上げて走って来た。

「手て掛がかりになりそうな物、見つけました！」

「本当か!?」

「はい！　と言っても、目に見える物じゃなくて、臭いなんですけどね。メリィさんの部屋に、クローゼットにずっとしまい込んでいた服みたいな臭いが不自然に残っていました。とりあえずこの臭いを追って行けば誘拐犯に辿り着けると思います」

「ちょっとちょっと、誘拐犯ってどういうことだい？」

「メリィが攫さらわれた」

「えぇ!?　大変じゃないか、ボクも何か手伝うよ！　マリィちゃんも一いつ緒しよに────」

「はぁ？　メリィが誰だれだか知んないけど、私には関係ないでしょ？　それに《七罪魔》が三魔も居れば十分でしょ。私は行かないから」

　ラグナルは溜ため息いきを吐ついた。

「悪いがそうも行かねぇ。これは《王座戦争アグナローラ》に関係してる案件だからな」

「え？　ラグナルさん、犯人分かってるんですか？」

「ああ。犯人は──ナースだ」

「ナースさん!?」

「あぁ。誘拐犯は、俺と味方と敵の命をご所望でな。それで得するのは、生死不明なスティンナースだけだ」

「ふ～ん。なるほどね。じゃあ、マリィちゃん。君は協力者になったんだから、この件は文字通り協力するしかないんじゃない？」

「……チッ！　はいはい、分かったわよ……私も行けばいいんでしょ」

「それじゃあ、ラグナルさん。早く臭いを追って、メリィさんを助けに向かいましょう」

「いや、その前にトロニワに俺が『絶対に付いてくるな』と言っていたと伝えてきてくれ」

「え？」

「あくまでも、俺が言ったってのは忘れないでくれよ？」

「わ、わかりました……」
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「さてと、それではルナさん。お願いします」

「オッケ～」

　ルナがクールダウンを使用すると、ヴァルは本来の姿へ戻った。

『皆みなさん、ボクの背中に乗ってください』

「便利に使ってんなぁ～……よっと」

　ヴァルに言われたとおりラグナルたちは背中へと乗る。

『しっかり摑まっててくださいね。では、行きますよ！』

　土を蹴けり、ヴァルは臭いを追って走り出した。

「ねぇ。攫われたメイド、確かメリィって言ったっけ？」

「あぁ」

「マリィと被ってるわよね。並んで書いてたら絶対読み間ま違ちがえるわ……ムカつく」

「じゃあお前のニックネーム、今日からニスカな」

「んなッ!?　メイドの名前を変えなさいよ！　私《七なな罪ざい魔ま》よ？」

「でも俺様は、ニスカって可愛かわいくて良いと思うぜ？」

　ニスカの理想のイケメン彼氏の姿となったルナが、甘く囁ささやくように言った。

「ス、ステキ────って違う！　あぁもう！　ルナ！　私で遊ぶんじゃないわよ！」
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　ヴァルが臭においを追って走り続けること約一時間。犯人を追って一行が辿り着いたのは境界森林ボーダーフオレストだった。

「まさかこんな所に続いてるとはな」

『……もしかすると罠わなを張っているかもしれませんね』

「問題無ねぇ」

　そう言うなりラグナルを中心に魔力が広がりその場にいる全員を包みこむ。

「お、何だいこれ」

「オートマチックミスフィールド。俺お手製の、魔力が途と切ぎれさえしなけりゃ発動し続ける防御系魔術デイフエンスマジツクだ。これを纏まとってりゃ大体の攻こう撃げきは逸そらせる」

『じゃあこれで安全に進めるんですね？』

「一応警けい戒かいはしろよ？　万能じゃねぇんだから」

　ヴァルは歩いて森の中へと足を踏ふみ入れた。

「ラグナル、アンタって結構芸達者なのね」

「いや、俺はこれしかできねぇよ」

　ラグナルがそう言った瞬しゆん間かん、ヴァルの右前まえ脚あしの下に赤色の小さな魔ま法ほう陣じんが広がった。

『あ』

　魔法陣が爆ばく炎えんを吐はく。しかし炎ほのおはヴァルの足の周りを滑すべるようにして流れて行き霧む散さんして行った。熱すら感じることは無く、ヴァルは思わず感かん嘆たんの声を上げた。

『すごいですね、これ！』

「何驚おどろいてんだ。お前はセラのでとっくに経験済みだろ」

『あの時はセラさんが衝しよう撃げき的過ぎたので、あんまり印象に残ってなかったんです』

　ヴァルはそう言って改めて歩き出す。

「確かにありゃ衝撃的だった。にしても、設置型小爆魔法陣ミニマインサークルなんざ仕掛けやがって……」

『用心深いですね』

　ヴァルが通りかかったところで木に黄色の小型魔法陣が浮うかび上がり電撃が放たれた。

「きゃあっ！」

　ニスカは悲鳴を上げたが走る稲いな妻ずまは逸れて進み一行に当たることは無かった。

「……炎も電気も、エッチなことに使えるよね」

「どう使うのよ……」

「興味がお有りで!?」

「そういう意味で聞いたんじゃないわよ！」

　ニスカがそう言ったところで爆発音が聞こえた。

「何だ今の」

　ヴァルはスンスンと鼻を鳴らした。

『あっ！　メリィさんの臭いがします！』

「本当か!?」

『はい、すぐに行ってみましょう！』

　ヴァルは音のした方へと走り出した。
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　ラグナル一行が爆発音を聞く十数分前。後に爆発地点となる小屋の中で手て枷かせと足枷を付けられたメリィが床ゆかに転がされていた。

「んふふふ、これでラグナルがどう動いてもすべてはワタクシの掌てのひらの上……ダン！　大おお手て柄がらですわね。貴方あなたには要求していた金額以上の報ほう酬しゆうを約束いたしますわ」

「……ありがとうございます。では、私はこれで……」

　ダンは部屋を出て扉とびらを閉じた。その瞬間、盛せい大だいな溜息を吐く。

「やっちまった～……オイラぁ娘むすめっこ攫ってな～にやってんだ……」

　思わず素すの口調が出る。実は、ナースにダンが従っている理由は、詐さ欺ぎで奪うばわれたレーネルガルト卿きようの財産を取り戻もどすためである。破産した主あるじに好きに生きろと言われ、忠誠心を忘れる為ために魔王都から遠く離はなれた境界森林に移り住んだ。その矢先に詐欺事件を裏で手引きしていたという噂うわさのあるスティンナースが瀕ひん死しの状態で、空から降って来た。

　財産を取り戻すチャンスだと思った。しかし、

「これじゃ財産は取り戻せても、あの方に合わせる顔が無ぇだ……」

　ダンが成したことは決して主が称しよう賛さんしない行こう為いだった。

「んだどもここでやらねぇと……あぁ、チキショウ！　どうすりゃいいんだべ……」

　苦く悩のうするダンとは対照的に、この時ナースは上じよう機き嫌げんだった。

「今いま頃ごろラグナルはマントの臭いを辿ってこちらに向かっている頃ころかしら」

　ナースは優ゆう雅がな笑えみを浮かべる。それに対するメリィの表情は、浮かない物だった。

「う～ん……」

「……なんですの？　その顔は」

　ナースは妙みように余よ裕ゆうなメリィを少々不ふ審しんに思いながら聞いた。

「いえ……ラグナル様に朝ごはん作り損そこねちゃったなーと思って……」

「随ずい分ぶんと吞のん気きですわね。まさか自分が無事なまま帰れるとでも思っていますの？」

「え？　だって人質って生きてないと無意味じゃないですか」

「そうですわね。でも別に五体満足である必要はありませんのよ？　むしろ……ボロボロになってた方が相手を動かしやすいんですもの」

「……瞼まぶたを切り取ったり、指を切断したり、足の肉を削そぎ落とすってことですか？」

「チッ……自分から残ざん酷こくなことを言えば、ワタクシが怖おぞ気けづくとでも？」

「何を言っているんです？　全部私の実体験ですよ？」

「……は？」

「シドリープって、人界だと家か畜ちくだったんです」

「ッ!?」

「この角は鎮ちん痛つう剤ざい、上質な睡すい眠みん薬やく、致ち死し毒まで作れて、ウパシャナの材料にもなりますからね。雑に飼育されてました。でも宗教国家に飼われていた国が滅ほろぼされた際、シドリープは家畜から邪じや神しんの末まつ裔えいになりました。それで皆殺しかと思いきや、私は彼らにとって邪神の生まれ変わりだったようで、この世の不幸の責任を、取らされる日々が始まりました」

　メリィは何でもないように淡たん々たんと語っていた。

「だけど、そんなある日、ラグナル様が救ってくださったんです。私は、身体からだを切られるくらいで声なんてあげません。そんな事よりも、ラグナル様の足手まといになってしまった事の方がずっとずぅーっと、辛つらいんですよ」

　ナースはギリリと歯を嚙かみしめた。

「……本当かどうかを確かく認にんさせていただきますわね」

　車くるま椅い子すに魔力を流して車輪を回し、メリィへゆっくり近づき、ナースは片側の車輪で指を轢ひいた。

「重量増加テイブグロウ」

　車椅子の重量が増加しパキリと音を立てメリィの指が折れた。メリィが少し表情を歪ゆがめたが、メリィはそれ以上の反応をしなかった。

「……どうやら本当のようですわね。これで、ラグナルを脅おどすために体の一部を切り取るしかなくなってしまいましたわ」

　ナースは両方の車輪を逆回転させてバックするとメリィから少し離れた。そして、何かに気が付いたように片眉まゆ毛げを一いつ瞬しゆん、ピクリと動かすと笑みを浮かべた。

「ダン！　ダン・ティーク！」

　慌あわてて走るような音の後、扉が荒あら々あらしく開かれた。

「は、はい、何でしょう！」

「ノコギリを持って来なさい」

「……何に、使うおつもりなのですか？」

「そこの魔ま族ぞくの足を切り落としますのよ」

「なッ!?　そ、それは────」

「ワタクシの言うことが聞けませんの？」

　ダンは拳こぶしを握にぎった。

「いえ、そんなことは……しかしノコギリというのは、些いささか優雅さに欠けるかと」

「あら、ワタクシ優雅さのことなんか聞いてませんわよ？　早くしてくださる？」

　歯を食いしばって眉を顰ひそめる。

「どうか私の話を聞いてください！　それは、《七罪魔》としての品位に関かかわる問題になるかと思われます……」

「あぁ！　そういうことですのね。ワタクシったら気付きませんでしたわ」

「スティンナース様……！」

　分かってくれたのかとダンは少し明るい表情を浮かべる。

「報酬、要いりませんのね」

　だが返って来たのは無む慈じ悲ひな言葉だった。

「そ、それは……」

「ダン、自分の目的を見失ってはいけませんわよ。どこかの誰だれかさんに奪われたレーネルガルト卿の財産、取り戻したいのでしょう？」

「それは……」

　ダンは俯うつむいた。

「貴方に選せん択たくの余地なんてありませんわ。さ、ノコギリを────」

「…………そりゃあ違ちがうべ」

　そして訛なまった声で言うとダンはナースを睨にらんだ。

「何が違うのかしら？」

「汚きたねぇことして取り戻した財産なんか受け取っても、あの方はちっとも喜ばねぇ！　それじゃ意味がねぇんだべ！」

　ナースは頭痛でも抑おさえるかのようにこめかみへ指を当てた。

「……そう。要するにワタクシに従いませんのね。これだから貴方みたいな、お金より大事な物がある方は嫌きらいなのですわ。こうなったら力ずくで従わせるしかありませんわね」

「けっ！　いくら《七なな罪ざい魔ま》でも、そんな体じゃ大したこと出来ねぇだろ！」

　ナースは《強奪魔眼ドルエクスオ》を大きく見開き、スティンナース邸ていにある武器庫から大たい剣けんを取り出した。だが指に力が入らず、剣は手から滑り落ち、床に切っ先を沈しずめることになった。

　ダンは大剣から放たれる魔力に一瞬たじろいだが、ナースがそれを持つこともできないと分かると、ホッとしてメリィを肩かたに担かついで走り、そのまま玄げん関かんを蹴け破やぶり外に出た。

「あの、おじさん。さっき、そんな体じゃ大したこと出来ねぇだろ～とか言ってましたけど、ちゃんと逃にげられる策があってこうしたんですよね？」

「おん？　策なんかねぇべ？」

　それを聞いてメリィの顔が青ざめた。

「そ、それ、まずいですよ！　すぐに引き返して土下座しましょう！」

　ダンは小屋から外に出てそのまま走った。

「何言ってんだべ、アイツにゃ左ひだり腕うでも両足も無ねぇ！　あるのは力の入らない右腕だけなんだぞぉ？　何もできや────」

「出来ますよ！　口も魔術もあるんですから！」

　メリィがそう叫さけんだ直後に小屋が爆発して消し飛んだ。

「ひっ！」

　ダンが短い悲鳴を上げ、振ふり返る。すると小屋の跡あと地ちには口で大剣の柄つかをガッチリと嚙んでこちらを睨むナースの姿があった。ナースは魔力を車椅子の車輪に流し込むと高速で回転させ、脅きよう威い的な速度で走り出した。

　その光景を見ながら走っていたせいで、ダンは小石に躓つまずき転てん倒とうした。その直後に大剣の刃やいばが先ほどまでダンの胴どう体たいがあった位置を通り過ぎた。

「従わせるっていうか、完全に殺す気じゃないですか……！」

　ナースは急ブレーキをかけて停止すると大剣を地面に突つき刺さして口から放した。

「上半身と下半身のお別れぐらいなら一命を取り留められますわ。ワタクシと違って繫つなげるだけなので、すぐ完治も可能。死ぬほど痛かろうが、絶対に死なせはしませんわ」

「う、う、あ……」

　ダンの体は震ふるえていた。

「……ダンさん、謝って許してもらいましょう」

「メイドの言う通りですわ。ダン、許しを請こいなさい。そしてワタクシに従いなさい」

「オ、オイラは……」

　その時、突とつ如じよとしてナースの大剣が消えた。

「ッ!?　この消え方は────」

「あっはははは！　驚おどろいたかしらぁ!?　アンタの魔眼も模も倣ほうできちゃうのよね～！」

　並ぶ木々の奥から嘲ちよう笑しようするニスカの声が響ひびく。ナースもダンもメリィも声のした方へと視線を向けた。するとそこには本来の姿になっているヴァルとその上に乗っているラグナルたちの姿があった。ニスカの片手には、ナースの大剣が握られている。

「ヴァル！　触しよく手しゆで俺をぶん投げろ！」

『はい！』

　ヴァルの触手がラグナルの服を捕ほ食しよく器官でつまみ、放ほうり投げた。

「よくも俺のメイドに手ぇだしてくれたな、このクソアマ！」

「ッ！」

　ナースはすぐ車輪を回転させ、後ろへ下がると、飛び蹴げりをギリギリ回かい避ひした。眼前を足が通り過ぎ、ホッとするのも束つかの間。ラグナルはナースが避よけた方向へ腕を伸のばし、ラリアットをぶつける。

　ナースは車椅子から投げ出され、地面を転がり木に激げき突とつした。それを一いち瞥べつすると、ラグナルはダンとメリィに近づいた。

「怪け我がねぇか？」

「……平気です。またご恩が増えてしまいましたね」

「ところで、そっちのおっちゃんは？」

『ラグナルさん！　そのおじさんから誘ゆう拐かい犯はんの物と同じ臭においが少しだけします！』

「……へぇ？　テメェがメリィを攫さらったのか？」

　ラグナルはダンの胸むなぐらを摑つかんで立ち上がらせた。

「待ってください！　この方は私を助けてくれたんです。それに、私を攫ったのだって忠誠を捧ささげた方のためだったんです。悪い方ではありません！」

「チッ、ワケありかよ。……今回は見み逃のがしてやる。二度とこんなことすんなよ？」

「は、は……！　はぁぁ……」

　至近距きよ離りで《七罪魔》の殺意を受けたダンは、気を失った。ラグナルはそんなダンをその辺に放ると、メリィの手て枷かせと足枷を素す手でで千切って解放した。

「ありがとうございます。ラグナル様」

「そんじゃ、メリィは先にヴァルの背中に乗っててくれ。俺はまだやることがある」

「分かりました」

　メリィがヴァルの背中をよじ登って行くのを見届け、ラグナルはナースの元へ向かう。開かれた赤黒い瞳ひとみには敵意が籠こもっており、まだ諦あきらめていないようだった。ラグナルはしゃがみ込んでナースの髪かみを摑み、顔を無理やり自身の方へ向けさせた。

「おい、お前を除いてここに《七罪魔》が何魔いるか言ってみな」

「……四魔」

「じゃあお次は計算以前の超ちよう楽勝問題だ。一と四、大きいのはどっちだ？」

「四……」

「もう分かったな？　テメェの負けだ。スティンナース」

　ナースの目が閉じられるとその口元に自じ嘲ちよう気味な笑えみが浮うかんだ。

「……感情的になんて、なるものでは有りませんわね。ワタクシが小屋を吹ふき飛ばしたからここに辿たどり着いたのでしょう？　ラグナル」

「あぁ、爆ばく発はつの音を聞いてここに来た」

「やはり、そうでしたか。うふふふ……匿とく名めいの手紙も、インビジブルマント自体の臭いを使った誘ゆう導どうも、罠わなも、折角取った人質も……この一瞬で全すべて台無しになってしまいましたわ。こういうのをきっと完全敗北というのでしょうね。もう何かをする気力もありませんわ……煮にるなり焼くなり、好きになさいな」

「じゃあ好きにさせてもらおうか。正直もう戦力は要らねぇんだが、多いに越こしたことは無ぇからな……テメェにも《王座戦争アグナローラ》失敗の協力者になってもらうぜ」

「…………はい」

　ラグナルはナースの髪から手を放した。ナースは力なく土に顔を付ける。ラグナルはそれを見ながらゆっくりと立ち上がった。

「勝ったぞ！　これで五魔めだ！」

　ラグナルがナースに背を向け、ヴァルたちにそう告げた瞬しゆん間かん、一瞬の内に魔力の線が走り、吹き飛んだ小屋を中心にした巨きよ大だい魔ま法ほう陣じんが展開された。

「なッ────!?」

　魔力が走る起点となったのは、ナースのいた位置だった。ナースは目を開き、口元に凶きよう悪あくな笑みを浮かべる。

「空間固定スクウエアフリーズ！」

　魔法陣の上に居たナースを除く全員が体を思うように動かせなくなり、オートマチックミスフィールドによる独特な魔力流も鈍どん化かしてとても役に立つ物ではなくなった。

「ち、ちょっと、なによ、これッ！」

「体が、動かせない……！」

　全員に緊きん張ちようと焦しよう燥そうが走る。

「んふふふ、まさか本当に、ワタクシが一時の感情で全てを台無しにしたとでも？」

「こ、この、クソアマッ！　小屋を、爆発させたのは、これが、あったから、か」

　ラグナルには、背後で愉ゆ快かいげに笑うナースを見ることもできなかった。

「えぇ。あの罠魔法陣トラツプサークルは作動すればワタクシに分かるようになっていましたのよ。ダンに手を汚よごすことを強要すれば、必ずメイドを連れて逃げ出す。それをわざと爆発を起こしてから追いかければ、貴方あなたたちが辿り着くころには、丁度逃げ出した人質が襲おそわれている場面の完成ですわ」

　ナースは浮フ遊ワ魔ロ術ウを使用して地面を摑み、無重力空間を泳ぐようにして車くるま椅い子すの元へ向かうと車椅子を立て直して腰こしかけた。

「そんなところに颯さつ爽そうと現れ、敵を倒して敗北を認めさせた。相当に疑ぎ心しん暗あん鬼きでなければ、誰もがこの完全勝利の構図に目が曇くもる。ワタクシはそこを狙ねらってましたのよ」

『最初から、掌てのひらの上、だったんですね……』

「えぇ、そういうことですわ」

　ナースはニスカの手から魔ま眼がんを使用して大剣を奪うばい、地面に突き刺す。

「……っは！　随ずい分ぶんと……不安定な、策だな！　もし勢いで殺されたら、とか、考えたり、っ、しなかったのかよ？」

「不安定だからこそですわ。だって、綿密なロジックがあれば、見て分かる者には分かりますもの。絶対に殺されないようにしていたら、貴方はそれに気づいて完全勝利の構図に目を曇らせなかったでしょう？　だから、失敗する可能性も含ふくめて組み立てましたのよ」

「捨て身の、策か、そりゃ……見破れねぇな」

「ご安心なさいな。これを見破れたらイカレテますわ。では、さようなら。ラグナル」

　剣の柄を嚙かみ、ナースは大剣を持ち上げた。

　そしてラグナルの首に向けて大剣が振るわれた。

「ラ、ラグナル、様ぁあ！」

　メリィの悲痛な声が響く。その瞬間、風を切る音と共にナイフが飛来して魔法陣に突き刺さり、そのナイフから魔力の線が一本走った。

　魔法陣に余計な線が書き加わり、空間固定スクウエアフリーズが消え去った。全員に自由が戻もどる。オートマチックミスフィールドも復活し、ラグナルはすぐさま魔力を全体から自分にだけ集中させた。すると大剣は激流に翻ほん弄ろうされるかのように、ラグナルを逸それて進んだ。

「っ!?」

　ナースが驚きの表情を見せる。

「ありがとよ……おかげで助かったぜ」

　木々の陰かげ、藪やぶの中からゾロゾロとヴァルの召めし使つかいたちが姿を現した。その中には当然トロニワの姿もあった。

『みんな!?　どうして────』

「絶対にヴァルイレス様から目を離はなすな、と先に言われていたので……実は後ろから見守っておりました」

「あと、別に付いてくるなとも命令されませんでしたしね」「伝言自体も坊ぼつちゃんからのものではなく、ラグナル様のものでした」「俺たちは、坊ちゃまの召使です」「付いて行かない方がむしろ変ですよ」

　ナースは苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような顔をした。

「おい、ナース……〝これで完全に勝った〟と思ったろ？　俺たち全員、本気で焦あせった顔してたもんな？」

　ナースの口から剣けんが落ちた。

「な、ど、どうし、て……」

「ナース……テメェは頭が良い。そんで思い切りもある。普ふ通つうに用意した伏ふく兵へいじゃ全然安心できなかった。もし見み抜ぬかれたらどんなことをされるか……だから、曖あい昧まいな命令だけ出して、自分でも居るとは断言できねぇ伏兵を用意した。効いたろ？　どんなに観察しても、影かげすら見えねぇ敵はよぉ」

「なんて、不安定な策を……ッ！」

「だからこそだ。だって、綿密なロジックがあれば見て分かるヤツには分かるからな」

「グ、ウゥゥゥ……!!」

　ラグナルはギロリとナースを睨にらんだ。

「観念しろとは言わないぜ？　後こう悔かいしながらここで死ね、スティンナース。テメェのその野心は俺たちにとって危険すぎる」

　ヴァルの召使たちが武器を構えてじりじりとナースに接近する。誰だれから襲いかかってもおかしくない、緊張した空気が高まったその時、

　ピシャーン！　ゴロゴロゴロ────。

　稲いな妻ずまがナースの背後に落ちた。

「その野心も、余にとっては大した脅きよう威いではないがな」

　雷かみなりが落ちた場所にはクレアが立っていた。全員が絶句する中でクレアの背から伸びた巨きよ大だいな手がナースを摑んだ。

「あぐぁああ！」

　ナースは巨大な手に一度強く摑まれてビクリと体を震ふるわせると気絶した。

「なん────」

　ラグナルが言い切るよりも先に、クレアの姿が稲妻と化してラグナルの横を通り抜けた。そして轟ごう音おんと閃せん光こうが広がり、いつの間にかメリィの姿が無くなっていた。

「ふむ、中々格好良いと思って創つくったが……音がデカいな。しかも速すぎる。……いやしかし、壊こわすのも惜おしいか……」

　太い木の枝の上に立つクレアは、白く曇った水すい晶しようの中に、稲妻のマークが入った宝玉を手に持って眺ながめながら言った。しかし、そんな宝玉よりもラグナルはいつの間にかクレアの背中から新しく出て来ていた巨大な手の方に視線が向いていた。

　その手にはメリィが握にぎられていたのだ。

「メリィ！」

　メリィは苦しそうな声を上げながら、自分の体を摑む手を叩たたいていたが、巨大な手に一瞬強く摑まれると、ナースと同じく気絶した。

「テメェ……汚きたない手でメリィに触さわってんじゃねぇよ…………ッ！」

「うん？　汚い？　いいや、この手は貴様の手よりも綺き麗れいだぞ。何せつい先ほど余が創った即席魔物スラツキーの手だからな。汚れの一つすらも無い」

　クレアの背中にはクレアに抱だき着く四本の足とナースとメリィを摑む為ためだけにあるような巨大な手の生えた魔物がいた。

「うるせぇ！　とにかくメリィを放しやがれ！」

「それは出来ない相談だ。貴様には余に挑いどんでもらわなくては────」

　クレアの手から宝玉が消えた。

「クゥウレアァアアアアアアッ!!」

《強奪魔眼ドルエクスオ》を模も倣ほうしたニスカは奪い取った宝玉を捨てて両手に剣を出現させるとそれをクレアに投げつけた。クレアの手に再び宝玉が創造されるが、それもすかさずニスカは魔眼で奪い取った。

「むぅ、ならば────」

　尾おの先が刃やいばになった蛇へびが創造され、素す早ばやく剣を叩き落とした。

「あっはははは！　この場所にはアナタも含めて五魔も《七なな罪ざい魔ま》がいるのよ？　それに加えて有う象ぞう無む象ぞうのザコもわんさかいるわ！　今の私はぁ……強い！」

　そう啖たん呵かを切り、ニスカはさっそくラグナルやヴァルの能力を試ためそうとして……衝しよう撃げきを受けたように自分の手を見ながらゆっくりと口を開けた。

「な、なにこれ!?　《模倣》しても仕方ない、ゴミ能力ばっかりじゃない！」

『むっ！　失礼ですね！　何でも食べられる良い能力ですよ！』

「ボクのだって、一体どれだけのドスケベがソレを欲ほしがってると思ってるんだ！」

「俺のはノーコメントな。融ゆう通ずう効かねぇ部分があるの、知ってっから……」

「あぁあああああ！　もう良い！　幸い武器はいくらでも出せるものね!!　召使の技能をふんだんに使って、アナタに引導を渡わたしてあげるわ!!　クゥレアァアア!!」

「余は貴様に興味など無い」

　クレアは両手に宝玉を出現させた。クレアが何かをするよりも先にその二つをニスカはすぐさま奪い取る。

「でもこんなことされたら無視できないでしょ？　徹てつ底てい的に邪じや魔ましてやるわ」

　ニスカにゴミを見るような視線を向け、クレアは指を鳴らした。するとニスカが奪い取った宝玉の内の一つが爆はぜ、大量の睡すい眠みんガスが撒まき散らされた。

「んなッ!?　こ、こんな、小細、工……うぅ」

『う、ね、寝ねちゃう前に、人の姿に、変わら、ない、とっ』

「睡○プレイも、良い、よねぇ……ぐぅ」

　次々と魔族たちが寝て行く中で自分の元に睡眠ガスが来る前にクレアは創造したガスマスクを口に装着した。

「後でもう一つの宝玉に魔ま力りよくを送り込め、そうすればメッセージが再生される」

　クレアがそう言い終えると同時に、睡眠ガスの中からラグナルが飛び出し、クレアに殴なぐり掛かかった。

「うぉりゃあ！」

　クレアは創造した蛇の尾でラグナルの拳こぶしを受け止めた。

「貴様、咄とつ嗟さに息でも止めていたか？」

「俺には便利なオリジナル魔術があるんだよ」

「……やはり、余の足元に迫せまるだけのことはある、か」

「はぁ？　何言ってんのか分からねぇけど、とにかくメリィを返しやがれ！」

「あぁ、そう遠くない未来に返してやる。その時、貴様は死んでいるかもしれんがな」

　クレアの手に透すき通るような水晶の中に雷のマークが閉じ込められた宝玉が創造された。そして高い音が響ひびきクレアの姿が空に向かって飛ぶ稲妻となって消えた。

「待てッ！」

　手は虚こ空くうを摑つかみ、ラグナルは木の枝の上で崩くずれるようにして、両りよう膝ひざと両手をついた。

「ク、クソが、次から次へと、一体どうしてこんな面めん倒どうくせぇことに……って《王座戦争》のせいか。うん、《王座戦争》のせいだな。こんなもん無けりゃ……チクショウが、絶対に失敗させてやるからな～…………ッッッ！」

　ラグナルは拳で木の枝を殴りつけた。
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　12:14　《王座戦争アグナローラ》３日目　クレイアードの城

　目を覚ましたメリィは驚おどろくほどフカフカなベッドの中にいた。

「確か……私、また攫さらわれて……何やってんだろ。またラグナル様にご迷めい惑わくを────」

「お目覚めですか？」

「ひゃいぃッ！」

　急に声をかけられてメリィは情けない悲鳴をあげた。その後で、平然とベッドの隣となりにメイドが立っていたことに気付いた。白い髪かみと白い肌はだはクレアを連想させたが、その瞳ひとみは空のような青色だった。

「クレイアード様に目を覚ましたら呼ぶようにと仰おおせつかわされています。付いて来てもらえませんか？」

「へ？　あ、あぁ、行きますよ」

「有り難がとうございます。それではこちらへどうぞ」

　お淑しとやかな足取りでメイドは部屋の扉とびらを開けてメリィに外へ出るように手で促うながした。その一つ一つの所作に洗練された物を感じたが、メリィは何か奇き妙みような違い和わ感かんを覚えた。初めからそういう動作しかできないからそうなっているだけのように感じたのだ。

　メリィはメイドに従い、部屋から外に出た。メイドは相変わらずの所作で歩き出し、少し戸と惑まどいつつメリィは後を追った。紅あかい絨じゆう毯たん、継つぎ目の一いつ切さい見当たらない白い壁かべ、天てん井じよう、全すべてが美しかったが、その美しさは心を癒いやさず、緊きん張ちようさせるばかりだった。

「あ、あの、貴女あなたのお名前をお訊たずねしてもよろしいでしょうか？」

　メイドは何も答えなかった。

「えぇっと、クレイアード様はどうして私を呼ぶんでしょうかね」

　またメイドは何も答えなかった。

「無口、なんですね」

　メリィはメイドと共に黙だまり込み、無言のまま歩いた。そして、しばらく進んだところでメイドは立ち止まった。

「こちらへどうぞ」

　そして壁と同じく白い扉をメイドが開いた。その部屋にメリィが足を踏ふみ入れる。すると、大きな長方形のテーブルにクレアが着いていた。

「来たか、座れ」

　メリィはメイドの表情を窺うかがおうと視線を向ける。しかし、メイドの表情を見ることは叶かなわなかった。メイドの身体からだは、白い煙けむりのようになって消え出していた。

「え、え!?」

「狼狽うろたえるな。ただ役目を終えただけだ」

「役目……？」

「お前をここに連れて来るという役目だ」

　クレアがそう言っている間にメイドは完全に空気に溶とけて消えてしまっていた。

「もしかして、たったそれだけのことに魔ま族ぞくを創つくっちゃったんですか？」

「……魂たましいを生み出せるのは創造主だけだ。あのメイドは肉で出来た人形にすぎん」

「人形……あの、でもこういうのってちょっと倫りん理り的に問題ありませんか？」

　メリィは椅い子すに座った。

「倫理か……創造主から遠い貴様には分からんだろうが、この世界は創造主の、一いつ般ぱん的な倫理とは相あい容いれない思考回路の下もとに誕生した代しろ物ものだ。そして余は創造主に最も近き者。時として倫理に疎うといのは仕方のないことであると知っておけ」

　メリィはクレアの傲ごう慢まんさに眉まゆを顰ひそめた。これ以上、この話題を続ければ、違ちがいすぎる価値観に頭痛を起こしかねなかった。

「ところで、何な故ぜ、私をここに呼んだのですか？」

　話を逸そらす為にもメリィは質問をした。

「昼時だからだ」

　クレアは指を鳴らした。するとテーブル全体に瑞みず々みずしい新しん鮮せんな野菜で彩いろどられたサラダや見ているだけで食しよく欲よくが湧わく大きなステーキ。心を癒す香かおりを昇のぼらせるスープなどがテーブルの上に出現した。

「うわぁ、すごい！」

「ふん、当然であろう。余は人質の扱あつかいですら有う象ぞう無む象ぞうとは一線を画するのだ」

　人質の扱い、という言葉でメリィは根本的な疑問に思い当たった。

「あの、そう言えば何故私を攫ったんでしょうか？　クレイアード様なら、人質なんかとらなくても十分に王座を狙ねらえたと思うのですが」

「ふ……ふははははははは！　これは、愉ゆ快かいなことを言うヤツがいたものだ！　余が王座を狙っていれば、こんな茶番初日で終わっている。余は唯ゆい一いつ無む二にの創造者であるぞ？　既すでに魔ま王おうを超こえた身である者が、わざわざ戦いを経へて魔王になどなるものか」

「じゃあ尚なお更さらどうして……」

「聞きたいか？　ならば教えてやろう。貴様はラグナルが余に挑いどむための動機だ。ヤツはもしかすると、足の裏の皮一枚程度に余に並んでいるかもしれない存在だからな。決着を付けねばならん」

「えぇっと……何故、そう思ったんですか？」

「……アレは、余が《七なな罪ざい魔ま》に選ばれた時のことだ。余はまずこう思った。何故唯一無二の存在たる余が選ばれる側にいるのだ、と。そして余は任命式レヴロタリタを欠席することにした。余の席だけを空席にすることで、余が《七罪魔》に並ぶ程度の者ではないことを知らしめようとしたのだ。しかし、空席は一つではなかった」

　メリィは「まさか」と心の中で思った。

「ラグナル・ピグリーティア……ヤツが欠席したことで空席は二つになった」

　そのまさかだった。

「余は、余に並ぶという一生に一度の奇き跡せきに免めんじて《七罪魔》にある程度の敬意を払はらうことにした。それから、余を相変わらず選ばれる側の者として扱う魔王を処しよ罰ばつするため《王座戦争》を失敗させるつもりでいた。だがラグナルは、この時になって再び余に並んだのだ。二度あることは三度ある。即すなわち、ヤツは余の足元に迫る存在だったのだ」

「あ、あの、それって本当に全部ただの偶ぐう然ぜんで、ラグナル様もクレイアード様に並ぼうとかそういうことは考えていなかったかと────」

「偶然であれば尚なおのこと捨て置けん。自然体で余に並んでいることになるからな。必ずこの手で下し、余の足元にも及およばぬ存在であると認めさせる。それが唯一無二の存在である余の義務でもあるのだ。分かるな？」

「え、えぇ～……」

　メリィは困ったような声を出すしかなかった。
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　11:13　《王座戦争》３日目　境界森林ボーダーフオレスト

　時間は巻き戻もどること約一時間。ラグナルは面倒事に対する許容範はん囲いがついに限界を突とつ破ぱしたのか境界森林の地面にうつ伏ぶせになって倒たおれていた。

「……ダリィ～…………」

　その片手にはクレアが残した宝玉の一つが握にぎられている。これに魔力を流し込んだところラグナルは、今から一時間後にメリィがクレアから直接聞くことになる内容と大体同じメッセージを受け取ったのだった。地面に付けられた顔は嫌いやそうな表情で固まり、一いつ切さい動いていなかった。

　だが、ラグナルは動くことを拒こばもうとする体を強引に動かすようにし、全身を震ふるわせながら立ち上がった。そしてクレアの宝玉を地面に投げつけると口から長く深い溜ため息いきを存分に吐はき出しつつ、肩かたから脱だつ力りよくした。

「……ヘンテコ勘かん違ちがいで面倒なことしやがって。ナースと違って、メリィに危険はねぇと思うけど、アイツ、また自分を責めたりしてねぇだろうなぁ……？」

　クレアからのメッセージに対するラグナルの答えはこれだった。

「はぁ、起きちまった面倒事は、さっさと片付けないとな～……」

　ラグナルは、睡すい眠みんガスの影えい響きようで寝ねている召めし使つかいたちを避よけて、気絶するダンに近づき、その睫まつ毛げを指で軽く弄いじった。するとすぐにダンは目を覚ました。

「んお!?　ハッ！　ラ、ラグナル様！　どどどどうかお命だけは────」

「そんなに怖こわがんなよ。お前が何にもしなけりゃ俺も何にもしねぇから。で……ダン、だっけ？　早さつ速そくで悪いんだけどインビジブルマントっての？　どこにあるか教えてくんねぇかな。メリィをさっさと助けるためにも、アレが要いるんだよ」

　少し面めん倒どうそうにラグナルは言い、溜息を吐ついた。
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　15:59　《王座戦争》３日目　レガランナグ火山地帯

　ラグナル、ヴァル、ルナ、そしてニスカは、無理やり身を寄せ合って全員で何とかインビジブルマントの下に入り、レガランナグ火山地帯を歩いていた。

　インビジブルマントの下はヴァルとニスカが小こ柄がらであるとは言え流石さすがに狭せまく、さらに場所が場所なだけに一行は非常に熱い思いをしていた。ちなみに先頭をヴァルが歩き、その隣にマリニスカ。その後をルナとラグナルが並んで歩いている状態だ。

「熱いですね……」

　ヴァルが額の汗あせを拭ぬぐった。

「そうだな……」

　ラグナルはウンザリとした顔で言う。

「んふふふふ、汗でムレムレなこの匂におい、凄すごく興奮しちゃうよぉラグナルくぅん」

　ルナはラグナルの首筋に顔を近づけては鼻から思いっきり息を吸うと恍こう惚こつとした表情で息を吐き出した。ラグナルはそんなルナからただ無言で目を逸らした。

「汗で興奮してんじゃないわよ、この変態！」

「良いよニスカちゃん、汗あせ臭くさい中で罵ば倒とうが良いスパイスになって────」

　地鳴りが響ひびいた。

「静かにっ」

　ラグナルが言った直後に岩がん壁ぺきを砕くだいてフレイムワームドラゴンが一行の前方に姿を現した。どこか慌あわてた様子で空中を泳ぎ進むドラゴンに、火山を鬼おにの姿にしたような怪かい物ぶつ────セラが飛来し、憤ふん怒ぬに満ちた雄お叫たけびを上げ竜りゆうへラッシュを繰くり出した。その二秒後には竜は跡あと形かたもなく消え去り、赤色の霧きりだけが残った。

『うぐぉおおおおおおおおおおおッッッ!!!!』

　それからセラは咆ほう哮こうを上げた。そしてその後で空を呆ぼう然ぜんと眺ながめて立ち尽つくす。それは調査の結果判明した、セラがひとしきり暴れた後のインターバルに入ったことを示していた。

「竜が文字通り跡形もなくなりやがった……ナースのヤツ、よく生きてたな」

　ラグナルが小声で言うとニスカがその背中を軽く叩たたいた。

「ちょっとラグナル？　本当に大だい丈じよう夫ぶなのよね？」

「大丈夫だ。ヴァルと、《模も倣ほう》で感情を食えるようになったお前。さらにルナの変態魔術の応用でヴァルの食欲を増ぞう幅ふくさせれば……セラの怒いかりを食い尽くせるはずだ」

「本当にラグナル君って魔族使いが荒あらいよね。便利に使ってくれちゃってさ。……その調子でボクの体も荒々しく使っ────あ、ちょ、お腹なか抓つねらないで、千切れる千切れる」

　ラグナルはルナの脇わき腹ばらから手を離はなした。

「それで、ラグナル。……アナタは何をするのよ」

「セラの説得だ」

「あら、お話だけ？　お気楽で良いわね」

「ま、俺は防ぼう御ぎよしかできねぇからな」

「よく言うわよ、白々しい。あの能力、アナタが持ってる分には────」

　ルナが溜息を吐きながらラグナルとニスカのお尻しりを摑つかんだ。

「うぉっ！」「ひゃっ！」

「ちょっと君たち？　今は言い争ってる場合じゃないだろ？」

　ラグナルは顔に軽い裏うら拳けんを、ニスカは踵かかとで脛すねに蹴けりを入れ、ルナに小さな悲鳴を上げさせた。尻から手が放れる。

「仲間の尻を摑んでる場合でもないだろ」

「ホント、サイテー……」

「みなさん、ふざけてる場合じゃ無いですよ？　今の内にセラさんの怒りを食べないと」

　ヴァルの窘たしなめるような言葉にニスカは舌打ちをする。

「分かってるわよ。自分だけ冷静で落ち着いた感じ気取らないでくれる？」

「別に気取ってなんかいませんよ」

　ムッとして言うヴァルの頭にラグナルは手を乗せた。

「ヴァル、コイツに何言っても無む駄だだ。なんせ魂たましいが腐くさってるからな」

「んなッ!?　腐ってなんか────」

　ニスカが思わず上げた声に反応し、セラがこちらへ振ふり向いた。ニスカがハッとして息を殺し、自分の口を押さえた直後に、他ほかの面々も息を殺して口を押さえた。

　セラはギラギラとした瞳ひとみでラグナルたちの方を見ていたが、しばらくすると、再びボンヤリと空を眺め出した。ほっと息を吐き出しながら全員が口から手を放す。

「は、早く終わらせて安全を確保すっぞ。お前らは俺が肩を三……いや、五回叩いたら同時に嚙かみついて、ルナはこいつらが嚙み付いたらすぐに魔術を使え。良いな？」

　ラグナルの言葉に全員が頷うなずいた。

「じゃあ、行くぜ？」

　こそこそとラグナル一行はセラの背後に近づいた。そしてラグナルは肩を叩くカウントを始める。一回、二回とラグナルがヴァルとマリニスカの肩を叩き、緊きん張ちようが高まる。

　三回、四回……マリニスカは生なま唾つばを飲み込んだ。ヴァルは嚙みつく場所を見定め目の周りにじわりと浮うかんだ汗を拭う。ルナは魔術をすぐに発動できるように魔力を練り上げて準備を整える。

　そして五回目のカウントが終わると同時にヴァルとニスカはインビジブルマントを剝はぎ取り、左右からセラの脇腹に嚙みつく。ルナは本来ならば性せい欲よくを増幅させる魔術を使用し、ヴァルの食欲を増幅させると同時に、性せい癖へきを偏かたよらせる魔術を使い、ヴァルを怒りの感情を好む偏へん食しよく家へと変えた。

　一気にセラの怒りが吸い上げられて行き、セラの姿が人型へと変わり出した。

『うおぉ？　おぉ……お』

「よし！」

　ラグナルが軽くガッツポーズをしたところで、ニスカが咳せきをしながらセラから口を放し、両りよう膝ひざと両手を地面につき、舌を出した。

「かりゃひ！　み、みじゅ～っ！」

　怒りの感情はニスカにとってあまりにも辛からすぎたのだった。

「あ、おい！」

　ニスカが離れたことでセラの怒りが処理しきれなくなるのではないかとラグナルは顔を青ざめさせた。だがセラが再び鬼の姿に戻ることは無かった。食欲旺おう盛せいな偏食家となったヴァルで事足りたようだ。

　ラグナルはホッとして一息つき、セラの前に出て声をかけるが、彼女はどこか放心した状態になっており、ラグナルに反応しなかった。

「おい、セラ。おーい。セーラー！　参ったな……」

　そう呟つぶやいて頭を搔かくラグナルを余よ所そにルナはニスカに近づいた。

「大丈夫？　ニスカちゃん」

　ニスカの前に水すい筒とうが差し出された。舌に残る辛さから逃のがれるために一も二も無くニスカは飲み口に吸い付いた。口に広がる冷たい水は辛さに苦しむ舌を助けた。

「ぷはぁ、あー、死ぬかと思った……アンタにお礼なんて言いたくないけど、その、助けてくれてありが────」

　ルナの姿を見上げた時、ニスカはルナが水筒を自分の股こ間かんのあたりに添そえていることに気が付いた。

「いや、お礼なんていいよ。こっちもこっちで疑ぎ似じ的に楽しめたし。いやぁ～、やっぱり股間のあたりにこう、求めるような顔がグッと近づいてくるのは堪たまらないよね」

　ルナの表情は、ニヤついた好色な笑えみに染まっていた。ニスカはセラの《憤怒変換ガダグニアロ》を《模倣》して立ち上がると拳こぶしを握った。

「あれ、どうしたの？」

「死ねッ！」

　ニスカは強きよう烈れつな右ストレートを打ち込み、容よう赦しやなくルナを殴なぐり飛ばした。

「ハアァ～ンッ！」

　何な故ぜか少し嬉うれしそうな悲鳴を上げながら飛んで行くルナは、岩がん盤ばんに逆さにめり込み、そのまま気を失った。

「うぉおい!?　何やってんだよお前ら！」

「何やってるも何も無いわよ！　アナタ！　辛いもの食べさせられた挙句、私と同じことされてみなさいよ！　殴らずにはいられなくなるから！　絶対にぃ!!」

　何だか分からないがニスカの剣けん幕まくにラグナルは気け圧おされた。

「よ、よく分からんが分かった。でもルナの介かい抱ほうはしろよ？　ヴァルの食欲と偏食を直すのに必要なんだからよぉ」

「わ、分かってるわよ……で、アナタは何をしてるの？　セラとのお話は？」

　ラグナルはセラの方を見て肩かたをすくめる。

「放心状態で全然反応してくれねぇんだよ」

「はぁ？　だったら……殴ってでも反応させなさい～、よっ！」

　マリニスカは、拾い上げた石をセラへに向かって投げた。

「何やってんだ！」

　ニスカが投げた石がセラの頭部に直ちよく撃げきする。だがセラは何の反応もしなかった。

「……石でダメなら、やっぱ言葉だな」

　ラグナルは一度深呼吸をすると、セラに真しん剣けんな視線を向けた。

「なぁ……スティンナースは生きてるぜ。セラ」

　セラの視線がラグナルに向いた。マリニスカはセラが反応するのを見て、後は予定通りラグナルに任せることにし、気は進まないがルナの介抱をすることにした。

「……ナースが、生きてるのか？」

「おう、殴りに行かなくて良いのか？」

「何か……何だろうな……今は、そんな気分じゃねぇ」

「……じゃあ今はどんな気分なんだよ」

「話が、してぇ」

「話？」

「ナースがアタシを裏切ったのは間ま違ちがいねぇ。でも、アタシには最初っから最後までが全部噓うその友情だったとは思えねーんだ。いや……思いたくねぇ、のかな」

「……だから、確かめたいんだな？　自分とナースの友情を」

「あぁ……」

「その気持ち、絶対見失うなよ？　それと、どうしてそう思うのかもだ」

「どうしてそう思うのか？　何だそれ、よく分からねぇこと言うなよ……なぁラグナル、教えてくれ。ナースはどこにいるんだ？」

「アイツはクレアのところに居る。今から行くか？」

　その言葉を聞いてニスカは壁かべにめり込んだままのルナに施ほどこしていた治ち癒ゆを中断した。

「ラグナル、本気？　ここまで来るのに少し体力も減ってる。万全な状態でもないのにクレアに挑いどんだって勝てっこないわ」

「問題無ねぇ、ヴァルはセラの怒りをたらふく食ってるからなぁ。ちょっと減ってる体力の回復くらい余よ裕ゆうだ」

「私はヴァルの能力を模倣したから分かるんだけど、力を相手に渡わたすには相手の体のどこかに口付けをしなくちゃいけないのよ？　その間セラの制せい御ぎよは誰だれがするのよ」

「制御なんかする必要は無ぇよ。ナースのところまで連れて行って、後は放置だ」

「そんなことしたら────」

「それで良いんだよ。ほら、さっさとルナを治ち療りようして起こしな」

「……チッ、ヤバイと思ったら私はすぐ逃にげるからね！」

　ニスカはそう言い終えるとルナに集中治癒魔術キユアを使用した。

「ん……？　わ!?」

　目を覚ましたルナは、体を動かしたことで壁から外れ、地面に落ちた。

「ほら、さっさと立ちなさいよ。クレアのとこまで行くわよ」

「え、今からかい？」

「文句はラグナルに言いなさい」

　ニスカはそれだけ言うとルナに背を向け、歩き出した。

「あ、待ってよ！」

　ルナはまだ少し痛む体を起こすとマリニスカを追いかけた。
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《七なな罪ざい魔ま》という肩かた書がきがまだ自分たちの物では無く、それ以前に、《七罪魔》が魔ま王おう候補に選ばれた強者の称しよう号ごうであるとすら知らなかった幼き日のこと。

　セラとナースは城下街からそう遠くない森の中で遊んでいた。

「よっ！　ほっ！　とう！」

　軽快な声を上げながら木の枝から別の木の枝へとセラは飛ぶ。

「すごい！　すごいですわ！　セラ！」

　それを見上げながらナースは明るい声でセラを褒ほめた。

「っへへ、こんなの大したことねぇよ」

　セラはそう言ったところで自分の頭上にある枝に木の実がぶら下がっているのを見つけてそれをもぎ取ると木の側面を駆かけ下りナースの隣となりに降りた。

「なぁナース！　この木の実って何だ？　食えるか？」

「これはノルボンの実ですわね。このままじゃ食べられませんわ」

「食べられないのか？　ちぇ～、じゃあ要いらねぇや」

　ノルボンの実をセラはどこかへと投げた。

「にしてもやっぱナースはスゲェな！　アタシの知らないことを何でも知ってる」

「本を読んでたら身に付いただけですわ、大したことありませんわよ」

「大したことあるって！　本を読めるのがもうスゲェもん！」

「本を読めるのがって……セラ、貴女あなた学校の授業中何をしていますの？」

「え、寝ねてっけど」

「字は読めないと絶対に困りますわよ？」

「大だい丈じよう夫ぶだって、死にやしねぇからさ」

　ナースは深く溜ため息いきを吐ついた。

「いつも代わりに読んでくれる誰かがいるとは限りませんわ。もし自分だけしかいないときに────」

「あーあー！　折角遊んでんのにお説教なんかすんなよぉ！　あ、そうだ！　かくれんぼしょうぜ！　かくれんぼ！　ナース好きだろ？」

「まぁ、好きですけど……」

「じゃあアタシが鬼おにをやるから、ナースはさっさと隠かくれな！」

　セラはそう言い切るとナースに背を向けて「いーち！　にーい！」と数えはじめた。

「あわわわ！」

　それを見てナースは慌あわてて走り出す。

「も～、セラったらいっつも強引なんですから……あら？」

　ナースは隠れられそうな場所ではなく、打ち捨てられたストーンゴーレムの人形を発見した。ナースはそれに近づくと拾い上げた。

「ストーンゴーレム？」

　何となくナースはストーンゴーレムの手足を適当に動かしてみた。手足の可動性が思ったよりも高く、ナースは感心するような声を出した。

「も～い～かい！」

「あっ！　まーだだよー！」

「っへへ！　待たねーよ！」

「な、何ですのソレ！」

　ナースはすぐに隠れる場所を探したが、隠れる場所を見つけるよりも先に走ってやって来たセラにナースは見つかった。

「見ぃ～つけた！」

「もー、待ってくれても良いじゃありませんの」

「良いじゃねーか、偶たまにはこういうことがあってもよー！　お？　ナース、それ何だ？」

「あぁ、これはさっき拾いましたの。ストーンゴーレムのお人形さんですわ」

「貸してくれよ」

「はい、どうぞ」

　ナースからセラは人形を受け取った。

「へぇ～……っへへ、なんか気に入った」

「ダメですわ！　それを見つけたのはワタクシですのよ？　ワタクシの物ですわ！」

　セラが持つ人形をナースが摑つかむ。

「うるせーなー、放せ！」

　風を切る音がしてセラの拳こぶしがナースの腹部に叩たたき込まれ重い衝しよう撃げきが走った。

「あぐっ」

　そしてナースは木の枝が生えている高さに届くような、大きな放物線を描えがいて飛ばされ、地面に落ちることになった。

「ぷっ」

　痛みにもがくナースを見て、セラは吹ふき出した。

「セ、ラ……？」

「ふ、ふふ、あははははははは！」

「……」

　セラの笑う姿がナースはとてつもなく恐おそろしい物に見えた。

「ナース、お前！　あははっ！　軽すぎだろぉ！　あっはははははは！」

「は、はは、あはははは…………」

　ナースはセラが笑うのに合わせて笑った。笑うしかなかった。友だちをあんなに殴なぐり飛ばしておいて笑っているセラが、ナースは恐ろしかった。




　その日を境に、ナースはセラの顔色ばかり気にするようになった。そんな風に変わってから数日後、ナースが父親と一いつ緒しよに狩かりに行った時のことだ。ナースはウサギ型の魔ま物ものが狼おおかみ型の魔物に襲おそわれているところを見た。

「お父様！　あの子、襲われてますわ！　助けないと────」

「ダメだ」

「どうしてですの!?」

「弱肉強食、それが自然の摂せつ理りだからだ」

「自然の摂理……」

　時として、自然とは普ふ通つうのことや当然のことを示す言葉として使われる。そして不自然とは、異常や、見る者に違い和わ感かんを与あたえる物を示す言葉として使われる。弱肉強食がこの世界の普通の姿であるというのなら、なるほど……ならばあの時、セラは単に自然を体現したということに他ほかならなかった。

　弱者は奪うばわれ、強者が奪う。それがこの世の残ざん酷こくな王道……ならばナースは、自分が奪われる側では居たくないと思った。
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「弱肉強食。略りやく奪だつは強さの証あかし……このくだらない幼少期の経験に疑念を抱いだかず、愚ぐ直ちよくにここまで生きて来たという訳か。想像以上に頭が固いようだな？　スティンナース」

《王座戦争アグナローラ》３日目、十六時三分。　クレアは白い部屋で、ベッドに眠ねむるスティンナースを見ながら、望んだ対象の過去を物語として読むことができる本を閉じた。

　本が閉じられる音でナースは目を覚ました。

「……」

「気分はどうだ？」

「何とも……いえ、むしろ、前より良くなっているような────」

　ナースはそう言いながら体をベッドから起こし、自分の手足があることに気付いた。

「ッ!!　ワタクシの、手足が……何な故ぜ……」

「貴様の体を余の創造物に置ち換かんした。脳や肺、心臓、脊せき髄ずいは貴様の自前だがな」

　クレアに眉まゆを顰ひそめた表情を向けながらナースは自分の胸むな元もとに手を当てた。

「随ずい分ぶんと勝手なことをしますのね」

「む？　余がやりたい実験があり、貴様は幸運にもその被ひ験けん者しやに選ばれたのだぞ？　ここはむしろ泣いて余に感謝すべき場面であろう。それに、その体は貴様にとっても悪い物ではないはずだぞ」

「……確かに、痛みませんし、手足もありはしますが────」

　体を勝手に改造された、という事実には吐き気と嫌けん悪お感かんがこみ上げた。

「そういうことではない。その体はセラと殴り合える体なのだ」

　だが、その一言を告げられ、ナースからそんなものは吹き飛んでいた。

「セラと……？」

「貴様の過去は見た。奪うことを強者の証と考え、あの手この手で多くの者から様々な物を奪っていたようだが……実際のところ、貴様がやりたかったのは強さの証集めなんぞではなかったのだろう？」

「そう、ですわね。ワタクシは……セラと正面から、殴り合いがしたかったのですわ」

「ならばその願望を存分に成じよう就じゆさせるが良い。もうすぐセラブリスがここに来る」

　ナースは攻こう撃げき的な笑えみを浮うかべると拳を握にぎった。
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　16:08　《王座戦争》３日目　ヨドムント平原付近

　ラグナル、ヴァル、ルナ、マリニスカはセラの背に乗っている……というか、しがみ付いた状態で、クレアが拠きよ点てんにしている城へ向かっていた。風のように走るセラの足は非常に速く、火山地帯から出発して五分程度で既すでにクレアの城が見えて来ていた。

　ヨドムント平原で大敗を喫きつしたニスカは徐じよ々じよに近づいてくるクレアの城を、落ち着いて見ていることなどできなかった。

「ラグナル、もちろんクレアに勝つ策とかあるのよね？」

「ある、というか……普通に勝てるだろ。お前がいるんだから」

「はぁ？　言っとくけど私、一度もクレアに勝ったこと無いわよ？　クレアみたいに自分で新作を考える頭があるわけでもないし、私にできるのは精々後手の猿さる真ま似ねだけよ」

「それでも九割はアイツを押さえられるだろ？」

「まぁ……出来るとは思うけど」

「だろ？　そしたら残りの一割は俺たちで押し返しゃ良いんだ。流石さすがに一割くらいなら《創造》の《模も倣ほう》が無くても何とかなる。皆みなで力を合わせりゃ十分勝てるんだよ」

「……皆で力を合わせて、ね。そういうフレーズには寒気がするわ」

「いやぁ～、ツンデレだね！」

　楽しげに言ったルナの後頭部にニスカのチョップが入った。

「安心しろ。別に友情がどうこうってんじゃねぇから……あ、そうそう」

「何よ」

「俺はお前とクレアの間に何があったのかは知らねぇけど、どんな事情があるにせよ、感情的になって突つっ走るのはやめてくれよ？　それだけのことで簡単に負けるからな」

「んなッ!?　今から負けた時の責任を私に押し付けるつもり!?」

「そういうわけじゃねぇよ。でも、実際そうだったろ？　境界森林ボーダーフオレストでクレアに爆ばく弾だん摑つかまされてよぉ。ありゃ冷静さを失ってたからだぜ」

「んぐぐぐっ……はぁ、分かったわよ。気を付ける」

「あ！」

　ニスカが呟つぶやくように言った直後に突とつ如じよセラの速度が上じよう昇しようして全員が慌ててセラに強くしがみ付いた。

「ど、どうした!?」

「ナースだ！　ナースがいる！」

　セラの視線の先を見るとそこには確かにナースの姿があった。

「手足が……この短期間でどうやって完治したんだ？」

「んなこたぁどうだって良い！　アタシはナースと話をすっから、クレアとはテメェらでケリ付けな！」

　ラグナルの疑問の呟きをセラはそんな言葉一つで切り捨て背中にいるラグナルたちを引き剝はがし出した。

「待った！　投げるなら城のテッペンに頼たのむ」

「おうよ！」

　セラはラグナルたちをまとめて放ほうり投げた。

「ルナ！　すぐにヴァルの偏へん食しよくを直して食しよく欲よくの制せい御ぎよ！」

「オッケ～！」

「ヴァルは本当の姿に戻もどって、城の壁かべをブチ破ってくれ！」

「はい！」

　ヴァルが巨きよ大だいな狼の姿になり、ラグナルたちはその背中にしがみ付いた。そしてヴァルが接近し塔とうの壁に迫せまるとそのまま壁を破は壊かいし中に入り込んで行った。

　そんな光景が繰くり広げられるのを余よ所そに、セラとナースは睨にらみ合いをしていた。セラはヴァルがいなくなったことで怒いかりが溢あふれ、再び鬼おにの姿へと変わる。だがそれでもラグナルに対して語ったことは忘れなかった。

『ナース』

　腸はらわたが煮にえくり返る。今すぐにでも殴ってやりたい。だがその燃えるような感情を超こえ、自分とナースの友情のどこからどこまでが本物だったのか、セラは知りたかった。

「何かしら？」

『アタシとの間にあった友情は、最初からあの瞬しゆん間かんまで全部偽にせ物ものだったのか？』

「最初は本物でしたわ」

『じゃあいつから偽物になったんだ？』

「貴女あなたに殴られたあの時から……ですわ」

『あぁん？　そんなことあったか？』

「……やはり憶おぼえていませんか、弱者にどのような振ふる舞まいをしても、忘れ去って我が道を進むのが強者。貴女はやっぱり完全に奪う側の存在なんですわね」

『奪う側？　何の話だ？』

「弱者の目線からでなければ分からないことですわ。さぁ行きますわよ？　ワタクシが完全に奪う側の存在となるために……この拳こぶしで、全力で貴女を殺しますわ！」

『は？　殺す？　ナースがアタシをか？　っはは、笑わせん────』

　気が付くとセラは勢い良く地面に叩たたきつけられ、クレーターを形成していた。まだ遠くにいたはずのナースが舞い上がる粉ふん塵じんと飛礫つぶての中に見え、その拳が振り抜ぬかれた形になっていることに気付き、ようやく殴られて自分がこうなったのだと理解した。

　ナースが着地し指をクイッと動かす。立てという挑ちよう発はつだ。クソが、と声を出そうとしてセラの口はゴポリと音を立てた。口の中にある血の味、そして存在するいくつかの異物を舌で感じ取ったセラは、立ち上がりながらそれを吐はき出した。

　血に混じる砕くだけた歯が地面に落ちる。セラは目の前の相手が、殴って一いち撃げきで死んでしまうような弱い存在ではないと理解し、喜んだ。

『んだよ、テメェ強くなったのか……最高だぜ。これでもう魔ま物もの相手に八つ当たりなんざしなくて良い。何十発も、何百発も、何千発だって！　本気で殴れるっつーことだ！』

　セラはナースに殴なぐり掛かかった。両者の拳と拳が衝しよう突とつし大気が揺ゆれる。だがその衝突は序章に過ぎない。目にもとまらぬ速さ、岩をも一撃で粉に変える拳同士が繰り返し正面からぶつかり合って行く。

　拳の衝突により走る衝撃と、拳が引かれては前へと打ち出され発生する風が、少しずつ大地を傷つけて行く。両者の拳は、このぶつかり合いだけで血が滲にじみ始めていた。

「グッ！」

　セラがナースの拳を無視する形でボディに一撃を入れた。ではナースの拳がセラに届いたかというとそうでは無かった。手足の長さや身長からうまれるリーチの差がセラを守り、ナースにだけダメージを負わせていた。

　だがナースは引かない。それどころか一歩前に出た。リーチが長いなら懐ふところに入り込めばそれだけ対処が難しくなる。それはセラも分かっているのか、一歩後ろへと下がった。いや、下がったのは戦術的なことを理解していたからではなく、単純に殴り難にくかったからかもしれない。だがどちらにせよ、後ろに下がられるというのは、ナースにとって歓かん迎げいしたいことではなかった。

　ナースは大だい胆たんに踏ふみ込むのをやめて少しずつじりじりと近づく。拳が入り込む角度が僅わずかに変化したそのタイミングでこちらから打ち込む拳の角度も変えると、ナースはセラの拳を大きく払はらって体勢を崩くずさせた。そうして生み出した隙すきを無む駄だにせず、一気に懐へと入り込み、そのまま拳をセラの腹部へ打ち込んだ。

『ゴハッ！　この……ッ！』

　振り払われた両りよう腕うでを一気に引き戻し、セラはその勢いのままナースの背中に自分の両腕をぶつけた。

「カッ────！」

　セラはそのまま両腕を自身の胴どう体たいの方へと近づけナースを絞しめ上げる。

「う、ぐ、ぁああああああああああああああああああッ！」

『このまま、真っ二つにしてやるよぉ！』

　ナースは負けじとセラの体を腕で絞めると、両足に力を入れ、体を後ろへ逸そらし、セラの体を持ち上げた。

『う、おぉ？』

「はぁあああああああああああああああッ!!」

　そのまま体を後方へと倒たおし、ナースは勢いよくセラの脳天を大地へと激げき突とつさせた。衝撃が大地を揺らし亀き裂れつを走らせる。

『イ～～～ッ！』

　セラは堪たまらずナースから腕を解き、自身を摑つかむナースの腕を思い切り殴りつけた。そのダメージはセラ自身にも響ひびいたが、ナースを離はなれさせるには十分だった。解放されてすぐセラはナースから距きよ離りを取った。

『やりやがったなテメェ！』

　セラの頭から血が流れる。

「怒おこるのはお門かど違ちがいですわ。貴女が弱いだけですもの」

『あぁ？　テメェ何言ってやがる。強かろうが弱かろうが、悪いことするヤツが悪いに決まってんだろうが！』

　ナースはそんな言葉がセラブリスから飛び出したことに衝撃を受けた。弱肉強食はこの世の王道である。そこに善や悪は無い。強しいてあるとするならば、それは弱いことだけが唯ゆい一いつの悪である。幼き日にナースが辿たどり着いた王道の体現者、それがセラだった。そのセラが弱さ以外の悪を語る姿。

「気に食わないですわ」

　そうだ気に食わない。では、この世界で自由に振ふる舞まうことを許された強者ならばどうするのか。殴る。蹴ける。折る。潰つぶす。とにかく痛めつけて黙だまらせる。徹てつ底てい的な蹂じゆう躙りんの果てに、その気に食わない主張と分不相応な自由を略りやく奪だつし、立場を分からせ────。

『悪いことするヤツが悪いのは当たり前だろうが、気に食わねぇって何だよ。ガキか』

「────」

　セラの姿は人型へと変化し始めていた。セラの顔に浮うかぶ表情は純じゆん粋すいな怒りにだけ染まった物とは違う物になっている。その顔は、言うなれば何な故ぜこうなったのかが腑ふに落ちたという顔をしていた。

「ナース、今アタシは幻げん滅めつしてる。昔っからバカで我わが儘ままで、すぐに暴れてたアタシを落ち着かせて、反省もさせてくれたテメェが、ガキみてーなまま変わらねーアタシの傍そばにいてくれたテメェが、んなガキみてーなこと言うんだなって……滅め茶ちや苦く茶ちや幻げん滅めつしてるぜ」

　この幻滅がセラから怒りを消していた。そのことを表すように、セラは完全に人の姿へと変わっていた。

「ガ……キ……？」

「友情がほとんど偽物で、本当の友情なんて少ししかなかったとしても、テメェの大人な部分だけは本物だと思ってた。でも違ったんだな……今アタシとテメェの関係がハッキリと分かった。何も難しいことは無ねぇ。アタシとテメェは、ずっと昔にすれ違ったまま、ここまでデカくなっちまったガキ同士だ！」

　この時、セラの中ではナースへの認にん識しきが、狡こう猾かつな裏切り者から、ずっと自分が知らない間に傷つけていた友達へと変わっていた。ナースがやった裏切りを、鬱うつ憤ぷんが爆ばく発はつした結果だと解かい釈しやくし直したのだ。そしてその解釈は、実のところ少し的中していた。

　一方セラの急激な変化にナースは戸と惑まどっていた。向けられる視線、表情、そのどれもが敵対者のソレではない。強者同士の戦せん闘とう中に漂ただよっているべき空気はもはや存在していない。それどころか、セラは既に鬼の姿ですらなくなっている。

「ふ、ふざけないで！　私が見つけた真理を────」

「他ほかの魔ま族ぞくが嫌いやがることをすんじゃねぇって、ちっせぇ頃先生に言われたよな？　アタシはずっとそれが出来てなかったんだ」

　そんなことを言ったらナースもである。セラに勝てない事実を覆おおい隠かくすように、略奪を強者の証あかしと考え、略奪に略奪を重ね、ここまで来てしまった。だが、だからと言ってナースはそれらの行こう為いを、単に小学校の先生に言われたことが未いまだに守れていないだけであるとは思えなかった。

　それを受け入れてしまえばこれまでの全すべてが否定されてしまう。しかし、その自分の愚おろかさを認められない心こそまさしく子どもの証だった。

「先生のお説教を聞いて、自分を成長させられなかったせいでこのザマだ。お前をそんな風に変えちまった。いや、変われねーままにしちまったのか……」

「ち、違いますわ。ワタクシは、自分の意志で変わったのです。ワタクシ自身が、自分の足でこの弱肉強食という真理にまで辿り着いたのですわ！」

「真理？　それこそふざけてんだろうが。弱肉強食の中で言う強いヤツなんざ、弱いヤツが居なくなったら生きていけなくなるザコ中のザコじゃねぇか！」

　ナースの膝ひざは震ふるえていた。ずっと自分が思い描えがいた強者像は、セラにとっては弱者そのものだった。

「じゃあ、今まで、ワタクシは一体何を……？」

「アタシに聞かれても分からねぇけど、今まで何をしてたかより、これから何をするかの方が大事だろ？　だからアタシは……とりあえず謝ろうと思う」

　セラは、自分の気持ちに気が付いた。そしてそれを見失ってしまっていたことにも。

「謝る？　何を……？」

「何をって、こっちはよく憶えてねーけど昔、アタシがナースを殴っちゃったんだろ？　だから……スッゲェ遅おくれちまったけど、今謝る。ごめんな、殴っちゃって。後、それだけじゃなくて、今まで色々我が慢まんさせたり、迷めい惑わくかけたりしたろ？　……そういうのもごめん」

　ナースは、素す直なおに謝罪の言葉を口にするセラを、確かな強者であると感じていた。

「あのさ、長い時間が掛かると思うけどよぉ……もうナースに迷惑かけねぇように頑がん張ばるつもりだから……もし、アタシを信じてくれるなら、もう一度、友達になってくれ。アタシはナースと友達でいたい……これがアタシの気持ちだ」

　そもそも、何故、どこからどこまでが本物の友情だったのかを知りたいと思ったのか。簡単なことだ。セラは、ナースが好きなのだ。たとえ裏切られようと、確かな絆きずなが有ってほしいと願うほどに。

　セラは心の中でラグナルに感謝した。「自分の気持ちを見失うな」。最初は意味が分からなかったが、これが無ければもう一度ナースと友達になろうと思わなかっただろう。

　あの過去の出来事から随ずい分ぶんと間が開いた。始まりは些さ細さいな出来事。そこに重なったまたもや些細な出来事。それが歪ゆがんだ壁かべと小さな世界を作っていた。だがその歪んだ壁はついに消え、セラとナースはついに、久々にお互たがい触ふれ合うことができたような気がした。

　しかし、ナースは静かに首を振った。

「ダメですわ」

「やっぱ、ダメか。そうだよな、すぐ暴れるようなのとは、居たくねぇよな」

「そうではありませんわ。そうではなくて……ワタクシが、貴女あなたの友達に、相応ふさわしくなさすぎる。貴女みたいな、眩まぶしい魔族の隣となりに立つ資格が無い」

「友達に資格とか要いらねぇだろ！　そんなもんが必要な友達なんて、友達じゃねぇ！」

「けど、ワタクシは貴女を殺そうと────」

「関係ねぇ。アタシが、もう一度友達になりてぇって言ってんだ。大事なのは、ナースの気持ちがどうなのかってことだけじゃねぇか。なぁ、教えてくれよ。テメェの気持ちを」

「……ワタクシは…………ワタクシも、貴女ともう一度、友達になりたい！」

　ナースの目からは自然と涙なみだが零こぼれていた。セラはナースに向かって駆かけ出し、シッカリと、しかしとても大事そうにナースを抱だきしめた。

「ありがとな、ナース！」

「こちらこそ、ありがとう。また、こんなワタクシと友達になってくれて……！」

　ナースはセラを抱きかえし、セラとナースはしっかりとお互いを抱きしめ合う。二人の子どもがこの日、ようやく一歩だけ前に進んだ。
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　16:10　《王座戦争アグナローラ》３日目　クレイアードの城

　セラに投げ飛ばしてもらったラグナルたちは、斜ななめの塔とうの頂上に近い部分の壁を破は壊かいし、内部に侵しん入にゆうした。天てん井じようも無い吹ふき抜ぬけの空間と、壁に沿うようにして備え付けられた螺ら旋せん状の階段。そしてその階段の一段ずつに重力を無視して整列する、白い魔ま物もの達の姿が見えた。同じ姿の個体しかいないことから、この魔物達がクレアに大量生産された魔物であることは明らかだった。

　斜めの塔の壁に着地すると同時に、ラグナルがオートマチックミスフィールドを広げて全員を包み、魔物達の襲しゆう撃げきに備えたが、魔物達は一向に動く様子が見られない。

「コイツら、襲おそって来ないどころか動きもしねぇな」

　その言葉を受け、ニスカは能力を模も倣ほうして魔物を調べると顔を顰しかめた。

「な～んか変な能力を与あたえられてるわね。この魔物たち」

「変な能力？」

　ルナが聞くとニスカは頷うなずいた。

「異世界を引き延ばす……いや引っ張る？　とにかく異世界を動かす、みたいな能力よ」

「何だか急にスケールの違う単語が飛び出したねぇ」

　苦笑いをしながらルナは言った。

「アイツの能力は《創造》よ？　スケールが違って当たり前でしょ」

「なんでお前が威い張ばってんだ」

『でも、何のためにそんな能力を持った魔物をこんなに用意したのでしょうか……』

「……クレイアードの性格を考えると、これが俺たちを混乱させるための小細工ってことはねぇだろうな。でもそうなると、本当に異世界を引っ張るために用意したことになる。そこが分からねぇ。異世界なんか引っ張って、アイツは何がしてぇんだ？」

　頭を搔かきながらラグナルが言ったところでヴァルが『あ！』っと声を上げた。

『見てください！　塔の底が揺ゆらいでます！』

　ヴァルがそう言ってラグナルたちは塔の底に視線を向けた。そこには水が張っているのとも陽炎かげろうが立ち昇のぼっているのとも違う、奇き妙みような揺らぎを見せる床ゆかがあった。

「……ま、視力なら良いか」

　ボソリとラグナルが言った。

「え？　何て？」

　ルナが聞くとラグナルは「なんでもねーよ」と言ってじっと床を見た。そして揺らぎの奥に夕暮れの荒こう野やが微かすかに見えて眉まゆを顰ひそめた。揺らぐ陽炎のような物の奥に、風景が見える光景をラグナルは見たことがあった。そして、ソレが何なのかを思い出した。

「あれって、もしかして世界隔壁デツドエンドか？」

　思わず呟つぶやいた言葉にヴァルが『え？』と声を上げた。

『世界隔壁って、世界同士を隔へだてる結界……ですよね？』

「まさかクレアちゃんがあそこに世界を創つくったって言うのかい？　いくら《創造》の力を持ってるって言っても、流石さすがに世界なんて……」

「創れるわ。あの力は本当に、創ろうと思った物は、何でもある程度創れるのよ」

　ニスカの声はとても真しん剣けんだった。

『なら本当に、あそこにクレイアードさんが創った世界があるかもしれないんですね』

「そんなヤバそうな所に飛び込んでやる義理は無ぇな」

「でも、もしかしたらあの中にメリィちゃんがいるかもしれないよ？」

　ルナにそう言われてラグナルは少し悩なやんだ後で首を左右に振ふった。

「先に別の場所を探してからだ。誰だれか浮フ遊ワ魔ロ術ウを────」

　ラグナルがそう言ったところで突とつ如じよ螺旋階段に整列していた魔物達が一いつ斉せいにこちらを向き、「ザッ！」という音が塔の中に響ひびいた。

「何!?」

　ニスカが声を上げた直後に塔の底に広がっていた世界隔壁がまるで噴ふん火かでもするかのように迫せり上がり、あっという間にラグナルたちにまで届いた。

　世界隔壁に吞のみ込まれたラグナル達は、ゆっくりと着地すると夕暮れの空を見上げた。そこに広がる光景に一行は思わず息を飲む。夕暮の空に照らされ黄金に輝かがやく荒野には草花が無いにもかかわらず雄ゆう大だいな自然が感じられた。

『これを、創ったって言うんですか？　クレイアードさんが……』

　雄大で美しい自然を見た時に、すべての意志ある生物は、こんな素晴らしい物を創れるのは創造主だけだと直観する。そして平へい伏ふくする。とても敵かなわないと。だが、この世界の創造主は、神ではなく、クレイアードという魔族の少女だった。

　格の違ちがいを思い知らされ、本当に勝てるのかという疑念が湧わき上がる中で────。

「……大したことねぇな」

　────ラグナルだけはそう言って退けた。

「大したことないって……」

　沈しずんだ声で言うニスカの肩かたにラグナルは手を乗せ、力強い視線を向ける。

「実際大したことねぇだろ。こっちには、これと同じ物を創れるヤツがいるんだぜ？」

「そうだね！　ボクらにはニスカちゃんがいるんだ。だから、クレアちゃんが相手でも互ご角かく以上に渡わたり合えるって話だったもんね」

　ルナはニスカへと視線を移す。

「……悪いけどそんな目で見られても────」

「ニスカちゃん、今まで君に不幸ばっかり運んできたその能力は、これと同じことができない程度の不完全な物だったのかい？」

「それは……」

「違うだろう？　完かん璧ぺきだったからこそ、君は苦しむことになったんじゃないか！」

「……そうね。その通りよ！　私はこの能力が完璧だったからこそ、余計に苦しむことになったんだわ。だったら、このくらい私にも創れる！」

　ラグナルはにやっと笑うとヴァルの頭部の方へと移動してその頭を撫なでた。

「なぁヴァル、この大地を全部食べたとして、お前は腹いっぱいになんのか？」

『……そうですね……たぶん足りないと思います』

「クレイアードのヤツが用意できたのはそれだけってことだ。ほら、こんなもんペロリと食い尽つくせちまうんだって思って、もう一度見てみな」

　言われた通りに見渡してヴァルは最初に見た時と違う印象を受けた。

「どうだ？　大したことねぇだろ」

『……はい！』

「よし！　んじゃあ全員奮い立ったところで……ここにメリィがいるか探そうぜ」

『ついでにここから出る方法も、ですね』

　ヴァルが言い終えるや否いなや、轟ごう音おんと共に白い落らく雷らいが一行の前方に落ちた。そして舞まい上がる砂すな埃ぼこりの中からクレアが姿を現す。クレアの姿は黄昏たそがれの中にありながら、夕暮れの黄金に染まらない純白を保っていた。

「探す必要は無いぞ。メリィの居場所も、ここから出る方法も、余が直々に教えてやる」

　ニスカは拳こぶしを握にぎりクレアを睨にらんだ。

「……じゃあ教えてもらおうか」

「どちらも余に敗北を認めさせるか、余を殺すことができれば、すぐに分かるようになっている。知りたければ戦って勝つしかないという訳だ」

　クレアの言葉をニスカは鼻で笑った。

「その言葉が本当だって保証はどこにも無いじゃない」

　溜ため息いきを吐つきながらクレアは小さな瓶びんを創造した。そしてその中身を一口飲んで蓋ふたを閉じるとクレアはラグナルに向かって瓶を投げた。ラグナルがそれをキャッチすると同時にクレアの影かげが立ち昇った。

「……ウパシャナか」

『そうだ。疑わしいならば貴様も飲んでみよ』

　クレアの影が答えた。

「いいや、飲まねぇ」

　ラグナルは瓶を捨てた。

「ま、当たり前ね。クレアなら自分以外が飲んだら死ぬ薬なんて物も創れるもの」

「そうじゃねぇ。俺はクレイアード・スペルビアの、《七なな罪ざい魔ま》の頂点に立つ者としての矜きよう持じを信じる。だから真実を語る影に聞くことも無ねぇ。消えな」

　クレアの真実を語る影が消えた。

「……クックック、やはり貴様は余の足元程度には並ぶ存在のようだな。故ゆえにこそ断言しよう。貴様の信しん頼らいを余が裏切ることは絶対に無い」

　クレアの背後に、座り心ごこ地ちの良さそうな白い豪ごう華かな椅い子すが現れた。クレアはそれに腰こしかけると、椅子はゆっくり浮ふ上じようした。

「では、懲ちよう罰ばつの時間だ。貴様らの足あ搔がく姿で余を興じさせよ。それをもって、余の足元に並んだ不敬を許す」

　一いつ瞬しゆんだった。空間が揺らいだ次の瞬間には、魔ま剣けんや魔ま鎧がいで全身を固めた、多種多様な魔物の軍勢がラグナル一行の前方に出現した。

「ニスカ！」

「分かってるわよ。すぐに再現してやるわ！」

　そう言ってニスカが《模倣》するも、ラグナル一行の背後には、クレアが出現させた軍勢とは程ほど遠い、一個旅団程度の魔物しか現れなかった。

「……おい、全然足りてねぇぞ」

「そんな、今の私はクレアの《創造》を完全に模倣してるはずなのに!?」

　クレアが高笑いを上げた。

「貴様は確かに余の能力を完全に模倣している。だが余は先ほど能力を使わなかった」

「何ですって？　じゃあ一体────」

「この小世界に重なるようにしてもう一つ世界を作っておいた。予あらかじめ創っていた軍勢をそこに保管し、今取り出したというだけの話だ。さて、ではダメ押しと行こうか」

　クレアはわざとラグナルたちから見える位置にニスカが創った物と同じ一個旅団を作り出した。こうやって相手も数を増やしてしまうのでは、ニスカがいくら頑がん張ばっても永遠に追いつけない。これではニスカだけで九割を抑おさえるのは夢のまた夢だ。
















「では、余は軍勢の最奥で待っているぞ。足搔きに足搔いて余を楽しませよ」

　クレアが飛び去って行った。

「やっぱり、私は……」

　白状するとニスカは自分がラグナルたちの役に立つことを期待していた。頼たよられていることが普ふ通つうにうれしかったのだ。しかしその喜びも期待も全すべてが音を立てて崩くずれて行く。

「何だ。やっぱりアナタってモノマネばかりの役立たずなんじゃない」自分の声が頭の中に響いた。

「そんな顔すんのは、まだ早ぇぞ！」

　失意の中に沈んで行きそうだったニスカをラグナルの声が止めた。

「え？」

「作戦変へん更こう！　全員で十割押し返す！　良いな!?」

『はい！』

　ヴァルが元気よく返事をする。

「分かった！　でも、残念ながらボクが役に立てることはヴァル君の食しよく欲よく制せい御ぎよくらいかな。クレアちゃんはアイツらに性欲を与あたえなかったみたいだ」

　申し訳なさそうに言うルナに、ラグナルは少し口元に手を当てて考え込むような仕草をした後、少し笑えみを浮うかべながらその手を口から放した。

「……いや問題無ぇ。ヴァル！　お前、触しよく手しゆの口でもスイカの種飛ばしってできるか？」

『えっと、いくつか唇くちびるがない口があって、それだと種飛ばしはできません』

「じゃあその口で物を投げたりは？」

『できます。舌はどれも器用なので』

　ヴァルの言葉にラグナルは左手の平に右手の拳をぶつけて良い音を鳴らした。

「っしゃあ！　行ける！」

『あの、何をするつもりなんです？』

「俺が攻こう撃げきを逸そらす。ルナがヴァルの暴走を防ぐ。ヴァルは敵を食って倒たおす傍かたわら、嚙かみ砕くだいた鎧や剣の破は片へんを投とう擲てきして攻撃。あ、触手じゃない口の舌は使うなよ？」

『え？　何でですか？』

「理由は言えねぇ、悪いな」

『大だい丈じよう夫ぶです。ラグナルさんを信頼してるので。とにかく使わなければ良いんですね？』

「あぁ、頼たのむぜ」

『おまかせください！』

「それで、だ。ニスカ、お前はこっちの軍の数を増やしてくれ。俺たちが一いつ騎き当とう千せんの活かつ躍やくをして相手を減らしまくれば、いつか状じよう況きようはひっくり返る」

　ニスカは眉み間けんにしわを寄せて俯うつむいた。

「で、でも、そんなんで本当に上う手まく────」

「大丈夫だよ！　ボクらを信じて」

　ニスカは今までに何度も「信じている」と言われたが、その全てが勝手な期待だった。そしてそれと同じくらい「信じてたのに」と言われたこともあった。この言葉に至ってはニスカ自身さえ何度も思っていた言葉だった。しかし、「信じろ」と言われたのは初めての経験だった。

　ニスカは口を結び、歯を食いしばり、ルナの言葉に答えるような目で頷うなずいた。

「よし、行くぞ！」

『はい！』

　ヴァルはラグナルの掛かけ声に返事をして走り出すと、触手を広げて敵に喰くらいついていった。ヴァルの活躍は、一騎当千の兵士、というよりはもはや大破は壊かい兵器と呼べた。

　駆かける足で敵を潰つぶし、伸のびる捕ほ食しよく器官は動く度たびに一撃で敵を屠ほふり、吐はき出す破片は敵を貫つらぬいた。破片は時に防がれることもあったが、こちらの兵士がその隙すきを突つき、あっさりと勝利する。十万を超こえる軍勢との戦いとは言え、実際に前線で行われる戦せん闘とうは多く見積もっても十対一が関の山。ならば九を倒して一対一に持ち込み、敵方を妨ぼう害がいしてやれば良いのだ。相手は補給を受けつつも減る一方。こちらは損害ゼロで増え続ける。

　合戦が続くこと数十分。ついに形勢は変化し、ラグナルたちの軍勢が黄昏の荒こう野やに徐じよ々じよにその数を増やしていた。

「お、押してる！　押してるわ！　これ、このまま行けば勝てるんじゃない!?」

　高こう揚ようした様子でニスカが言った。

「いや、このままじゃ勝てない」

　しかしラグナルはニスカの言葉をあっさりと否定した。

「何でよ」

「クレイアードの魔物はさっきから動きが単調なんだ。こっちに向かって来て、攻撃を仕掛けるばかりで態勢を立て直しもしない。量だけで押して来てるんだ。たぶん……ありゃ遊んでやがるな」

「遊んでる？」

「言ってたろうが、戦闘前に……余を楽しませよってな」

「アイツ、どこまでもバカにしてッ！」

　ニスカの言葉にラグナルは口角だけを吊つり上げた。

「本当に《傲慢スペルビア》らしいヤツだよ。俺の予想では、半分まで行ったところで軍の立ち回り方を変えるか、今まで居なかったような魔物を創つくって混ぜて来るだろうな……俺たちが足搔いて、面おも白しろくなるように」

「最低だわ……」

「そこが可愛かわいいところなんだが……」

「はぁ!?　何言ってんのよ！　というかアンタ、メリィとかいう娘むすめが大事だったんじゃないの？　何!?　二ふた股また？　それともルナと同類!?」

「可愛いっつっただけで騒さわぎすぎだろ……っというかだな、こっちとしちゃクレイアードに可愛い部分が無ぇと困るんだよ」

　ラグナルの目つきが変わった。

「すまん、ヴァル。お前を偏へん食しよく家にしても良いか？」

『良いですよ！』

　ヴァルは快かい諾だくする。

「ありがとよ。じゃあルナ！　頼むぜ」

「任せて！」

　ルナはヴァルの食しよく欲よくを増加させた。

『……グル、ゥウウ、グルァアアアアアアアアアアアッ！』

　ヴァルが咆ほう哮こうを上げながら信じられない速度で走り出すと、その上に乗っていたラグナルたちはヴァルの背にしがみ付いた。ヴァルは軍勢を踏ふみつけ飛ぶように走って行く。

「うわッ！　ちょ、何！　何なの!?　なんでこいつ急に走り出したの!?」

　ニスカが言うとルナは得意げな表情になった。

「ふふん、食欲完全開放モードだよ。今のヴァル君は食べることしか頭に無い」

「え、それ、大丈夫なの？」

　ラグナルは口元に笑みを浮かべる。

「まったく危険は無いぜ。完全に安全だ。いや、それどころか────」

　ヴァルの口が軍勢の最さい後こう尾びで浮かぶクレイアードに向かってカパリと開かれた。

「これで俺たちの勝ちだ」

　ヴァルの舌が勢いよく伸びてクレアの腹部を貫いた。オートマチックミスフィールドが無ければラグナルが死んでいた一撃だ。想像以上に伸びる鋭するどく長いヴァルの舌。その長さも素す早ばやさも鋭さも、完全にクレアの予想を超えていた。

「な……にぃ……？」

　クレアの腹部から舌が抜ぬかれそのままヴァルの舌は器用に動きながらクレイアードの体を削けずって行く。血ち塗まみれになったクレイアードが椅い子すから滑すべり落ちる。

「クールダウン！」

　ラグナルが叫さけぶと、ルナはすぐにヴァルの暴走を止めた。

『っと────ふぅ～。どうでしたか？　僕、役に立ちましたか？』

「あぁ！　おかげで俺たちの勝ちだ。ほら、見な。アイツらバラバラに動き出してる」

　ラグナルの言った通りクレアの軍勢はもはやまともな進行すらできていなかった。

「え、これって本当に勝ったってことで良いの？」

　ニスカが目をぱちくりとさせながら言う。

「あぁ」

「私、役に立った感じがしないんだけど」

「何言ってんだ。あの状況、後ろから俯ふ瞰かんして見てたら、完全に俺たちが魔物同士の戦いを重視して動いてるように見えたろうぜ。アレ、スゲェ重要なデコイだったんだぞ？」

「そういうことだったのね……でも、だったら何で先に兵士の方はデコイだって言ってくれなかったのよ。言ってくれれば、もっと魔物達を目立つように動かしたわよ？」

「敵を騙だますならまず味方からだ。動きでワザと目立つようにしてると見抜かれたら、こっちが警けい戒かいされる。しかもアイツ、戦闘前に楽しませろって言ってたじゃねぇか。それって自分が楽しめる状況を既すでに整えてたってことだろ？　ならこっちの会話も筒つつ抜ぬけだった可能性が高ぇ。だから、お前らにハッキリ作戦を伝える訳にもいかなかったんだ」

「……ラグナル君って、大体味方も騙す嫌いやな作戦立てるよねぇ。ナースちゃんの時もそうだったし……これは勝ったとは言え、オワビックスが必要なんじゃない？」

「いやオワビックスってなんだよ」

「お詫わびでセ○クスのことだよ！」

「分かんねぇふりしたんだよ！　察しろ！」

　何の前まえ触ぶれもなくクレアが落ちた地点が眩まばゆく輝かがやいた。

「アレはッ!!!!」

　ニスカが血相を変えてヴァルの前に降り、両手を前方に出した。そしてクレアの光と同じ物がニスカの手から放たれると、白い閃せん光こう同士が激げき突とつする。

「く、ぅうううううッ！」

　光がアーチ状に広がってラグナルたちの周りを通り過ぎるとラグナルは顔を青くした。

「マジか……」

　オートマチックミスフィールドの生み出す、攻撃を逸らす魔ま力りよく流が、光に触ふれただけで成す術すべも無く消されていた。それは、この光にはありとあらゆる干かん渉しようが通用せず、触れればただ消えるという事実だけがあることを示していた。

　しばらくして光が収まると、クレアの笑い声が高らかに響ひびいた。

『ふはははははは！　もう良い……遊びは終わりだ！　貴様らは極きよつ刑けいに処す！』

　背中から六枚の翼つばさを生やしたクレアが空へ舞まいあがる。その右手には先ほどの光が集まっていた。

『さ、さっきのがまた来ますよ！』

「おい、ニスカ！　大丈夫か？」

「えぇ、物もの凄すごく疲つかれたけど、何とか大丈夫」

「……ニスカ、白状すると俺はアレに勝てるビジョンがまったく思い浮かばねぇ」

　眉まゆを下げて言うラグナルにニスカは陰いん湿しつな笑みではなく、勝気な笑みを浮かべた。

「あらそう？　私は九割どころか十割、アレを一人で抑おさえ続ける自信があるわ。……さすがに、こっちも元の姿に戻もどる必要はあるけどね！」

　ニスカの姿が変化し、現れたのは深海のような青色の鱗うろこを持つ巨きよ大だいな蛇じや竜りゆうだった。

「これが、ニスカちゃんの本当の姿……！」

「本当に何とかなるのか？　アレ、俺が感じた限りじゃどうしようもない物だったぞ！」

『ラグナル。あれはどうしようもない物なんかじゃない。《破壊》の光よ』

「《破壊》？　クレイアードの力は《創造》じゃないのか？」

『だから使えるの……《破壊》は《創造》の下位互ご換かんだから』

「真逆の物じゃ無いのか」

『意外かもしれないけど、同じことよ。新しい物が創られるということは、その新しい物が存在しなかった以前の世界を破壊してしまうということなのよ』

「《破壊》は《創造》の通過点だってことか？」

『そういうこと。創造という結果まで進めずに止めれば、破壊だけが起きる。破壊は死と言い換かえても良いかもしれないわね。死は、魂たましい以外になら何にでも存在してる物で、あの閃光はソレを問答無用で引っ張り出すの。対たい抗こうできるのは神の力か、あの光を超える《創造》の力か、同じ《破壊》の力だけ……ここに居る魔ま族ぞくだと、防げるのは私だけね』

『聞こえているぞ……貴様が余の光を防ぐだと？　随ずい分ぶんと思い上がったなぁ？』

　苛いら立だちに満ちたクレアの声が響いた。

『思い上がりじゃないわ。事実よ』

　事実。その言葉が単なる挑ちよう発はつでも強がりでもないと、ラグナルには分かった。

『ふ、ふはは、ふははははははははっ!!　図に乗るな、クズが!!!!』

　クレアの指先が閃光を放つ。

『じゃ、後は頼たのんだわ！』

　ニスカも口から閃光を放った。光がぶつかり合い、拮きつ抗こうする。

　ラグナルはニヤリと笑う。

「あぁ、任せろ！　ヴァル！」

『はい！』

「回り込んでクレアに嚙かみつくぞ！　後はアイツの感情を喰くうだけだ！」

『ふははは！　おい貴様、そんな単純な作戦が余に効くとでも思っているのか？』

「効くっつーの。だってお前、ニスカのせいで他ほかに攻こう撃げきする余よ裕ゆうなんてないだろ？」

『何を言う、そんなことは────』

　と、そこでクレイアードは言葉を詰つまらせた。

「気付いたか？　テメェは今、十割の力を出しちまってんだよ！」

　ニスカの竜の瞳ひとみが、愉ゆ快かいげに弧こを描えがいた。

『きッ……！　貴様、マリニスカ・インヴィーディアァッ!!』

「あー、そっか。十割を《破は壊かい》に使っちゃったら、クレアちゃんは他に何かすることなんかできないんだ。ソレをニスカちゃんが《模も倣ほう》でぶつけて来てる以上、少しでも手を抜けば自分の方が消されちゃうもんね」

『グッ！　こんな、こんなことで…………ッ!!』

　ルナの簡潔な説明にクレアは悔くやしげな声を出した。

『ふ、ふざけるな！　余は唯ゆい一いつにして絶対の存在である！　敗北などあり得ぬ！』

「おいおい……ここは笑って負けを認めたほうがカッコいいぜ？　クレイアード」

『黙だまれぇえええええええええええええええええええええええッ！』

　ラグナルは頭を搔かいて溜ため息いきを吐つく。

『やるしかないですね』

「あぁ、行こうぜ」

　ヴァルは荒こう野やを駆かけ出した。《破壊》の光を避よけて進み、クレアの背後を取る。そしてクレアの背に向けて勢いよく走り、大きく跳ちよう躍やくし、首筋に嚙み付いた。

『ぬぅ!?　なんだ、痛みを感じない……!?』

「傷つけるために嚙んでる訳じゃねぇからな、さぁ、喰え！　ヴァル！」

　ヴァルはクレアから闘とう争そう心と自尊心を吸い上げ始めた。この二つが混じった味は口が熱を持つような辛からさの中に、飲み込むのをためらうような雑な甘さがある物だった。

『く、う、な、何だこの感覚は、急激に……気分が沈しずむ…………ッ！』

「なぁクレアよぉ、この状じよう況きよう……完全に負けだとは思わねぇか？」

『い、いや！　まだだ！　まだ余は負けていない！　負けるはずが無いのだ！』

「往おう生じよう際ぎわが悪いなぁ」

　ルナはヴァルの食しよく欲よくを増ぞう幅ふくさせた。ヴァルが吸い上げる感情の量が一気に跳はね上がりクレアの闘争心と自尊心が減って行く。

『ぐ、う、うぅ……まだだ、まだ……』

　しかし、その瞬しゆん間かん、太陽に亀き裂れつが入ると、バリンと大きな音を立てて砕くだけ散った。その中にはメリィの姿があり、ゆっくりと地面に降下して行く。

「俺たちの勝ちだな、クレイアード。負けを認めたら、メリィの居場所が分かるようになっている。最初にそう宣言したのはお前だぜ」

　ラグナルはヴァルの背から飛び降りてメリィの元へと走り出した。

『違ちがう……余は……』

「違わない。君は────」

『黙れ！　分かっている……それ以上は喋しやべるな』

　クレアはそう言うと《破壊》の光を緩ゆるめ始めた。ニスカもそれに合わせて《破壊》の光を緩めて行く。二体の魔族は、睨にらみ合ったまま静かに人の姿へと変化した。その後、クレアの方から視線を逸そらし、ニスカはほっと息を吐はいて肩かたの力を抜いた。

　ラグナルはメリィが降りて来るであろう位置に着き、抱だき留められるように両手を広げた。眠ねむったままのメリィはラグナルの腕うでの中へと落ちて行く。ラグナルは落ちて来たメリィを優やさしく抱きしめた。

「……んぅ？　あれ、ラグナル様？」

　メリィが目を覚ました。

「遅おそくなった。すまん」

　ラグナルの顔を見て、メリィの目に涙なみだが浮うかぶ。

「謝らなきゃけないのは、私の方です。ごめんなさい、何度も捕つかまって、面めん倒どうなんてお掛かけしたくないのに……ラグナル様を危険な目になんか、遭あわせたくないのに……っ」

「はぁ……バカだな、お前。何で俺が、そういう目に遭ってでもお前を助けるのか、全然考えたりしねぇんだな」

　そう言われて、メリィの涙が止まる。

「……ううぅぅ～！」

　メリィは恥はずかしげな声を出しながら、ラグナルの胸部に自分の顔をグリグリと押し付けた。そんなメリィの頭を、ラグナルは優しく撫なでる。

「ところで、どっか痛いところとか、変な感じのするところとか無いか？」

「ありません」

「そっか、良かった……」

「あ、でも……ラグナル様。一つだけお願いしても良いですか？」

「どうした？」

「しばらくこのまま、抱っこしててください。こんな機会、滅めつ多たにないので」

「……しょうがねぇなー」

「えへへ、ありがとうございます」

　ラグナルとメリィの幸せそうな姿を見てニスカは舌打ちをした。

「チッ、幸せそうにしちゃって」

「茶化さなくっても良いじゃないか」

　ニスカに向かって歩くヴァルの背中からルナが戒いましめるように言った。

「私が何か言ったところで、あのバカみたいに幸せそうな雰ふん囲い気きは壊こわれないわよ」

『あ、そう言えばクレイアードさんは負けを認めさせればここから出る方法も分かるって言ってましたけど、その方法ってまだ分かってませんよね？』

「やっぱりアイツ、噓うそついて────」

「いや、出られる場所なら見えてるよ」

　ルナはそう言って砕けた太陽を指差した。その中には世界隔壁デツドエンドが見えていた。

『出口もあそこに隠かくしてたんですね』

「世界の派手さに反して、製作者さんはすっかり意い気き消しよう沈ちんしてるけどね」

　クレアはニスカに言われて少しだけ睨んだ。

「な、何よ」

「……余は、貴様に負けた訳ではない。そのことを忘れるなよ」

　クレアはそう言うと白い稲いな妻ずまとなって空へ飛んで行った。

「ふん。アイツも、案外ただの子どもね」

「おい、帰るぞ」

　飛んで行ったクレアを呆ぼう然ぜんと眺ながめていたヴァルたちにメリィをお姫ひめ様抱っこしたままラグナルが言った。
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　ラグナルたちがヴァルの背中に乗って世界隔壁から外へ出ると、そこはクレアの城の外に繫つながっていた。化け物同士が戦ったかのような破壊の痕こん跡せきの中で、セラとナースが穏おだやかな様子で向き合っていた。それにヴァルたちが困こん惑わくする中、ラグナルは笑った。

「よぉ、随分派手に喧けん嘩かしたな。セラ！　でも、ちゃんと自分の気持ちを見失わなかったみてぇだな」

「おう！　……ラグナル！」

「ん？」

「……ありがとうな。あ、それと。殴なぐったりして悪かった。あと屋や敷しきの床ゆかとか壁かべも」

「ワタクシは、やはり貴方あなたに良い感情は抱いだけませんわ。色々としてやられましたし。でも、そうですわね……ワタクシの計画が台無しになって良かったと、そう思っていますわ。何か無む償しようで恩返しをしても良いと思うくらいに、ね」

　憑つき物が落ちたようなセラとナースに、ラグナルはニヤッと笑う。

「なら、俺たちに協力しな。それでチャラにしてやるよ」

「……喜んで務めさせて頂きますわ！」

　17:11《王座戦争》３日目。ついにセラとナースが仲間に加わった。
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　8:15　《王座戦争アグナローラ》４日目、ラグナル邸てい

　ラグナルは、昨日が予想外のハードスケジュールになってしまったため、惰だ眠みんをむさぼろうとベッドに入ったものの、無理矢理起こされて食堂の椅い子すに座らせられていた。

　食堂にはラグナルやヴァルだけでなく、セラやナース、そしてクレアの姿があり、《王座戦争》中に初めて、《七なな罪ざい魔ま》全員が揃そろう形となった。クレアのはからいによって、《七罪魔》以外の魔族の姿はない。と、言いたいところだったが、メリィだけはそこに居た。

「あの、ラグナル様。どうして私はここに居るのでしょうか？」

「そりゃ、お前が目の届くところに居ないと、俺が不安になるからだ」

　二度あることは三度ある。既すでに《七罪魔》の中に攫さらう理由のある者は居ないが、それでもラグナルは三度目を起こさせまいと思っていた。

「あぁ……ご心配をおかけしてしまって、すみません」

「気にすんな」

「……あの、もう一つ、聞いてもよろしいですか？」

「ん～？」

「何な故ぜ、ラグナル様はクレイアード様をお膝ひざの上に……？」

　メリィの言うとおり、ラグナルの膝の上にはクレアが座っていた。ちなみにラグナルを挟はさんでメリィとヴァル、その対面にルナ、ニスカ、ナース、セラが座っていた。

「羨うらやましいか？」

「……正直羨ましいです」

「ならば受け取れ、ラグナルの膝を再現したクッションだ」

　クレアが指を鳴らすと共に、クッションが現れる。メリィはそれを受け取り、眉まゆを顰ひそめながらもそれを自分の尻しりの下に敷しいた。

「へぇ、こんな感じなんですね……あ、ヤバい。何か猛もう烈れつに惨みじめになってきました」

　本物のラグナルの膝が隣となりにあるのに偽にせ物ものしか使えない屈くつ辱じよく。それは容よう赦しやのない刃やいばとなってメリィの心に突つき刺ささった。

「あー、おいクレア。ちょっと膝から降りて────」

「断る！　絶ッッッッ対に降りんからな！」

「なんだその強ごう情じようさ！　というか何でお前、そんなに俺の膝に拘こだわってんだ……？」

　ラグナルがそう言ったところで、ヴァルのお腹なかが鳴った。

「あの、お腹が空いたんですけど……」

　クレアが指を鳴らすと、山盛りのパフェと豪ごう華かな装そう飾しよくが施ほどこされたスプーンが出現した。

「食らうがいい」

「あ、ありがとうございます」

「クレアちゃんって意外と優やさしいんだねぇ。ベッドの上でも優しかったりするの？」

「勘かん違ちがいするな、余は施しは与あたえるが奉ほう仕しはせぬ」

　クレアの言葉にセラが首をかしげた。

「どう違ちげぇんだ？」

「物は与えるけれど、自分が何かをすることは無い、という感じだと思いますわ」

「あぁ～！　雑談はどうでも良い！　早く用件を言え。そんで俺を眠らせてくれ……」

「やれやれ、《王座戦争》も残すところあと三日だというのに随ずい分ぶんと余よ裕ゆうではないか。それだけの余裕を見せられる策が貴様にはあるのだな？」

「あ、そう言えば結局どうやって魔王に勝つのか一度も聞いてませんでしたね」

「俺が本気を出してぶつかる。以上」

「「「「え」」」」

　ヴァル、ルナ、ナース、メリィは同時に呆あつ気けにとられたような声を上げた。

「おー！　シンプルで滅め茶ちや苦く茶ちや良いな～！　賛成！　大賛成だ！　戦いなんざ暴れてりゃ終わるってことをよ～く分かってんじゃねーか！」

　ラグナルの作戦とも言えない物に目を輝かがやかせながらセラは言った。

「あー、えぇっと、ラグナル君？　今はジョークを飛ばす場面じゃないんだよ？」

「ジョークじゃないわよ。ラグナルが本気を出すなら、勝率はかなり高いわ。だってコイツの能力ってストックだもの」

　ラグナルが説明するよりも先にニスカが言った。ニスカのその言葉をラグナルは頷うなずいてあっさりと肯こう定ていする。

「あぁ、お前は《模も倣ほう》したから分かるんだったな。そのまま能力の説明も頼たのむ」

「嫌いやよ。それくらい自分でしなさい」

「はぁ、面倒くせぇなぁ……俺の能力は、とにかく力なら何でも、使わなかった分だけ貯ためることができて、いつでも好きな時に使える能力だ。一日寝ねっぱなしなら、次の日には単純計算で一日中二倍の力を出せる。一年間何もしなかったら、一日中三百六十五倍の力で動き続けることができるぜ」

　それを聞いてヴァルは大きく目を見開いた。

「さ、三百六十五倍って、凄すごい能力じゃないですか！」

「なるほど、ラグナル君はソレを温存するために、ほとんど戦わなかったんだ」

「ラ、ラグナル様！　今私、感動してます！　ラグナル様は何にもしてないようでいて、その実誰だれよりも己おのれの武器を磨みがいていたんですね！　自室とトイレ以外を決して行き来しないという厳しい修しゆ行ぎように、日々打ち込んでいたなんて……ッ！」

「ま……まぁな～？」

　ラグナルはキラキラと目を輝かせるメリィから、少し視線を逸そらした。

「それで、今はどのくらいストックがありますの？」

　ナースが聞くとラグナルは緩ゆるい笑えみを浮うかべた。

「俺が《七罪魔》に選ばれる前からのストックがある」

「なら一万倍は軽く超こえますわね。貴方あなたの素すが弱くても、有り得ない力が出ますわ」

「ちょっと待ってよ。あのさ、それ……ボクら別に要いらなかったんじゃない？」

　ルナはナースの言葉を聞いて素直にそう言った。

「いや要るっつーの。魔王を襲おそうんだぞ？　そんなもん、四騎き士し団も四魔ま導どう師し団も動きまくるに決まってんじゃねぇか。俺だけで何とかなる、なんてこたぁねぇんだよ。やるなら準備もしっかりやった上での総力戦だ」

「じゃあボクらが期待されてるのは、所謂いわゆる露つゆ払はらいって訳か」

「基本はそうだが、余裕があったら援えん護ごも頼む。っと、そうだ。クレアも《王座戦争》を失敗させるつもりだったんだよな？　どうやるつもりだったか教えてくれねぇか？」

「何、たいして難しい話でもない。あの塔とうから余が創つくった異世界を飛ばして魔王城を包み、《破は壊かい》の光で魔王を消し飛ばすつもりだったのだ」

「そのまま撃うつんじゃダメだったのかよ」

「この世には、世界が滅ほろんでしまわないように様々な防衛機構が用意されているのだ。余の《破壊》の光もこの防衛機構に引っかかる代しろ物ものでな……防衛機構の無い異世界を用意するしかなかったのだ」

「異世界を創るとか防衛機構に引っかかるとか、簡単にとんでもないスケールの言葉が飛び出しますわね……」

　ナースが少し頭を押さえながら言った。

「当然であろう。余は頂点に立つ者だからな」

「……それこそ単独で何とかなる作戦じゃね？　もうお前に全部任せてぇんだけど」

「ふははは！　何を言っているラグナル。余は援助こそ行うが、それだけだ。余を倒たおした責任を取って、己の手で魔王を倒すが良い。その様を余は見物させてもらう」

　ラグナルは心底ウンザリとした顔になった。

「クレアのヤツ、拗すねてるわね」

「面めん倒どうくせぇなぁ～……」

「まぁまぁ、気を取り直して、ラグナルさん。今は具体的な作戦を話し合いましょう」

「……そうだな。あ、でも今話し合うから、午後は完全オフにしてくれねぇか？」

「まぁ、ボクたちにも英気を養う時間は必要だよね」

　ラグナルとルナの意見に異を唱える者はいなかった。

　４日目の午前中、ラグナルの雑だが魔王軍を無効化するには十分すぎる策は、一部から少々顰ひん蹙しゆくを買いながらも可決の方向で進んで行った。
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　02:19　《王座戦争》５日目　ラグナル邸

　ラグナルはトイレを済ませて廊ろう下かに出た。《王座戦争》の初日もこうしてトイレに行っていたことを思い出し、妙みような懐なつかしさを感じたラグナルは、思わず笑ってしまった。

「ラグナル様」

「ふぉっ！」

　背後から声をかけて来たのはトロニワだった。

「驚おどろかせてしまい申し訳ありません」

「いや、別に……で、何だ？」

「…………ヴァルイレス様は、貴方を兄のように慕したっておられます」

「へぇ、そうなのか」

「えぇ……ですので、死んだら許しません。ヴァルイレス様が泣きます。そして貴方が魔ま王おう様に敗北するようなことになれば、ヴァルイレス様がほぼ一日で《王座戦争》を終しゆう了りようさせなければならなくなるということも、お忘れ無きようお願いします。それではこれで」

　トロニワはそれだけ言うとラグナルに背を向けて歩き出した。

「……素直に気を付けてくださいとか言えねぇのかよ」

　ラグナルは廊下を進み、自室に戻もどった。

「お帰りなさいませ、ラグナル様。お膝へどうぞ」

　そして、自室のベッドの上で正座しているメリィに遭そう遇ぐうした。

「……何やってんだ？」

「膝ひざ枕まくらです」

「そりゃ分かるけど……そういやお前に初めて出した命令って、膝枕だったな」

　懐かしむように言うと、ラグナルは遠えん慮りよなくメリィの膝に頭を預けた。目を閉じると後頭部に当たる太ももの感かん触しよくがよく分かる。暖かさを持ち、柔やわらかい。仄ほのかに香かおる、よく知る少女の匂においは、心ここ地ち良い草原を連想させた。

「……随分と寝心地が良くなったもんだ」

「そうですか？」

「あぁ、初めてやった時はちょっと硬かたかった」

「瘦やせてましたからね……」

　メリィの手がラグナルの額を滑すべるように撫なでた。

「ラグナル様……私は、どんなことも我が慢まんできます。でもラグナル様にお仕え出来なくなるのは……いえ、違いますね。こういう時は……」

　メリィは深呼吸をして笑みを浮かべた。

「私、ラグナル様がのんびりとした日常を取り戻して帰ってくるって、信じてます。だから、絶対勝ってください」

「おう、勝って必ず取り戻す。……必ずだ」

　ラグナルは目を開いてそう言うと、メリィの頰ほおを撫でた。





＃＃＃＃＃






　23:55　《王座戦争》６日目　魔王城前

　怒ど濤とうの四日間を乗り越こえたラグナルは、ほぼ二日間の休息を挟はさんだことですっかり回復したようで、しっかりとその両足で立ち、魔王城を見み据すえていた。

　魔王城を前にした《七なな罪ざい魔ま》一同の顔つきは、すでに覚かく悟ごが決まっているようだった。

「……ところでラグナル君。クレアちゃんは？」

「高みの見物だそうだ。創った虫で、どっかから見てると思うぜ」

「本気で参加しないつもりなのね……」

「それでこそって感じがして良いじゃねぇか。さてと、お喋しやべりはこれくらいにして、そろそろ魔王の首……取りに行こうぜ」

　ラグナルの言葉に全員が声を上げると、魔王城へ向かって歩きだした。すると、ルナがこの二日の間に完成させた移動式色情結界ムーブトリツプワールド──本来は《王座戦争アグナローラ》で他ほかの《七罪魔》を倒す為ために使おうとしていた魔術を発動させる。

　すると寝ね静しずまっていた兵士たちは、一いつ斉せいに目を覚まし、体中に突とつ如じよ湧わき上がった衝しよう動どうを抑おさえようと何度も寝返りを打った。その末に、対面で自身と同じく衝動を持て余す者と目が合うと、ベッドからゆっくりと抜ぬけ出して近づく。性別などこの衝動の前では些さ事じでしかない。我慢が出来ない。
















　魔王城の各所で兵士たちが続々と重なり合う。男女を問わない押し殺すような嬌きよう声せいの合唱にルナは満足気に笑った。

「大成功！　ま、本当は同性同士だけじゃなくって同性異性問わず交わって欲しかったんだけど……恵めぐまれない子どもたちの誕生を避さけるためじゃ仕方ないよね」

　一行は余よ裕ゆう綽しやく々しやくに魔王城の中に入り込むと、廊下を歩き出した。ちなみに、《七罪魔》一行にまったく効果が無いのは、クレアが創った魔道具、反魅了十字アンチチヤームアンクのおかげである。

「……分かってたけど本ッ当にこれ最低ね」

「まったくもってその通りですわ……」

　ニスカの言葉にナースが同意した瞬しゆん間かん、武装した兵士があわてた様子で部屋から飛び出してきた。

「何だよ……逃にげること無いじゃねぇかよぉ……」

　飛び出した兵士を追って一部がビンビンになった全ぜん裸らの兵士が廊下に出て来た。

「お、お前ら！　落ち着け！　これはただの無差別な魅チ了ヤ魔ー術ムだ！　落ち着いて魔力を練り直せ。それから、俺が今から描えがく魔ま法ほう陣じんと同じ物を描いて、呪じゆ文もんを繰くり返し唱えるんだ。いいな？　良く見て────」

　兵士の腰こしに提さげられていた剣けんが消えた。

「え!?」

　剣を奪うばったのはナースだった。

「……安物ですわね」

　そう言ってヴァルに渡わたすとヴァルは剣をむしゃむしゃと食べ出した。それから間かん髪はつを入れずにナースは《強奪魔眼ドルエクスオ》で兵士から鎧よろいと服も奪い取った。あっという間に兵士は全裸にされてしまった。

「うぉお!?」

「そんな姿見せられたら……もう、我慢できないぜ！」

　兵士が兵士に襲い掛かかる。そして廊下に悲鳴が響ひびき渡った。

「……服くらいは残してあげませんか？」

　鎧も早食いで処理したヴァルはナースから渡された服を眺ながめながら言った。

「食いたくねーならその辺に放ほっとけよ」

　ヴァルはセラに言われた通り服を廊下に放っておくことにした。

「ねぇちょっとラグナル？　私たち本当に魔王を倒そうとしてるのよね？　何かバカバカしくなってきたんだけど」

「大だい丈じよう夫ぶだっつーの。とにかくお前らは城の中を練り歩いて、反魅了魔術アンチチヤームが使えるヤツと元から魅チ了ヤ魔ー術ムが効かないヤツを随ずい時じ無力化しろ。四魔導師団の連中にはたぶん効かねぇヤツが多いと思うから、そこはセラ、お前の武力で何とかしてくれよ？」

「任せな！」

「じゃ、俺はキッチリ魔王を倒してくっから」

「ホントにテメーだけで平気か～？　なーんか頼たよりねーんだけど」

「大丈夫だっての！」

　ラグナルはインビジブルマントを頭からかぶると姿を消した。

「さってと、それじゃ……ラグナル君に言われた通りボクらは練り歩こうか」
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　00:11　《王座戦争》７日目　魔王城最下層─魔王の寝しん室しつ

　インビジブルマントで身を隠かくしたラグナルは魔王ジキィドの寝室の扉とびらをこっそりと開けた。部屋の中に渦うず巻まく魔力を肌はだで感じ、思わず口元が笑った。無論、恐きよう怖ふでだ。

　一つの場所に長く留とどまるだけで、これだけの魔力が沈ちん殿でんするという事実。これを平然と受け止められる者など、勇者くらいだろう。

　豪ごう華かな赤いベッドに横たわり、寝ね息いきを立てているのは、人の形をしたトレントタイプの魔族だった。体格や、寝たままからでも放たれる威い圧あつ感かんから、それが鎧に全身を包んでいない状態のジキィドだと分かった。

（よし、寝てる！）

　ラグナルは拳こぶしを握にぎり、貯ためて来た膂りよ力りよくと魔力を解放した。

（行ッッッッけぇええええええええーーーーーー!!!!）

　そしてインビジブルマントを自身から剝はぎ取るとラグナルはジキィドに勢いよく右の拳を振ふり下ろした。爆ばく音おんが鳴り響きラグナルの拳はジキィドの体を貫つらぬいてベッドを破は壊かいし床ゆかまで砕くだけ散らせた。

「やっ────」

「殺やった────」そう思った瞬間、ラグナルは左ひだり腕うでを引っ張られ、ブチリという音の直後に何枚もの壁かべを突つき破って飛ぶことになった。

「グ、オォ……い、痛ッ……く、腕が……」

　千切れたのはラグナルの左腕だった。ラグナルは、とっさに千切れた腕に再生力を集中させながら辺りを見み渡わたす。飛ばされた先は謁えつ見けんの間だった。

「我の寝込みを襲おそうとはな、ラグナル」

　そう言いながら、全身を黒い鎧で包んだジキィドは、ラグナルが空けた何枚もの壁の向こうから歩いてくる。

「なっ、なんでピンピンしてやがるんだ。ちゃんと手ごたえあったろうが」

「アレは我が肉体より産み出したダミーだ」

「俺たちの夜や襲しゆうを知ってたのか!?」

「我はこの《王座戦争》中、常にお前のすぐそばにいたからな」

「俺の……？　まさか、テメェの根か……!?」

　ラグナルはそれに心当たりがあった。メリィの首に巻き付けられた忌いま々いましいあの首輪だ。

「そのまさかだ。たかがメイド一いつ匹ぴきを人質にして、お前を野放しにすると思ったのか？」

「……クソッ」

「己おのれが撒まいた種だ。さてラグナル、本気を出せば我に勝てると言っていたな」

　ジキィドがついにラグナルがいる謁見の間に足を踏ふみ入れた。そして拳を構える。

「……」

　それに対してラグナルは後ずさりながら両手を上げて戦意が無いことを示した。それをみてジキィドはくぐもった笑い声を上げる。

「くっはっはっはっはっは……この、軟なん弱じやく者めが！」

　ジキィドは一いつ瞬しゆんでラグナルへ距きよ離りを詰つめると、拳を振るう。が、その拳が当たるよりも先にラグナルから放たれる魔力の量が桁けた外はずれに上じよう昇しようしはじめた。

「むぅ!?」

「悪く思うなよ？　お義と父う様！」

　空気の膜まくが突き破られる音が響き、謁見の間のステンドグラスが全すべて砕けるだけでなく天てん井じようまで吹ふき飛んだ。突とつ然ぜんのことに反応できなかったジキィドは、ラグナルの拳によって自身の胸部に巨きよ大だいな風穴を開けられることになった。

「……俺が狙ねらってたのは最初っから不意打ちだけだ」

「────────…………いや、謝る必要は無い」

　ジキィドの体を貫いたままになっているラグナルの腕に向かって、根が伸のびた。

「なッ!?　うぐぁああああああッッッ!!」

　当然のようにオートマチックミスフィールドを無視した根は、ラグナルの腕の中に入り込み、奥へ進む。ラグナルはすぐジキィドから腕を引き抜こうとしたがビクともしない。

「我が糧かてとなれ、ラグナル」

　その言葉を耳にすると同時に、ラグナルは自分の腕がジキィドの木の根と同じ物に変化していく様子を目にすることになった。

「マジかよチクショウ……！」

　ラグナルは手刀で自身の腕を切り落とすと、ジキィドから距離を取りつつ腕を再生させた。切り落としたラグナルの腕が完全にジキィドの体と同化する。

「この程度の糧では足りんな……もっと寄よ越こせ」

　木の根がまるで翼つばさと尻尾しつぽのようにジキィドの背から生えた。その羽根から魔力が勢いよく噴ふん射しやされるとジキィドが高速で接近して来る。もう一発拳を振ろうと右腕を上げた瞬間、今度は右腕が少しも動かなくなった。

「空間固定スクウエアフリーズッ!?　魔法陣無しでこんなもん────ッ」

　迫せまるジキィドの左ストレートをラグナルは同じく左ストレートで相そう殺さいする。その衝しよう撃げき波はで謁見の間全体に亀き裂れつが入りラグナルの足場が崩くずれた。

「良い拳だ！」

　そこにジキィドの回し蹴げりが打ち込まれ、ラグナルは空間に固定されたままの腕を置き去りにし、大きく夜空を舞まい上がることになった。だが落下するよりも先に左腕が再び空間固定スクウエアフリーズで止められた。

　宙ちゆう吊づり状態になったラグナルに対し、自由に飛び回るジキィドは、空間に残されたラグナルの腕を回収し、取り込んだ後でラグナルを超こえる高さまで飛び、急降下してラグナルに突っ込んで行った。

「何本腕切らせるつもりだ！　この野や郎ろうッ！」

　ラグナルは右腕を再生させ再び手刀で腕を切り落とすと自由落下を開始した。千切れた腕を回収し、吸収しつつ、落下するラグナルに追いついたジキィドは右の拳を引いた。それを見てラグナルは右みぎ脚あしを引く。突き出される右拳と右脚が衝しよう突とつする。

「ほぉ、蹴りで我が拳を防ぐか！　ならば、これはどうだ！」

　それから数すう瞬しゆんの間も置かず左拳と左脚が激げき突とつする。そこから始まる両脚による連続の蹴りと両拳による連続の殴おう打だ。土に向かって大たい砲ほうが打ち込まれるような、鈍にぶい打撃音を雨音のように響かせ、両者は落ちて行く。

「くははははははは！　良い！　良いぞラグナル！　お前の言葉はどうやら法ほ螺らではなかったようだな！　久々に楽しんで戦えそうだぞ!!」

「お義父様が楽しそうで、何よりだ！」

　迫る地面にラグナルは両手を出した。地面に両掌てのひらが激突すると同時に大きな亀裂が魔ま王おう城の庭に走った。逆立ちの状態になったラグナルにジキィドは尾おによる一撃を放った。

　ラグナルは城じよう壁へきを突き破って飛び、地面に着地し、ブレーキをかける。そのブレーキだけで大地にはまるで巨大な破壊光線でも撃うたれたかのような跡あとが残された。

「チクショウ、マジで強ぇえッ！　こんなのに人間の勇者がどうやって勝ったんだ!?」

　風を切る音と共に飛来したジキィドの飛び蹴りを、土を踏みしめた右ストレートで停止させる。大地が揺ゆれて亀裂が走った。ジキィドは高速で宙を飛び回りながら四方八方からの攻こう撃げきを仕し掛かけてきた。その全てにラグナルは完かん璧ぺきな対応を見せ、防いでいく。だがこれにより防戦一方に追い込まれていた。

「どうしたラグナル！　先ほどから防いでばかりになっているぞ！」

「そんなこたぁ分かってんだよ！」

　ラグナルは地面に強きよう烈れつな蹴りを放った。いくつかの大地の破は片へんが舞まいあがりジキィドの視界を奪う。しかしジキィドは構わず回し蹴りを行った。

「むっ？」

　そして自身の蹴りで視界が開けた所にラグナルの姿は無かった。

「後ろだぜ？　お義父様！」

　振り返ったところにラグナルのアッパーが打ち込まれてジキィドは天高く舞い上がった。しかしジキィドは、自身に空間固定スクウエアフリーズを使い、強引に中空で停止する。

　そしてラグナルの元へ向かおうと視線を下に向けたところで、ジキィドは迫りくるラグナルの拳を見ることになった。

「ぬおぉ!?」

「じゃあな、お義父様！」

　ラグナルの拳がジキィドの顔面を貫いた。頭部は思考の要かなめだ。それを奪うばわれれば、たとえこれで死ななくとも、もはや成す術すべはない。

「これで、俺の勝────────」

　ジキィドの手がラグナルの頭部を摑つかんだ。

「え？」

　そして頭の中に直接声が響ひびき出した。魔王の為ために死ねという声だ。魔界の為に死ねという声だ。己の都合で何万何千を超える魔界の民たみに迷めい惑わくをかけるのかという断罪の声だ。それらの声はラグナルの脳を揺さぶりながら全身に染しみ渡わたって行く。




「あぁあああああああああああああああああああああああああああッ！」




　心が侵しん食しよくされ、正しく自分を理解できなくなって行く。「そうだ！　魔王の為に死のう」「いや、俺は生きて日常に帰るんだ」どちらの意思が本当の意思だったのか、自分が分からなくなって行く混乱の中で────。

「魔王風ふ情ぜいが調子に乗るな、その者は、余の足元に並ぶ者であるぞ！」

　傲ごう慢まんな少女の声がハッキリとラグナルの耳に届いた。下から上へと白銀の刃やいばが煌きらめくとラグナルの頭部を摑んでいたジキィドの腕と、ジキィドの頭部に突き刺ささっていたラグナルの腕が切断された。

「イッテェエエエエエエエエエエエエエエエッ!!」

　正気に戻もどったラグナルは痛みに叫さけんだ。

「散々腕は切っただろうが、今いま更さら痛がるな」

　落下して行くラグナルの左手を、クレアは片手で摑んでジキィドから離はなれた。

「いや覚かく悟ごしてねぇと痛いっつーの。ってかお前、空も飛べたんだな」

「コレの効果だ」

　クレアはそう言って剣けんを捨てると自分の首に着けられているチョーカーを指差した。

「なるほど、相変わらずの何でもありな能力だな……助けてくれてありがとよ」

「礼は要いらん。それよりも……ジキィド！　貴様がしぶといせいで、余は己の宣言を破る羽目になった。この罪は、貴様の死でもって償つぐなってもらうぞ」

　徐じよ々じよにジキィドの頭部が再生するとともに、鎧よろいも復元されていく。その間にラグナルも自分の腕を再生させた。

「クレイアード……お前も我に刃は向むかうのか……！」

「……刃向かうだと？　いつ貴様が余の上に立った！　その思い上がり、万死に値あたいする！」

　そう言いながらクレアはラグナルの手元に自分が着けているチョーカーと同じ物を創造した。ラグナルが迷わずチョーカーを着けると体に浮ふ遊ゆう感かんが広がり、ラグナルは自由に空を飛べるようになっていた。

「クレイアァードォオー……ッッッッ！」

　低い唸うなり声が上がる。兜かぶとの下でこちらを睨にらんでいるのであろうジキィドに、突とつ如じよ砲ほう弾だんが飛んだ。広がる爆ばく炎えんを木の根で形成された翼で振ふり払はらう。

「何事だ！」

　ジキィドが砲撃の飛んで来た方を見るとそこには背中に赤色の血管のようなラインが刻まれた黒い大砲を背中に乗せた本来の姿のヴァルがいた。さらにその砲台に備え付けられている操縦席にはナースが座っている。

「まったく、お義父様ったらこんなに素す晴ばらしい魔ま導どう兵器を持ってるなんて知りませんでしたわ！　近くにあるゴミを問答無用で砲弾に変へん換かんして発射！　手のひらサイズの紙切れでもかなりの威い力りよくの物になるだなんて……燃費が良くてまさに撃ち放題という物ですわ！」

　大砲が連続で火を噴ふき単砲だけで弾だん幕まくを織り成した。

『嚙かんだ物を嚙むだけ嚙んでそのまま放置というのは、あまりお行ぎよう儀ぎの良いことだとは思いませんけどねぇ……』

　口の中の手のひら大に砕くだけた瓦が礫れきが続々減って行くのを感じながらヴァルは呟つぶやいた。そんなヴァルの首の辺りに跨またがっていたルナがヴァルの頭を撫なでる。

「まぁまぁ、今は我が慢まんしてね。後でい～っぱい、好きなだけごっくんしようね～」

　大量の砲弾を回かい避ひしながらジキィドはナースたちに接近する。

「小こ癪しやくなぁッ！」

　だがその途と中ちゆうでジキィドに向かって何者かが飛んで回し蹴りを打ち込んだ。

「ナースに近づいてんじゃねぇよ！」

「ぬぐっ！」

　回し蹴りを喰くらわせたのはセラだった。セラの首にはクレアのチョーカーと同じ物が着けられていた。ジキィドは反撃しようとするが、右腕が一いつ切さい動かなくなった。

「これは、空間固定スクウエアフリーズ!?」

「気にしなくっちゃいけない相手はまだ居るわよ？　お義と父う様ぁ～！　あっははは！」

　クレアのチョーカーと同じ物を着けたニスカが笑った。空間固定スクウエアフリーズはジキィドの魔術技能を模も倣ほうしたニスカの仕し業わざだった。

「おぉらぁ！」

　呆あつ気けにとられていたジキィドをセラが殴なぐると同時に空間固定スクウエアフリーズが解除され、ジキィドはナースたちから距きよ離りをおかれた。

　魔王を相手に、全すべての《七なな罪ざい魔ま》が反旗を翻ひるがえし、ここに揃そろっていた。

「………………初代様よ、何な故ぜ────」

　セラに殴られたジキィドは少しの間呆ぼう然ぜんとした後、空を見ながらそう呟いた。

「初代？」

　ラグナルが言うとジキィドは拳こぶしを握にぎった。

「否いな！　ここで魔王を終わらせはせん！　魔界を終わらせはせん！　たとえ終わる余地があるように創つくられた物だったとしても、我が代で終わりにはさせんぞ!!」

　ジキィドの体が膨ふくれ上がり、まるで爆はぜるように木の根が辺り一面に伸のびる。一いつ瞬しゆんの内に上下左右、どこを見てもジキィドの体が広がった状態となった。ラグナルは前方位から押し寄せる木の根を拳と蹴りで次々と退けた。

「みんな気を付けろ！　この木の根みてぇなの、長く触ふれてると同化されちまうぞ！」

「ふっはははは！　厄やつ介かいな物を舞い散らしてくれるではないか。だがジキィド！　この余の前でそれは悪手だったな！　的が大きくなって実に当て易やすいぞ！」

　クレアの手元から火か炎えんが飛んだ。ジキィドの根に当たり炎ほのおは大きく広がる。

『む？　ただの炎ではないな』

　ジキィドの声にクレアは愉ゆ快かいげな笑えみを浮うかべる。

「そうだ。その炎はただの炎ではない。つい先ほど余が創造した、一度燃え移れば焼き尽つくすまで消えん炎だ！　さぁ、大人しくそのまま灰になるが良い！」

　意い気き揚よう々ようとクレアはそう言ったが、広がった炎はあっさりと消えてしまった。

「なにッ!?」

　ニスカは木の根を避よけて飛びながら呆あきれた溜ため息いきを吐ついた。

「相手が燃えないんじゃ無意味ね。何でも燃やせるって特性も追加しなさいよ」

「……チッ、コストオーバーだ！」

　クレアは全方位から押し寄せるように迫せまりくる数々の木の根に、魔ま短たん剣けんを複数創造しては投とう擲てきを繰くり返して行った。木の根に直ちよく撃げきすると魔短剣は爆ばく発はつを起こして木の根を退けた。そうやって迎げい撃げきをクレアは続けたが、徐々に押し寄せて来る木の根の勢いが強くなって来ていることにクレアは気付いていた。

　しばらくすると創造の速度を押し寄せる木の根が勝まさり出してクレアは追い詰つめられ始めた。そんなクレアの背にニスカは飛んで行った。

「クレア！　アナタの背中、勝手に守らせてもらうから！」

「許す！　存分に励はげめ！」

　クレアの動きと魔短剣を模倣して完璧にニスカはクレアの背を守った。

「撃うって撃って撃ちまくってとにかく押し止とどめますわよ！」

　地上ではナースが魔導砲台から弾たまを撃ち出しまくり木の根を止めていた。

『が、瓦礫が着々と少なくなって来てますよ！』

　セラが木の根をぶち破ってナース隊のすぐ近くに降り立った。

「ゴミがありゃ良いんだろ？　アタシが集めて来るぜ」

　高速でセラは飛ぶとジキィドの木の根を指でつまみ素早く複数の木き屑くずを作るとナースの方へと投げた。ナースはその木屑に血が滲にじんでいるのを見て血相を変える。

「セラ！」

「気にすんな！　アタシらは友達だろうが。こういう時は信じて任せるもんだぜ」

　ジキィドの体の一部だった物が砲弾に変わるのを見てルナは自分の手を見た。

『……僕もボーっとしてちゃいけませんね！』

　ヴァルは舌を伸ばして木の根を削けずり、僅わずかながら砲弾の材料を補ほ充じゆうし出した。

『諦あきらめろ、血の繫つながらぬ我が子らよ。お前たちに待っている未来は同化だけだ。大人しく我が内で七日目の終わりを待つが良い』

　ジキィドの声が響いた。

「よく聞けお義父様！　俺は無む駄だな努力ってのが大っ嫌きらいなんだ！　ここで諦めたら初日からやって来たことが無駄な努力になっちまう……そんなの、俺は御ご免めんだぜ！」

『無駄な努力、か。それは、例えば今まで集めてきた仲間が我に同化されてしまうという結末も、無駄な努力に含ふくまれるのか？』

「あぁ？」

「ぐぁあああああああッ！」「きゃあああああああッ！」

　ラグナルは振り返った。先ほどまでクレアとニスカが背を預け合っていた所には、木の根で作られた球体だけがあった。

「噓うそだろ……!?」

　呆気にとられていた所を上から木の根で叩たたかれ、ラグナルは墜つい落らくすることになった。地面に体がめり込み、口から自然と息が吐はき出される。

「カハッ！　クソッ……」

　ラグナルは痛みに耐たえながら身を起こした。

「ア、アレは、無理ですわ！」

　ナースたちの方に視線を向けると、木の根で出来た拳が真っ直すぐと落ちて来ていた。固く握られたその拳は砲弾をものともせずに突つき進む。

「アタシに任せなぁ!!」

　セラが飛び、風を引き裂さくような音がし、セラの拳と木の根の拳が衝しよう突とつする────かと思いきや、セラの拳が当たる直前に木の根の拳はほどけて広がった。

「ヤッベ……ッ!!!!」

「セラァアアアアアアアアアア！」

　ナースがそう叫ぶ頃ころには、セラを包むようにして木の根は再び拳の形に戻っていた。セラを取り込んだ木の拳は、再びナースたちに向かって動き出した。

「ヴァル君！　撤てつ退たい！　撤退～！」

『は、はいぃ！』

　走り出したヴァルの足元から突とつ如じよ生えて来た木の根が全員を縛しばり付けた。

「地面の下から!?　まさか、土の中を進んで……」

　木の根がヴァルたちの体に広がり、同化を進めていく。

　あっさりと仲間が全ぜん滅めつし、ラグナルは歯を食いしばった。

「ジキィイドォオオオオオオ!!!!」

　そう叫さけんだ直後、木の根が寄り集まって出来上がった巨きよ大だいな拳が、ラグナルに向かって振るわれた。一瞬拳を止めたが、次の瞬間、ラグナルは一気に全身から力を失って吹ふき飛ばされた。

「ぐぁあああッ！　く、クソ……噓、だろ……もう……空っぽ、なのかよ…………」

　全身から放たれていた桁けた外はずれな力は既すでに無い。それどころかラグナルはストックを解放する以前の、通常の状態より弱々しくなっていた。

『……ストックが底を突いたか』

「クソ……チクショウ、こんなところでッ！」

　ラグナルに複数の木の根が迫る。その中の一本が途中で動きを止め、人の頭程度に膨らみ、捻ねじれたその身をほぐすように回転し花が咲さくように開いた。

　そこには一つの眼球が付いた脈動する赤い果実とでも表現できる物があった。

「くっ、こ、これは……」

『憐あわれな物だ。最も努力を嫌った男が、無意味な努力の果てに終わるとは……』

　木の根がラグナルの体を突き刺さし、持ち上げる。ラグナルの顔の高さと、脈動する果実が同じ高さに来る。

『せめて我が核かくを眺ながめながら、安らかに眠ねむるが良い』

「俺が……」

『……』

「……狙ねらってた、のは」

『む？』

　突如ラグナルから先ほど出していた桁外れな力すらも超こえた、強きよう烈れつな力が放たれた。ラグナルの体に突き刺さっていた木の根が消し飛ぶ。

「最初っから不意打ちだけだぁああーーーーーーーーーーーーーーーーーッッッッ！」

『なん────』

「うぉおおおおおおおらぁああああああああああああッ!!!!」

　ラグナルの拳がジキィドの核にめり込み、潰つぶれる。瞬間、木の根が全すべて灰色に染まった。そして拳から放たれた暴風が灰となった全ての木の根を散らした。

『お、おお、おのれぇ……』

　潰れた木の実のような姿と成り果てたジキィドから、恨うらみの籠こもった声が響ひびく。

「はぁ、はぁ、しぶと過ぎるぜ、まだ生きてんのかよ……」

『我は、死なぬ、我は、滅ほろび、ぬ、我は、魔ま界かいと、永久にぃ……────』

　ジキィドの核が灰色に染まり、そよ風とともに消えて行く。それを見届けて、ようやく、本当に全てのストックを使い果たしたラグナルは仰あお向むけに倒たおれた。

「はぁーあ……」

　やっと全てが終わった。実に長かった。《七罪魔》を集め、魔ま王おうにぶつけ、負けさせ、過か剰じように力をストックすることで弱ったように見せ、ジキィドに完全に勝ったと思わせたところを全力で叩く。これこそがラグナルがずっと狙っていたことだった。

「……疲つかれたぁ…………」

　朝日の上る空の下、倒れたラグナルの視界に、解放された《七罪魔》たちの姿が見えた。

「ラグナルさん！」

　駆かけ寄ってくる仲間たちの姿を見て、ラグナルは笑みを浮かべる。

「これでようやく、ゆっくり眠れ、る……」

　ラグナルの瞼まぶたはゆっくりと閉じて行った。
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　10:08　《王座戦争アグナローラ》終しゆう了りよう翌日　ラグナル邸てい

　ラグナルは自室のベッドの上で目を覚ますと、自分の手を見て呟つぶやいた。

「……すっからかんになっちまったなぁ」

　ラグナルのストックは実のところ秒単位で引き出せる物である。故ゆえに、二十四時間休めば一秒に八万倍の力を出せるという中々にとんでもない物だったりするのだ。ちなみにジキィドには今までのストックを秒単位で全て引き出して三秒で使い果たすように押し込んだ物を喰くらわせたので、死ぬ間ま際ぎわのジキィドは相当驚おどろいたはずだ。

　これで、もう前のように使うことはできない。それができるようになるのはかなり先のことだ。ラグナルは魔王を倒し、本当に《七なな罪ざい魔ま》で最弱の魔族になったのだった。

　部屋の扉とびらがノックされた。

「おう」

　ラグナルが返事をすると勢いよく扉が開いた。扉を開いたのはメリィだった。

「ラグナル様！　やっと起きたんですねぇ～！」

　メリィはラグナルに向かって走り出し、そのままベッドの上のラグナルに抱だき着いた。

「やっと起きたって、俺どのくらい寝ねてたんだよ」

「丸一日ですよう！　はぁ……もう起きないんじゃないかと思って、本当に怖こわかった」

　そう言って嬉うれしそうに涙なみだを流しながら笑うメリィの首には、あの首輪はもうどこにも存在していない。思わずラグナルはメリィのその首筋に手を伸のばした。

「うひゃ、ちょ、くすぐったいですよ！」

「あぁ、悪い悪い。ただ……日常に帰って来たんだな～と思ってよ」

　メリィは少し目を見開いて、幸せそうな笑えみを浮うかべると、自分の首に触ふれるラグナルの手の上に、自分の手を重ねた。

「……そうですね。あの、ラグナル様」

「ん？」

「おかえりなさい。ちゃんと日常、取り返してくれて、ありがとうございます」

「あぁ、ただいま」

「……えへへへ、これでまた、のんびりとした生活ができますねぇ～」

「そうだな、もう一年は家から出たくねぇよ」

「え～？　たまにはお散歩とか行きましょうよ」

「あー、庭までなら……って、そう言えば今日はやけに静かだな」

「あ、実はヴァルイレス様が新居を見つけたそうなんです。皆みなさんはそっちに付いて行っちゃいました。と言っても、お引ひつ越こしの準備をしている方はまだこちらにいますけどね」

「よしよし、これでまた静かに昼寝もできるって訳だな。はぁ～、ホント、頑がん張ばった甲か斐いがあるってもんだぜ～……」

　扉がノックされる音が響いた。ラグナルとメリィが扉の方を見ると開きっ放しになっていた扉をトロニワがノックしていた。

「おはようございます。メリィさん、ラグナル様」

「あ、おはようございま～す」

「おう、おはよう。お前はまだこっちに残ってたんだな」

「いえ、新聞をお届けに来ただけです。今の魔界の状じよう況きようがどうなっているかを何も知らないだろうと思いまして」

　トロニワはそう言って部屋に入って来るとメリィに折り畳たたまれた新聞を渡わたして短く「それでは。これから楽しみでございますね」と一言だけ残すと、すぐに去って行った。

「……アレ？　ウチって新聞なんて取ってましたっけ？」

「取ってねぇよ。っつーか新聞自体、見たのがもうスゲェ久しぶりだ」

「じゃあわざわざお店で買って来たんですかね……おぉ、季節外れのサンタクロースが出たようですね」

　折り畳まれた範はん囲いで見える小さな記事を見てメリィはそう言った。

「あ？　何だそりゃ」

「時々あるアレですよ。自宅のポストに大金が入ってたってヤツです」

「あぁ、アレか」

「えぇ～っと、レーネルガルト卿きようは詐さ欺ぎ被ひ害がいに遭あうという不運と納税時期が重なり、破産することになったが、この季節外れのサンタクロースは氏の失った財産の何と二倍の金額を与あたえたそうです」

「ラッキーなヤツも居たもんだなぁ」

「そうですねぇ～」

　吞のん気きにそう言いながら何となくメリィは新聞を開いた。そして目を見開く。

「どうした？」

「ラ、ラグナル様！　これ！」

　慌あわててメリィが新聞を見せる。そこに掲けい載さいされていた写真に、そして記事にラグナルは心臓が止まりそうになる程ほどに驚いた。記事は『今人界で流行の革命が魔界にも！』という見出しで始まっていた。

「な、なんだこりゃ……新体制？　《七魔王》？　今後は彼らが魔界を統治ぃ？」

　そしてニスカ、ルナ、空席、クレア、ヴァル、ナース、セラが写っている写真にラグナルは視線を移す。写真の右上辺りには、バッチリと開かい催さい式の時のラグナルの顔写真が入れ込まれていた。その写真をしばらく眺めてから頭を抱かかえる。

「穏おだやかな日常……取り戻もどせてねぇえ～～～…………っっっっ!!!!」

　ラグナルの悲ひ壮そう感に満ちた声を聞いて、メリィは膝ひざの上あたりで手を広げる。

「と、とりあえず膝ひざ枕まくらでもしましょうか？　癒いやし効果が、あるかと……」

　主あるじは無言でメイドの膝に、うつ伏ぶせの状態で頭を預け、その提案に乗った。




　10:15　《王座戦争》終了翌日　ラグナル邸てい寝しん室しつ

「チックショー……」

　束つかの間の平へい穏おんを取り戻したラグナルの嘆なげきが、メリィの膝の上で捻ひねり出された。
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